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八
月
末
に
農
水
省
は
二
三
年
度
予
算
と
し
て
昨

年
度
比
一
・
五
％
増
と
な
る
二
兆
四
八
七
五
億
円

の
概
算
要
求
を
行
っ
た
。
こ
の
う
ち
酪
農
に
つ
い

て
は
、
加
工
原
料
乳
生
産
者
補
給
金
に
二
一
九
億

円
、
チ
ー
ズ
向
け
生
乳
供
給
安
定
対
策
事
業
に
八
七
億
円
、
加
工

原
料
乳
等
生
産
者
経
営
安
定
対
策
事
業
に
六
〇
億
円
（
基
金
規

模
）な
ど
で
、基
本
的
に
は
昨
年
度
と
同
じ
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

変
わ
っ
た
点
は
チ
ー
ズ
の
扱
い
で
、
チ
ー
ズ
向
け
生
乳
供
給
安
定

対
策
事
業
で
は
、
本
年
度
で
は
三
ヵ
年
平
均
の
供
給
量
を
上
回
っ

た
分
に
の
み
支
給
さ
れ
て
い
た
助
成
金
を
、
今
回
は
全
て
の
チ
ー

ズ
向
け
生
乳
を
対
象
に
す
る
こ
と
、
ま
た
加
工
原
料
乳
等
生
産
者

経
営
安
定
対
策
事
業
で
は
、
こ
れ
ま
で
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
チ

ー
ズ
を
対
象
と
す
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

生
乳
は
用
途
別
乳
価
と
な
っ
て
お
り
、
同
品
質
の
生
乳
で
あ
っ

て
も
、
利
用
用
途
に
よ
っ
て
大
き
く
乳
価
が
異
な
る
。
最
も
高
い

の
が
飲
用
乳
で
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
一
キ
ロ
当
り
一
〇
〇

円
前
後
で
取
引
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
次
に
高
い
の
が
、
ヨ
ー
グ
ル

ト
の
発
酵
乳
や
生
ク
リ
ー
ム
な
ど
の
液
状
乳
製
品
と
呼
ば
れ
る
も

の
で
、
ほ
ぼ
八
〇
〜
九
〇
円
、
次
は
加
工
原
料
乳
生
産
者
補
給
金

の
対
象
で
あ
る
脱
脂
粉
乳
や
バ
タ
ー
（
特
定
乳
製
品
と
呼
ば
れ

る
）
の
原
料
と
な
る
加
工
原
料
乳
で
補
給
金
の
一
一
円
八
〇
銭
を

含
め
て
七
〇
円
程
度
で
あ
る
。
チ
ー
ズ
向
け
生
乳
の
価
格
は
最
も

低
く
て
、
四
〇
〜
五
〇
円
程
度
と
な
っ
て
い
る
（
ち
な
み
に
チ
ー

ズ
向
け
の
中
で
も
、
ハ
ー
ド
タ
イ
プ
か
ソ
フ
ト
タ
イ
プ
か
に
よ
っ

て
価
格
も
助
成
金
単
価
も
異
な
っ
て
い
る
）。

こ
の
よ
う
に
、
複
雑
な
乳
価
で
は
あ
る
が
、
現
在
の
指
定
生
乳

生
産
者
団
体
制
度
に
よ
る
一
元
集
荷
多
元
販
売
体
制
下
、
北
海
道

や
関
東
な
ど
全
国
九
ブ
ロ
ッ
ク
内
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
用
途
別
乳

価
の
加
重
平
均
値
で
あ
る
プ
ー
ル
乳
価
に
よ
っ
て
支
払
わ
れ
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
の
乳
価
は
生
乳
の
用
途
別
需

要
量
に
よ
っ
て
決
ま
っ
て
く
る
が
、
ブ
ロ
ッ
ク
内
の
生
産
者
の
受

取
乳
価
は
基
本
的
に
は
同
一
に
な
っ
て
い
る
。

チ
ー
ズ
向
け
乳
価
は
一
九
八
〇
年
代
に
、
特
定
乳
製
品
か
ら
切

り
離
さ
れ
る
形
で
作
ら
れ
た
が
、
そ
の
背
景
に
は
生
産
過
剰
に
よ

っ
て
乳
価
全
体
が
下
落
す
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、
需
要
が
増
加
し

て
い
た
チ
ー
ズ
に
目
を
向
け
た
こ
と
が
あ
る
。
チ
ー
ズ
は
も
と
も

と
輸
入
自
由
化
品
目
で
あ
り
、
価
格
の
低
い
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
チ
ー
ズ
が
国
内
で
加
工
さ
れ
る
プ
ロ
セ
ス

チ
ー
ズ
の
原
料
と
し
て
大
量
に
輸
入
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
輸

入
自
由
化
品
目
を
不
足
払
い
の
対
象
と
す
る
の
は
そ
ぐ
わ
な
い
と

い
う
こ
と
を
理
由
に
し
て
、
輸
入
代
替
に
よ
る
生
産
量
の
確
保
が

画
策
さ
れ
た
。

今
回
の
概
算
要
求
に
見
ら
れ
る
酪
農
対
策
は
、
現
行
の
「
不
足

払
い
体
制
」を
前
提
と
し
て
、チ
ー
ズ
対
策
を
強
化
す
る
こ
と
で
、

酪
農
経
営
支
援
政
策
に
関
す
る
議
論
は
十
分
か
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そ
の
体
制
の
維
持
・
強
化
を
行
お
う
と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
な

い
。
問
題
は
こ
う
し
た
チ
ー
ズ
に
対
す
る
新
た
な
対
策
に
よ
っ

て
、
将
来
に
わ
た
る
酪
農
経
営
の
危
機
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
出

来
る
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

現
行
「
不
足
払
い
制
度
」
は
、
平
成
一
九
・
二
〇
年
の
飼
料
価

格
高
騰
に
よ
る
酪
農
経
営
の
危
機
に
よ
っ
て
、
セ
ー
フ
テ
ー
ィ
ネ

ッ
ト
と
し
て
は
ま
っ
た
く
不
十
分
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
白
と

な
っ
た
。
今
年
度
の
食
料
・
農
業
・
農
村
白
書
に
よ
れ
ば
、
平
成

二
〇
年
度
の
酪
農
家
の
一
時
間
当
り
所
得
は
、
飲
食
店
の
ア
ル
バ

イ
ト
店
員
の
九
二
五
円
を
大
幅
に
下
回
る
七
六
六
円
に
す
ぎ
な

い
、
家
族
労
働
費
の
八
割
も
下
回
る
低
い
水
準
で
あ
っ
た
。
平
成

一
三
年
度
に
再
編
さ
れ
た
新
「
不
足
払
い
制
度
」
は
、
そ
れ
ま
で

の
加
工
原
料
乳
地
帯
の
生
産
費
を
カ
バ
ー
す
る
不
足
払
い
制
度
と

は
ま
っ
た
く
異
な
る
固
定
的
な
支
払
い
制
度
で
、
生
産
費
の
上
昇

部
分
の
せ
い
ぜ
い
一
／
七
を
補
填
す
る
に
す
ぎ
な
い
。

さ
ら
に
、
経
営
状
況
を
地
域
別
に
見
る
と
、
平
成
一
九
年
度
で

も
酪
農
所
得
が
家
族
労
働
費
を
全
て
の
地
域
で
下
回
っ
て
い
た

が
、
北
海
道
で
は
八
割
を
超
え
る
水
準
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
中

国
や
東
北
な
ど
で
は
五
〜
六
割
程
度
に
す
ぎ
ず
、
全
体
と
し
て
都

府
県
酪
農
の
収
益
性
の
低
さ
が
目
に
つ
く
。
近
年
の
酪
農
生
産
の

状
況
を
見
る
と
、
戸
数
、
生
産
量
が
と
も
に
減
少
す
る
中
、
飲
用

乳
の
消
費
が
そ
れ
を
上
回
る
率
で
減
退
す
る
と
い
う
最
悪
な
状
況

に
な
っ
て
い
る
。
旧
基
本
計
画
で
は
生
乳
の
平
成
二
七
年
度
の
目

標
は
一
人
年
間
九
五
ｋ
ｇ
（
牛
乳
・
乳
製
品
の
生
乳
換
算
）、国
内

生
産
量
は
九
二
八
万
ト
ン
で
あ
っ
た
が
、
平
成
二
〇
年
の
実
績
は

そ
れ
ぞ
れ
八
六
・
三
ｋ
ｇ
、
七
九
四
万
ト
ン
と
計
画
策
定
時
さ
え

も
大
幅
に
下
回
る
水
準
に
後
退
し
て
い
る
。
特
に
都
府
県
酪
農
生

産
構
造
の
脆
弱
化
は
危
機
的
な
状
況
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
う
し
た

都
府
県
酪
農
を
支
え
る
た
め
に
も
、
真
に
有
効
な
政
策
を
導
入
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
昨
今
の
酪

農
政
策
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
現
行
政
策
か
そ
の
若
干
の
見
直
し
で

済
ま
そ
う
と
す
る
が
ご
と
く
に
見
え
る
。

今
回
の
概
算
要
求
の
目
玉
で
あ
る
チ
ー
ズ
対
策
の
強
化
は
、
加

工
原
料
乳
価
格
よ
り
低
い
チ
ー
ズ
乳
価
を
支
え
る
こ
と
を
通
し
て

全
体
の
酪
農
を
支
え
る
と
評
価
す
る
向
き
も
あ
る
が
、
そ
れ
で
都

府
県
対
策
は
十
分
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
チ
ー
ズ
対
策
強
化
は
「
以

前
の
姿
に
戻
る
も
の
」
と
す
る
論
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
チ
ー
ズ
が

特
定
乳
製
品
に
再
度
編
入
さ
れ
る
わ
け
で
も
な
く
、
な
に
よ
り
不

足
払
い
制
度
が
以
前
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
目
を
向
け
て
い
な

い
も
の
で
あ
る
。
昨
今
の
酪
農
界
の
政
策
論
議
を
見
る
と
、
所
得

補
償
制
度
の
導
入
も
含
め
、
新
規
の
政
策
導
入
に
は
慎
重
な
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
上
述
し
た
よ
う
な
都
府
県
を

中
心
と
し
た
酪
農
経
営
の
中
長
期
的
な
発
展
方
向
の
十
分
の
議
論

の
上
と
い
う
よ
り
も
、
新
政
権
へ
の
距
離
感
か
ら
と
思
わ
れ
て
な

ら
な
い
。
残
さ
れ
た
時
間
を
有
効
に
使
い
た
い
も
の
だ
。（

Ｓ
Ｋ
）
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１
、
未
収
賦
課
金
の
滞
納
処
分
に
取
り
組
む
土
地
改
良

区
が
多
い
東
北
三
県

以
下
は
全
土
連
（
全
国
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
）
の
平
成

一
七
年
度
調
査
版
・
土
地
改
良
区
運
営
実
態
調
査
報
告
書
（
調
査

対
象
年
度
は
平
成
一
六
年
、
二
〇
〇
四
年
度
）
に
多
く
を
依
っ
て

い
る
。

表
１
は
二
〇
〇
四
年
度
の
賦
課
金
の
徴
収
率
（
組
合
員
へ
の
そ

の
年
に
予
定
さ
れ
て
い
る
賦
課
金
総
額
で
、
そ
の
賦
課
額
に
対
す

る
実
際
の
賦
課
金
収
入
を
除
し
た
も
の
で
、
収
入
に
は
過
年
度
の

未
払
い
分
を
組
合
員
が
支
払
っ
た
も
の
は
含
ま
な
い
）
と
滞
納
処

分
の
実
績
を
地
域
別
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
農
業
地

帯
区
分
別
に
分
け
、
水
田
地
帯
は
地
区
内
の
水
田
率
が
お
お
む
ね

七
〇
％
以
上
、
田
畑
は
水
田
率
が
お
お
む
ね
三
〇
〜
七
〇
％
、
畑

地
は
水
田
率
お
お
む
ね
三
〇
％
未
満
の
定
義
を
使
用
し
て
い
る
。

表
に
よ
る
と
、
異
例
に
低
い
沖
縄
を
除
い
て
、
地
域
別
、
農
業
地

帯
別
の
徴
収
率
は
、
極
め
て
高
い
北
海
道
、
そ
れ
に
対
し
て
、
東

日
本
と
西
日
本
の
水
田
は
九
八
〜
九
九
％
の
水
準
に
あ
る
が
、
畑

地
の
徴
収
率
は
低
く
九
五
〜
九
八
％
の
水
準
に
あ
る
。

し
か
し
滞
納
処
分
（
差
押
処
分
）
に
踏
み
切
る
と
こ
ろ
ま
で
に

行
く
ケ
ー
ス
は
そ
う
多
く
は
な
い
。
し
か
し
実
際
に
処
分
に
入
っ

た
件
数
や
金
額
（
土
地
改
良
区
に
よ
る
直
接
処
分
で
二
〇
〇
四
年

度
に
知
事
認
可
を
受
け
差
押
処
分
に
着
手
し
た
件
数
、
金
額
で
あ

る
）
に
は
、
地
域
別
・
農
業
地
帯
別
に
、
特
徴
が
明
瞭
に
出
て
い

る
。
東
日
本
、
そ
れ
も
水
田
が
件
数
、
金
額
と
も
に
抜
き
ん
出
て

多
い
の
で
あ
る
。

西
日
本
は
同
じ
く
水
田
に
多
い
が
、金
額
で
二
一
七
一
万
円（
一

件
当
た
り
一
九
万
円
）
に
対
し
て
、
東
日
本
の
水
田
は
総
額
二
億

七
千
万
円
（
一
件
当
た
り
四
二
万
円
）
で
あ
り
、
徴
収
問
題
は
東

日
本
、
そ
れ
も
水
田
地
帯
に
多
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
な
お

沖
縄
は
徴
収
率
が
極
め
て
低
い
も
の
の
、
そ
れ
に
対
応
す
る
滞
納

処
分
が
全
く
な
い
こ
と
も
特
徴
的
で
あ
る
。

制
度
疲
労
の
土
地
改
良
制
度
と
費
用
回
収
の
難
し
さ

早
稲
田
大
学
政
治
経
済
学
術
院
教
授

堀
口

健
治
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表１　２００４年度賦課金徴収率と土地改良区が直接行った滞納処分

金額（千円）件数特別賦課金経常賦課金農業地帯地域
1,457497.999.1水田

北海道 －－98.499.1田畑
－－98.598.6畑地

1,457498.199.1北海道計
269,24763697.998.4水田

東日本 78,73810896.997.9田畑
72,9015395.697.5畑地
420,88679797.698.3東日本計
21,71311497.998.7水田

西日本 2,7192097.098.0田畑
3,507695.695.6畑地
27,93914097.598.3西日本計

－－56.558.5田畑
沖縄

－－71.776.8畑地
－－70.875.9沖縄計

450,28294197.298.1総計

市
町
村
と
土
地
改
良
区
の
区
分
別
の
滞
納
処
分
の
実
施
状
況
を

示
し
た
表
２
は
、
こ
の
三
年
間
の
推
移
を
見
て
い
る
が
、
市
町
村

の
実
施
は
い
ず
れ
の
年
も
少
な
く
、
基
本
は
土
地
改
良
区
の
直
接

処
分
（
差
押
え
・
登
記
の
滞
納
処
分
）
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て

い
る
。
し
か
も
東
日
本
が
二
〇
〇
三
年
を
ピ
ー
ク
と
し
て
件
数
と

金
額
が
大
き
い
。

こ
の
東
日
本
か
ら
青
森
県
と
北
東
北
（
青
森
、
岩
手
、
秋
田
）

を
抜
き
出
し
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
全
国
比
を
、
表
の
下
段
に
載
せ

て
い
る
が
、
こ
れ
ら
三
県
が
件
数
、
金
額
と
も
に
大
き
く
、
東
日

本
の
金
額
の
六
〜
七
割
を
占
め
て
お
り
、
処
分
に
踏
み
切
っ
て
い

る
県
で
あ
る
。
他
県
と
比
べ
て
次
章
の
加
藤
稿
の
表
３
、
４
に
よ

れ
ば
こ
の
三
県
は
徴
収
率
が
低
い
県
に
位
置
付
け
ら
れ
る
が
、
同

じ
水
準
の
県
も
多
く
あ
り
、
こ
の
三
県
が
滞
納
処
分
に
踏
み
切
ら

ざ
る
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
こ
と
も
推
測
さ
れ
る
。

さ
ら
に
言
え
ば
、
青
森
の
み
を
北
東
北
の
中
か
ら
抜
き
出
し
た

が
、
二
〇
〇
二
年
は
青
森
が
三
分
の
一
を
占
め
る
。
が
、
他
の
二

県
も
大
き
い
。
そ
し
て
全
体
と
し
て
処
分
の
効
果
も
あ
っ
た
の

か
、
〇
四
年
度
は
処
分
の
件
数
と
金
額
は
減
少
し
て
き
て
い
る

が
、
一
件
当
た
り
の
金
額
は
高
額
に
な
り
、
処
分
の
困
難
性
が
件

数
、
金
額
の
少
な
さ
に
結
果
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。

そ
の
意
味
で
、
賦
課
金
の
未
収
問
題
は
、
賦
課
金
の
徴
収
率
が

全
国
平
均
で
九
七
〜
九
八
％
の
高
さ
に
あ
る
も
の
の
、
そ
の
意
味

す
る
と
こ
ろ
は
重
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
次
章
の
加
藤
稿
で
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表３　賦課金の徴収様態

特別賦課金経常賦課金

徴収率土地改良区数徴収率土地改良区数

96.944.7％1,16498.148.9％2,035直接

97.531.4％81798.129.1％1,210直接・JA

97.313.8％36098.011.7％489直接・JA・その他機関

97.95.5％14298.34.7％195直接・その他機関

97.23.7％9798.44.3％177JA

9.90.9％2498.81.4％58その他機関

97.2100.0％2,60498.1100.0％4,164計

表２　区分別の滞納処分状況（金額は千円）
04年度市町村03年度市町村2002年度市町村

１件当たり金額件数１件当たり金額件数１件当たり金額件数地域
9931,986222722712272271北海道
12010,77790302,15772231,92785東日本
39912,383312939,37232681,35120西日本
－－－－－－－－－沖縄
20425,14612311211,756105333,505106計
－－－－－－－－－青森県
9145751461,0237824105

北東北
1.8％4.1％8.7％6.7％11.7％4.7％

04年度直接03年度直接2002年度直接
１件当たり金額件数１件当たり金額件数１件当たり金額件数地域

3641,45746932,77145631,1262北海道
528420,886797303494,8361,633259410,2741,584東日本
20027,93914041390,13921820127,175135西日本
－－－－－－－－－沖縄
479450,282941317587,7461,855255438,5751,721計
44941,790938280,804981101101,6601,013

青森県
9.3％9.9％13.7％52.9％23.2％58.9％

610327,222536263356,0521,355220294,6711,338
北東北

72.7％57.0％60.6％73.0％67.2％77.7％

は
、
そ
の
年
度
の
未

収
額
が
、
全
国
計
だ

と
、
経
常
賦
課
金
、

特
別
賦
課
金
の
合
計

で
、
二
〇
〇
五
年
は

四
二
億
八
千
万
円
と

な
っ
て
お
り
、
八
年

前
と
比
較
す
る
と
増

加
の
一
途
で
あ
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
て

い
る
。
だ
が
過
年
度

収
入
（
過
去
の
未
収

金
を
組
合
員
が
支
払

っ
た
分
）
が
二
三
億

六
千
万
円
あ
り
、
差

し
引
き
一
九
億
円
が

純
増
分
と
し
て
未
収

累
積
額
を
増
加
さ
せ

る
。
回
収
で
き
て
い

な
い
未
回
収
累
積
額

に
こ
の
額
が
上
乗
せ

に
な
る
と
み
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
な
お
累
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表４　滞納処分に対する市町村の対応

計全くしない対応しない案件による積極的

132353北海道

205109642012東日本

13766372410西日本

4718254沖縄

4021951295325
計

100.0％48.5％32.1％13.2％6.2％

表５　滞納処分が進まない理由

総計その他転売済要領知らず財産なし他抵当済心情的

19411283北海道

713176145795154217東日本

5159810585469226西日本

501346沖縄

129727925116151234492総計

100.0％21.5％1.9％8.9％11.6％18.0％37.9％計

積
し
て
い
る
未
回
収
額
は
調
査
対
象
に
な
っ
て
い
な
い
の

で
こ
の
時
点
で
は
不
明
で
あ
る
。

表
２
の
二
〇
〇
四
年
度
の
滞
納
処
分
額
四
億
八
千
万
円

（
市
町
村
処
分
と
土
地
改
良
区
直
接
処
分
の
合
計
）
は
、

累
積
額
に
対
し
て
は
ど
の
程
度
の
大
き
さ
か
は
分
か
ら
な

い
が
、
こ
れ
が
東
北
三
県
に
多
い
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。

た
だ
し
滞
納
処
分
に
は
、
差
押
え
・
登
記
と
不
動
産
の

公
売
処
分
の
両
方
が
含
ま
れ
る
が
、
こ
の
処
分
は
差
押
え

・
登
記
の
み
で
あ
る
。
こ
の
点
は
次
節
の
現
地
調
査
の
と

こ
ろ
で
明
ら
か
に
し
よ
う
。

ま
た
賦
課
金
の
徴
収
態
様
（
表
３
）
を
み
る
と
、
土
地

改
良
区
の
す
べ
て
直
接
徴
収
と
い
う
、
直
接
が
半
分
で
あ

る
が
、
他
の
組
み
合
わ
せ
の
徴
収
態
様
と
比
べ
て
、
特
に

徴
収
率
に
差
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
滞
納
処
分
に
対
す
る
市
町
村
の
対
応（
表
４
）は
、

ど
の
地
域
で
も
対
応
し
な
い
と
述
べ
て
お
り
、
土
地
改
良

区
が
自
ら
滞
納
処
分
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
な
っ
て
い

る
。さ

ら
に
対
象
処
分
が
進
ま
な
い
理
由
（
表
５
）
で
は
、

心
情
的
と
い
う
「
仲
間
意
識
が
強
く
心
情
的
に
処
分
で
き

な
い
」
が
ト
ッ
プ
で
あ
り
、
次
い
で
他
抵
当
済
み
と
い
う

「
差
し
押
さ
え
よ
う
と
す
る
財
産
に
は
す
で
に
抵
当
権
が

設
定
さ
れ
て
お
り
、
仮
に
執
行
に
か
か
っ
て
も
徴
収
で
き
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表６　未納の理由

特別賦課金経常賦課金

計沖縄西日本東日本北海道計沖縄西日本東日本北海道

21.5％56162522901320.9％869936947714意欲欠如

27.1％705202753872319.8％8262330946925負担加重

4.4％114262504.8％201210990受益なし

3.8％985573423.4％141586482運営不満

3.3％871533212.8％115164491換地不満

1.9％50262311.9％7838391事業反対

1.5％40171941.6％66130314転作

36.4％94915643543044.9％18681109773535無回答

100.0％2604351306118974100.0％4164422102193882

る
見
込
み
が
な
い
」
と
い
う
も
の
が
二
番
目
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
未
納
の
理
由
（
表
６
）
と
し
て
は
、
複
数
回
答
の
第
一

位
の
み
を
取
っ
た
が
、
経
常
、
特
別
の
違
い
は
見
ら
れ
ず
、
全
体

と
し
て
、
回
答
が
あ
っ
た
も
の
の
中
で
は
意
欲
欠
如
、
負
担
過
重

が
、
特
別
賦
課
金
の
場
合
は
、
負
担
過
重
の
方
が
よ
り
高
い
数
字

と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。
土
地
改
良
区
の
見
解
を
対
象
に
し
た
実

態
調
査
な
の
で
、
こ
れ
ら
は
土
地
改
良
区
の
見
方
を
示
し
た
も
の

だ
が
、
実
情
に
近
い
で
あ
ろ
う
。

２
、
青
森
県
下
の
大
規
模
土
地
改
良
区
に
お
け
る
回
収

の
実
際
と
難
し
さ

二
〇
〇
九
年
の
夏
に
調
査
を
実
施
し
た
西
津
軽
土
地
改
良
区
の

状
況
を
も
と
に
、
こ
の
問
題
を
検
討
し
よ
う
。
農
家
調
査
結
果
を

含
め
土
地
改
良
と
農
業
構
造
の
変
化
に
つ
い
て
の
分
析
は
、
早
稲

田
大
学
現
代
政
治
経
済
研
究
所
『
土
地
改
良
区
と
費
用
負
担
の
軽

減
の
あ
り
方
に
係
る
調
査
研
究
』（
二
〇
一
〇
年
三
月
一
〇
日
）
に

収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
主
と
し
て
未
収
の
賦
課
金
問
題

に
絞
っ
て
述
べ
て
お
こ
う
。

青
森
県
つ
が
る
市
は
津
軽
平
野
に
あ
り
、
全
域
で
低
湿
地
を
開

拓
す
る
こ
と
で
農
地
と
街
を
形
成
し
て
き
た
と
い
え
よ
う
。
戦
争

前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
国
営
か
ん
排
事
業
や
県
営
大
規
模
ほ
場
整

備
事
業
等
、
種
々
の
事
業
が
施
工
さ
れ
、
広
大
な
水
田
が
展
開
し

て
い
る
。
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二
〇
〇
九
年
時
の
つ
が
る
市
の
農
家
戸
数
は
四
、
六
五
七
戸
、

経
営
耕
地
面
積
は
一
四
、四
五
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
、う
ち
水
稲
が
八
、

二
一
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
約
六
割
を
占
め
、
米
と
水
田
転
作
が
行
わ

れ
て
い
る
。
日
本
海
の
海
岸
線
沿
い
に
は
屏
風
山
丘
陵
が
連
な
っ

て
、
砂
地
の
畑
で
は
メ
ロ
ン
や
ス
イ
カ
が
盛
ん
で
あ
る
。

こ
の
つ
が
る
市
の
水
田
を
主
た
る
対
象
に
し
た
西
津
軽
土
地
改

良
区
は
、
合
併
、
改
組
等
の
組
織
的
な
再
編
を
通
じ
て
、
今
日
、

日
本
で
も
有
数
な
大
規
模
土
地
改
良
区
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
の

土
地
改
良
区
は
、
木
造
町
、
森
田
町
、
柏
村
、
稲
垣
村
、
車
力
村

で
構
成
さ
れ
る
つ
が
る
市
と
、
五
所
川
原
市
の
一
部
、
鶴
田
町
の

一
部
を
範
囲
と
し
、
受
益
面
積
は
一
〇
、
二
七
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

組
合
員
数
は
五
、
九
二
一
人
で
あ
る
。
理
事
・
監
事
一
五
名
、
総

代
七
〇
名
、
職
員
三
七
名
を
擁
す
る
。

地
域
は
、
低
平
地
で
し
か
も
勾
配
の
ゆ
る
や
か
な
軟
弱
基
盤
が

多
く
、
自
然
排
水
が
困
難
な
地
域
を
抱
え
て
い
る
の
で
、
す
べ
て

機
械
排
水
と
し
て
、
一
〇
か
所
の
基
幹
排
水
路
に
は
国
営
か
ん
が

い
排
水
事
業
で
造
成
し
た
ポ
ン
プ
が
設
置
さ
れ
、
一
級
河
川
の
山

田
川
、
岩
木
川
に
強
制
排
水
し
、
湛
水
被
害
を
防
い
で
い
る
。
農

業
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
の
治
水
に
も
貢
献
し
て
い
る
の
で
あ

る
。①

滞
納
者
へ
の
差
押
え
と
対
象
農
地
の
公
売（
競
売
、入
札
等
）

の
実
施

こ
の
土
地
改
良
区
は
、
二
〜
三
年
前
か
ら
賦
課
金
の
滞
納
者
に

対
し
て
、
督
促
状
を
発
付
し
、
催
告
す
る
手
続
き
を
経
て
、
当
該

農
地
の
滞
納
処
分
と
し
て
、
差
押
え
・
登
記
を
本
格
的
に
実
行
し

は
じ
め
た
。
そ
の
前
に
も
事
例
的
に
は
あ
っ
た
が
、
本
格
的
に
は

数
年
前
か
ら
や
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
催
告
に
は

電
話
や
催
促
状
、
催
告
書
、
差
押
予
告
通
知
書
、
そ
の
他
の
文
書

催
告
、
種
々
あ
る
が
、
手
続
き
を
経
た
上
で
の
実
行
で
あ
る
。

ま
ず
市
町
村
に
対
し
て
徴
収
の
請
求
を
依
頼
し
、
市
町
村
が
地

方
税
の
滞
納
処
分
の
例
に
な
ら
っ
て
徴
収
す
れ
ば
よ
い
が
、
既
に

み
た
よ
う
に
市
町
村
が
滞
納
処
分
す
る
例
は
少
な
く
、
こ
の
土
地

改
良
区
も
自
ら
滞
納
処
分
に
取
り
組
ま
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。

従
来
の
督
促
だ
け
で
は
な
く
、
回
収
が
困
難
な
組
合
員
に
対
し

て
当
該
の
農
地
を
差
し
押
え
、
登
記
し
た
の
で
あ
る
。
財
産
調
査

を
経
て
差
押
え
の
対
象
を
定
め
た
の
だ
が
、
対
象
は
賦
課
さ
れ
て

い
る
農
地
し
か
な
い
。
そ
の
た
め
、
二
〇
〇
九
年
八
月
の
段
階
で

は
八
七
〇
件
の
登
記
を
行
っ
て
い
る
。
当
然
だ
が
県
知
事
に
対
す

る
滞
納
処
分
の
差
押
え
認
可
申
請
を
し
た
上
で
の
措
置
で
あ
る
。

だ
が
差
し
押
え
た
の
ち
も
、
当
該
組
合
員
の
耕
作
を
認
め
て
お

り
、
利
用
を
排
除
し
て
い
な
い
。
少
し
で
も
賦
課
金
の
支
払
い
を

し
て
も
ら
う
た
め
に
も
耕
作
を
認
め
る
の
で
あ
り
、
組
合
員
名
義

が
地
主
の
場
合
は
借
り
手
か
ら
の
小
作
料
収
入
を
確
保
す
る
た
め

に
も
、
耕
作
継
続
を
認
め
て
い
る
。

な
お
賦
課
金
徴
収
の
時
効
は
納
期
限
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
五

年
で
完
成
す
る
の
に
対
し
て
、
差
し
押
さ
え
れ
ば
時
効
が
中
断
す
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る
こ
と
に
な
る
。
な
お
催
促
状
の
発
付
は
納
期
限
後
六
〇
日
以
内

に
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
催
促
状
に
よ
る
時
効
中
断
は
一

回
だ
け
し
か
認
め
ら
れ
な
い
。
た
め
に
長
期
に
わ
た
っ
て
滞
納
し

て
い
る
事
例
に
は
差
押
え
の
手
法
を
使
わ
ざ
る
を
得
な
い
事
情
が

あ
る
。
な
お
自
主
的
な
一
部
納
付
や
誓
約
が
な
さ
れ
る
と
時
効
が

中
断
し
、
そ
の
翌
日
か
ら
再
び
時
効
が
始
ま
る
。

そ
の
上
で
同
地
区
改
良
区
は
二
〇
〇
八
年
に
一
〇
件
の
公
売

（
滞
納
処
分
と
し
て
の
換
価
処
分
）
に
踏
み
切
り
、
そ
の
う
ち
一

件
の
売
却
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
公
売
を
ア
ナ
ウ
ン
ス
し
て
以

来
、
公
売
に
至
ら
ず
直
接
に
本
人
同
士
の
相
対
の
売
買
の
成
立
を

見
た
も
の
も
一
件
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
残
り
は
一
部
納
入
が
あ
っ

た
の
で
公
売
を
止
め
て
い
る
。
こ
の
場
合
は
な
さ
れ
た
日
に
時
効

が
中
断
し
、
そ
の
翌
日
か
ら
再
び
時
効
が
始
ま
る
。

二
〇
〇
九
年
に
も
同
様
の
数
の
公
売
を
ア
ナ
ウ
ン
ス
し
、
一
件

は
成
立
、
六
件
は
一
部
納
付
、
あ
と
は
相
対
の
売
買
で
あ
っ
た
と

の
こ
と
で
あ
る
。
公
告
す
る
と
そ
れ
が
契
機
と
な
っ
て
、
一
部
で

も
納
付
が
あ
り
、
そ
う
し
た
効
果
も
期
待
し
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。
そ
の
公
売
対
象
の
農
地
は
、
長
期
の
滞
納
の
も
の
が
主
で
あ

る
が
、
滞
納
が
多
く
農
協
や
農
林
漁
業
金
融
公
庫
な
ど
、
抵
当
権

が
設
定
さ
れ
て
い
る
も
の
は
外
さ
ざ
る
を
得
ず
、
ま
た
あ
ま
り
に

も
狭
小
で
買
い
手
が
付
き
に
く
い
も
の
も
外
す
。
さ
ら
に
は
地
域

分
布
と
い
っ
た
い
ろ
い
ろ
な
配
慮
の
上
で
設
定
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
あ
り
、
あ
る
意
味
で
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
が
強
い
と
も
思
わ
れ

る
。公

売
（
最
低
価
格
は
一
八
万
円
と
し
た
）
で
は
一
〇
ア
ー
ル
当

た
り
二
五
〜
二
六
万
円
の
水
準
、
相
対
だ
と
二
七
〜
三
〇
万
円
の

水
準
と
も
い
わ
れ
、
通
常
の
価
格
が
三
〇
万
円
の
も
と
で
は
低
め

に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
公
売
の
前
に
関
係
者
同

士
の
売
買
の
対
応
も
な
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

な
お
い
ず
れ
も
こ
う
し
た
売
買
が
成
立
し
た
場
合
は
、
債
務
金

額
が
こ
れ
で
カ
バ
ー
さ
れ
な
け
れ
ば
、
土
地
改
良
区
は
未
回
収
の

債
務
を
未
納
欠
損
処
分
に
し
て
い
る
。
平
均
的
に
は
地
価
額
の
一

割
く
ら
い
は
欠
損
処
分
せ
ざ
る
を
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
う
し

た
シ
ス
テ
ム
の
も
と
で
の
買
い
手
に
は
、
残
債
務
の
継
承
を
求
め

る
が
、
滞
納
債
務
の
継
承
は
求
め
な
い
こ
と
を
約
束
し
て
い
る
。

農
地
売
買
で
も
債
務
全
額
を
カ
バ
ー
で
き
な
い
ケ
ー
ス
だ
が
、

あ
え
て
土
地
改
良
区
が
差
し
押
え
・
登
記
か
ら
公
売
に
踏
み
切
っ

た
の
は
、
滞
納
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
り
、
督
促
・
説
得
だ
け

で
は
回
収
で
き
な
い
状
況
に
陥
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。

し
か
し
全
国
の
土
地
改
良
区
に
そ
う
し
た
動
き
は
広
が
っ
て
い

ず
、
既
に
み
た
よ
う
に
未
回
収
の
賦
課
金
が
あ
る
が
滞
納
処
分
に

踏
み
切
る
土
地
改
良
区
は
少
な
い
。
多
く
の
土
地
改
良
区
は
従
来

の
積
立
金
を
取
り
崩
し
た
り
し
て
未
収
分
に
対
応
し
、
滞
納
が
解

消
さ
れ
る
の
を
待
っ
て
い
る
状
況
と
み
ら
れ
る
。

し
か
し
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
生
産
者
米
価
が
下
が
り
、
農
業
経
営

の
収
益
性
が
急
速
に
低
下
す
る
状
況
下
で
は
、
こ
の
よ
う
な
対
処
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方
式
で
債
務
の
履
行
を
求
め
ざ
る
を
得
な
い
土
地
改
良
区
が
広
が

る
こ
と
も
想
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

②
残
債
務
の
大
き
さ
と
土
地
改
良
区
の
財
政
に
占
め
る
賦
課
金

収
入西

津
軽
土
地
改
良
区
の
一
般
会
計
の
予
算
収
入
は
、
二
〇
〇
九

年
で
二
六
億
円
、
〇
八
年
で
三
二
億
円
だ
が
、
こ
の
う
ち
、
賦
課

金
収
入
は
〇
九
年
で
一
六
億
円
、
〇
八
年
も
一
六
億
円
と
な
っ
て

い
る
。
な
お
一
六
億
円
は
、
経
常
賦
課
金
と
特
別
賦
課
金
で
ほ
ぼ

八
億
円
ず
つ
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

し
か
し
現
時
点
で
の
土
地
改
良
区
の
借
入
額
は
六
二
億
八
九
〇

〇
万
円
あ
り
、
他
方
、
未
納
に
よ
る
累
積
債
務
（
土
地
改
良
区
か

ら
い
え
ば
累
積
債
権
で
あ
り
、
不
良
債
権
に
な
り
か
け
て
い
る
も

の
が
あ
る
と
い
う
こ
と
）
は
、
約
五
・
五
億
円
と
い
わ
れ
る
。
組

合
員
数
で
約
五
〇
〇
人
、
組
合
員
総
数
の
八
〜
九
％
だ
が
、
事
業

に
よ
る
同
一
人
の
ダ
ブ
り
も
あ
る
の
で
、
実
員
数
は
や
や
下
回
る

で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
多
い
し
、
額
も
大
き
い
。

組
合
員
の
平
均
受
益
面
積
は
一
・
七
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
こ
れ
に

五
〇
〇
人
を
乗
じ
る
と
八
六
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
こ
れ
で
五
・
五
億

円
を
割
れ
ば
一
〇
ア
ー
ル
当
た
り
六
・
三
万
円
に
な
る
。

し
か
し
二
ヶ
月
を
過
ぎ
て
滞
納
す
る
と
一
四
・
六
％
の
延
滞
利

子
率
が
か
か
り
、
し
か
も
毎
年
賦
課
金
が
請
求
さ
れ
る
の
で
、
雪

だ
る
ま
的
に
そ
の
額
が
増
え
ざ
る
を
得
な
い
。
長
年
の
滞
納
だ
と

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
農
地
を
売
却
し
て
も
そ
の
債
務
を
す
べ
て

は
消
せ
な
い
程
で
あ
る
。

だ
が
公
売
に
踏
み
切
っ
た
こ
と
は
地
域
に
衝
撃
を
与
え
、
過
去

の
未
納
分
を
納
め
る
動
き
が
出
て
き
た
。
〇
九
年
度
の
賦
課
金
収

入
は
予
定
よ
り
は
一
億
円
弱
の
不
足
で
あ
っ
た
。
し
か
し
八
千
万

円
強
の
過
年
度
の
納
入
が
別
途
あ
り
、
そ
の
結
果
、
実
質
上
、
当

該
年
度
の
賦
課
金
収
入
と
し
て
は
一
五
〇
〇
万
円
の
不
足
で
あ
っ

た
。
そ
の
た
め
こ
の
年
度
と
し
て
は
一
五
〇
〇
万
円
が
未
収
と
し

て
累
積
未
納
分
に
上
乗
せ
に
な
っ
て
い
る
。
今
ま
で
は
収
入
自
体

が
低
く
、
そ
の
た
め
当
該
年
の
収
入
不
足
が
五
千
万
円
、
毎
年
未

収
入
が
増
加
し
て
い
っ
た
の
と
比
べ
る
と
そ
の
ペ
ー
ス
は
落
ち
て

き
て
い
る
の
だ
が
、
累
積
債
務
は
依
然
と
し
て
増
え
て
い
る
の
で

あ
る
。
〇
八
年
度
で
は
、
未
収
金
の
合
計
が
一
・
二
億
円
あ
り
、

他
方
、
七
千
万
円
が
過
年
度
収
入
と
し
て
あ
っ
た
。
た
め
に
五
千

万
円
が
賦
課
金
未
収
入
で
あ
り
、
累
積
債
務
は
そ
の
分
、
増
加
し

た
こ
と
に
な
る
。

た
だ
し
そ
の
年
度
の
徴
収
率
そ
の
も
の
に
は
大
き
な
改
善
は
見

ら
れ
な
い
。
〇
九
年
度
は
一
般
賦
課
金
（
こ
の
土
地
改
良
区
で
は

経
常
費
や
維
持
管
理
費
だ
け
で
な
く
一
部
の
償
還
金
や
負
担
金
も

含
ま
れ
て
い
て
、
地
域
に
よ
る
差
が
一
〇
ア
ー
ル
四
〜
五
千
円
か

ら
八
千
円
、
さ
ら
に
は
一
万
円
近
い
幅
が
あ
る
）
は
九
三
・
六
八

％
、
特
別
賦
課
金
（
ほ
場
整
備
事
業
償
還
賦
課
金
）
は
一
〇
ア
ー

ル
約
一
万
円
前
後
で
九
二
・
五
七
％
で
あ
っ
た
が
、
前
年
と
比
べ

て
大
き
な
改
善
は
な
か
っ
た
。
〇
八
年
は
経
常
賦
課
金
は
九
三
・
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五
％
、
特
別
賦
課
金
は
九
二
・
七
五
％
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お

〇
七
年
は
そ
れ
ぞ
れ
九
三
・
五
六
％
、
九
二
・
四
七
％
だ
っ
た
。

依
然
と
し
て
そ
の
年
の
賦
課
金
を
お
さ
め
き
れ
な
い
農
家
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
な
お
未
収
率
（
そ
の
年
度
の
滞
納
額
を
賦

課
金
収
入
予
定
額
で
徐
し
た
も
の
）
は
〇
二
年
か
ら
〇
七
年
ま
で

一
・
六
、
一
・
九
、
二
・
八
、
四
・
一
、
四
・
七
、
七
・
〇
％
と

急
速
に
悪
化
し
、
〇
二
年
の
未
収
額
一
六
〇
〇
万
円
（
収
入
予
定

額
一
九
億
円
）
が
〇
七
年
で
は
一
億
二
千
万
円
（
一
七
億
円
）
に

な
っ
て
い
る
。

③
貸
借
関
係
と
賦
課
金
の
分
担

差
押
え
・
公
売
の
手
続
き
だ
け
を
考
え
る
と
、
土
地
改
良
区
組

合
員
と
し
て
は
土
地
所
有
者
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
い
う
考

え
が
出
て
く
る
。
借
地
人
が
耕
作
者
で
あ
り
そ
れ
が
組
合
員
だ

と
、
借
地
人
の
賦
課
金
未
納
は
借
地
人
の
所
有
財
産
に
か
け
ざ
る

を
得
な
い
の
で
、
地
主
所
有
の
対
象
農
地
を
差
し
押
さ
え
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
借
地
人
の
当
該
地
で
は
な
い
別
の
所
有
地
を
差
し

押
さ
え
る
こ
と
は
可
能
だ
が
、
抵
当
権
設
定
ず
み
の
こ
と
が
多
い

の
で
、
こ
れ
は
避
け
た
い
。

だ
が
現
実
は
つ
が
る
市
で
も
農
地
貸
借
が
進
ん
で
き
て
、
水
田

の
四
割
は
貸
借
関
係
に
入
っ
て
い
る
と
の
見
方
が
あ
る
。
六
千
人

の
組
合
員
の
う
ち
、
実
質
的
に
自
作
農
は
半
分
、
あ
と
は
何
ら
か

の
貸
借
関
係
に
あ
る
と
の
こ
と
、
し
か
し
土
地
改
良
区
と
し
て

は
、
貸
借
を
届
け
て
も
ら
わ
な
い
と
地
主
を
そ
の
ま
ま
組
合
員
に

し
て
い
る
。農
業
委
員
会
に
は
、改
良
区
に
貸
借
は
届
け
な
さ
い
、

組
合
員
資
格
得
喪
通
知
は
出
し
な
さ
い
と
、
伝
え
て
ほ
し
い
と
は

依
頼
し
て
あ
る
が
、
そ
の
ま
ま
の
ケ
ー
ス
が
多
い
。
貸
借
面
積
の

七
割
は
利
用
権
設
定
な
い
し
は
農
地
法
の
も
と
で
の
も
の
だ
が
、

そ
れ
で
も
土
地
改
良
区
に
届
け
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い
。

あ
く
ま
で
も
本
人
申
請
の
原
則
に
な
っ
て
お
り
、
農
業
委
員
会

か
ら
の
連
絡
は
来
な
い
。

ま
た
貸
し
付
け
て
い
る
は
ず
だ
が
、
県
外
に
い
る
組
合
員
も
実

質
八
九
人
お
り
、
そ
の
う
ち
一
割
く
ら
い
が
滞
納
者
で
あ
る
。

そ
し
て
実
際
の
負
担
は
、
一
般
賦
課
金
は
借
地
人
、
特
別
賦
課

金
は
地
主
と
い
う
形
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
事
例
が
あ
り
、
土
地
改

良
区
と
し
て
は
実
態
を
把
握
で
き
て
い
ず
、
土
地
改
良
法
上
の
耕

作
者
主
義
は
守
ら
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
公
売
を
考
え
る
と
名
義
は
地
主
組
合
員
の
方
が
望
ま
し

い
と
の
考
え
が
土
地
改
良
区
に
は
あ
り
、
こ
れ
に
は
、
有
益
費
の

問
題
以
上
に
、
債
権
管
理
の
考
え
が
強
く
反
映
し
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。

④

畑
作
を
主
と
す
る
土
地
改
良
区
の
事
例

東
北
で
の
畑
地
に
依
拠
す
る
土
地
改
良
区
の
事
例
を
紹
介
し
よ

う
。
受
益
地
は
一
〇
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下
、
組
合
員
は
八
〇
〇

名
弱
、
専
任
職
員
も
八
名
お
り
、
畑
地
灌
漑
を
メ
イ
ン
に
す
る
の

で
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
管
理
を
含
め
て
職
員
の
数
も
多
い
。

こ
こ
で
は
畑
地
の
土
地
改
良
区
に
共
通
す
る
が
、
経
常
賦
課
金
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（
一
〇
ア
ー
ル
当
た
り
一
万
円
）
の
徴
収
率
は
九
二
％
、
特
別
賦

課
金
は
一
〇
ア
ー
ル
八
千
円
弱
だ
が
徴
収
率
は
九
〇
％
と
低
い
。

野
菜
中
心
の
作
付
だ
が
、
後
継
者
不
足
で
徴
収
率
が
低
下
し
て
き

た
よ
う
だ
。
国
営
の
農
地
造
成
事
業
を
取
り
入
れ
た
の
で
、
地
元

負
担
は
七
・
五
％
で
あ
り
一
〇
ア
ー
ル
当
た
り
二
八
万
円
の
受
益

者
負
担
に
な
っ
て
い
る
。
平
準
化
事
業
を
入
れ
た
の
で
、
平
成
二

年
に
終
え
た
国
営
事
業
の
償
還
は
、
こ
の
さ
き
二
七
年
ま
で
の
長

期
償
還
と
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
の
土
地
改
良
区
は
徴
収
率
一
〇
〇
％
の
前
提
で
予
算
を
作

成
し
て
い
る
の
で
、
結
果
と
し
て
は
未
納
分
は
借
入
金
で
賄
う
形

と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
借
り
入
れ
累
積
残
高
は
一
・
三
億
円

ほ
ど
で
、
年
間
七
〇
〇
万
円
ず
つ
増
加
し
て
い
る
。

考
え
と
し
て
は
、
徴
収
率
に
合
わ
せ
て
予
算
を
組
み
、
借
入
金

を
避
け
る
方
向
が
あ
る
。
工
事
費
に
対
応
す
る
借
入
金
返
済
や
水

利
費
・
管
理
費
を
計
算
し
た
う
え
で
の
毎
年
の
集
め
る
べ
き
賦
課

金
を
調
停
額
と
い
う
が
、
こ
れ
は
当
初
の
予
定
ど
お
り
の
額
に
し

て
、
予
算
は
節
約
し
て
実
際
に
入
金
す
る
徴
収
額
に
あ
わ
せ
る
の

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
未
収
を
別
途
の
対
応
に
し
て
、
払
っ
て
く
れ

る
組
合
員
に
費
用
を
負
担
し
て
も
ら
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
う

し
た
形
で
当
面
の
困
難
を
回
避
し
よ
う
と
す
る
土
地
改
良
区
も
多

い
が
、
こ
れ
は
問
題
を
潜
在
化
さ
せ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

３
、
生
産
力
を
上
げ
る
こ
と
で
受
益
者
の
負
担
を
可
能

に
し
て
き
た
シ
ナ
リ
オ
の
蹉
跌

国
が
半
分
、
府
県
が
残
り
の
半
分
、
そ
し
て
最
後
に
農
民
と
い

う
受
益
者
が
残
り
の
四
分
の
一
を
負
担
す
る
仕
組
み
が
戦
前
か
ら

戦
後
に
か
け
て
、
特
に
大
規
模
な
土
地
改
良
事
業
に
適
用
さ
れ
て

き
た
。
そ
れ
も
土
地
生
産
性
の
上
昇
で
、
収
入
も
増
え
、
そ
の
結

果
、
土
地
改
良
区
を
通
じ
て
農
林
漁
業
金
融
公
庫
か
ら
借
り
入
れ

て
一
括
し
て
支
払
い
、
そ
の
後
に
農
民
は
そ
の
増
え
た
収
入
か
ら

借
り
入
れ
た
借
金
の
元
利
償
還
を
、
毎
年
の
特
別
賦
課
金
で
払
っ

て
き
た
。

当
然
に
払
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
想
定
し
た
仕
組
み
で
あ

り
、
そ
こ
で
は
賦
課
金
の
未
納
問
題
は
生
じ
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
単
収
が
上
が
り
、
売
上
高
が
増
え
て
、
大
小
の
経
営
規
模
に

関
わ
ら
ず
、
負
担
金
を
払
う
余
裕
は
で
き
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
が
労
働
生
産
性
の
土
地
改
良
が
主
に
な
り
つ
つ
あ
る
と

き
、
そ
の
成
果
が
大
規
模
経
営
で
は
利
益
の
発
生
を
も
た
ら
し
、

賦
課
金
の
負
担
問
題
は
小
さ
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
規
模
が

小
さ
い
と
必
ず
し
も
利
益
を
発
生
さ
せ
な
い
。
労
働
生
産
性
向
上

の
た
め
の
土
地
改
良
、
大
型
機
械
が
効
率
的
に
動
け
る
よ
う
な
大

型
圃
場
の
形
成
な
ど
は
、
小
規
模
経
営
に
向
か
な
い
か
ら
で
あ

る
。こ

う
し
た
事
業
費
に
対
す
る
負
担
力
の
低
下
に
対
し
て
、
四
分

制度疲労の土地改良制度と費用回収の難しさ������������������
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の
一
の
受
益
者
負
担
に
、
市
町
村
自
治
体
に
よ
る
負
担
を
導
入
し

て
、
農
民
負
担
を
下
げ
よ
う
と
し
た
。
さ
ら
に
土
地
改
良
事
業
を

実
施
し
た
以
降
、
農
地
の
流
動
化
・
大
規
模
経
営
の
族
生
を
期
待

し
、
一
定
の
農
地
集
積
率
を
目
標
と
し
て
、
そ
れ
に
成
功
す
れ
ば

受
益
者
負
担
を
減
ら
す
仕
組
み
を
導
入
し
て
き
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
受
益
者
負
担
は
相
当
に
削
減
さ
れ
て
き
た
。

さ
ら
に
は
土
地
改
良
区
の
借
入
金
の
利
子
を
限
り
な
く
減
ら
す

た
め
に
無
利
子
の
貸
付
け
の
仕
組
み
と
か
、
実
に
様
々
な
事
業
を

仕
組
ん
で
き
た
。
総
合
償
還
対
策
事
業
な
ど
、
そ
の
大
き
な
も
の

で
あ
り
、
そ
の
詳
細
は
、
東
山
氏
の
章
で
述
べ
て
あ
る
。

だ
が
、
生
産
者
米
価
の
急
激
な
落
ち
込
み
や
転
作
率
の
増
加
な

ど
、
総
じ
て
農
業
の
収
益
性
が
低
下
す
る
中
で
、
水
利
費
や
管
理

費
の
経
常
賦
課
金
や
農
家
か
ら
見
た
借
入
債
務
の
一
つ
で
あ
る
特

別
賦
課
金
の
納
入
が
困
難
に
な
っ
て
き
た
農
家
が
増
え
て
い
る
、

と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
地
主
組
合
員
に
と
っ
て
は
小
作
料
の
低

下
も
大
き
い
。
ま
た
税
の
滞
納
や
他
の
借
入
金
の
返
済
滞
納
も
起

き
て
い
る
。

だ
が
、
今
ま
で
は
公
売
な
ど
、
農
民
の
生
産
手
段
で
あ
る
農
地

を
、
土
地
改
良
区
へ
の
債
務
の
肩
代
わ
り
に
差
し
押
さ
え
を
含

め
、
公
売
に
か
け
る
こ
と
は
ま
れ
で
あ
っ
た
。

従
来
の
仕
組
み
か
ら
い
え
ば
、
事
業
費
を
主
と
す
る
特
別
賦
課

金
は
全
員
が
予
定
通
り
払
う
こ
と
が
で
き
る
の
が
、
土
地
改
良
事

業
制
度
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
。
土
地
改
良

の
工
事
の
性
格
か
ら
み
て
、
関
係
者
全
員
の
農
地
を
事
業
対
象
に

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
か
ら
、
土
地
改
良
法
で
は
、
賛
成
者
が
三

分
の
二
以
上
で
あ
れ
ば
、
残
り
の
反
対
者
も
強
制
加
入
さ
せ
る
仕

組
み
を
も
っ
て
い
る
。
利
益
が
生
じ
る
の
で
、
反
対
者
も
支
払
い

可
能
と
す
る
考
え
方
で
あ
る
。

銀
行
や
企
業
は
滞
納
や
倒
産
を
想
定
し
て
貸
倒
引
当
金
を
コ
ス

ト
と
し
て
積
む
仕
組
み
が
あ
る
。
準
備
し
て
対
応
す
る
こ
と
を
想

定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

だ
が
、
非
課
税
団
体
の
土
地
改
良
区
の
会
計
制
度
に
は
そ
れ
が

な
い
。
税
に
な
ら
っ
て
滞
納
処
分
を
と
る
仕
組
み
は
あ
る
が
、
発

動
さ
せ
る
準
備
を
想
定
し
て
い
ず
、
ま
た
そ
の
必
要
も
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。
だ
か
ら
い
わ
ば
想
定
外
の
状
況
下
に
今
は
あ
る
と
い

え
よ
う
。

制
度
疲
労
の
感
が
あ
る
今
の
制
度
を
、
負
担
の
あ
り
方
や
合
意

形
成
、
さ
ら
に
は
会
計
制
度
も
含
め
て
抜
本
的
に
再
設
計
す
る
時

期
に
あ
る
こ
と
を
強
調
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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１
、
は
じ
め
に

土
地
改
良
区
は
基
盤
整
備
、
事
業
費
の
償
還
業
務
の
み
な
ら

ず
、
水
利
施
設
等
の
維
持
管
理
を
も
担
っ
て
お
り
、
農
業
生
産
、

農
業
経
営
に
お
い
て
果
た
す
役
割
は
重
要
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
近

年
、
土
地
改
良
区
の
運
営
を
支
え
る
賦
課
金
未
収
の
問
題
が
顕
在

化
し
て
き
た
。
米
価
下
落
な
ど
の
要
因
に
よ
っ
て
農
業
経
営
が
厳

し
く
な
っ
て
い
る
中
、
賦
課
金
負
担
は
相
対
的
に
重
く
な
っ
て
い

る
が
、
賦
課
金
の
未
収
は
事
業
に
関
わ
る
償
還
や
稲
作
に
必
要
不

可
欠
な
水
利
に
支
障
を
き
た
す
だ
け
で
な
く
、
土
地
改
良
区
の
運

営
や
そ
も
そ
も
そ
の
存
在
自
体
を
危
う
く
し
か
ね
な
い
。
ま
た
こ

の
こ
と
は
、
単
に
一
土
地
改
良
区
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
例
え

ば
土
地
改
良
区
の
合
併
時
の
障
害
に
な
る
な
ど
の
問
題
に
も
つ
な

が
っ
て
い
く
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
土
地
改
良
区
の
賦
課
金
未
収
の

実
態
に
つ
い
て
確
認
し
た
上
で
、
そ
の
対
応
に
つ
い
て
検
討
す
る

こ
と
と
し
た
い
。

２
、
賦
課
金
徴
収
の
全
体
像

①
調
査
の
概
要
と
用
語
の
定
義

ま
ず
賦
課
金
徴
収
の
全
体
像
を
統
計
か
ら
明
ら
か
に
し
て
い
き

た
い
。
こ
こ
で
デ
ー
タ
と
し
て
使
用
す
る
の
は
、
全
国
土
地
改
良

事
業
団
体
連
合
会
に
よ
る
「
土
地
改
良
区
運
営
実
態
調
査
」
の
結

果
で
あ
る
。
同
調
査
は
二
〇
〇
五
年
三
月
三
一
日
（
二
〇
〇
四
年

度
末
）
現
在
に
存
在
す
る
全
六
、
一
〇
三
土
地
改
良
区
に
対
し
て

調
査
を
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
統
計
処
理
に
耐
え
う
る
回
答
を
し

た
の
は
四
、
五
九
〇
土
地
改
良
区
（
七
五
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
）
で

あ
り
、
し
た
が
っ
て
本
稿
で
検
討
す
る
の
は
こ
の
四
、
五
九
〇
土

地
改
良
区
の
デ
ー
タ
で
あ
る
。

こ
の
調
査
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
賦
課
金
は
経
常
賦
課
金
と
特
別

賦
課
金
の
二
種
類
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
分
け
方
は
一
般
的
で
あ

る
と
い
え
よ
う
が
、
当
然
、
こ
れ
ら
の
扱
い
は
土
地
改
良
区
に
よ

っ
て
微
妙
に
違
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

土
地
改
良
区
全
国
調
査
に
み
る

賦
課
金
の
未
収
状
況
と
そ
の
課
題

早
稲
田
大
学
平
山
郁
夫
記
念
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
研
究
助
手

加
藤

基
樹

農村と都市をむすぶ２０１０．１０ ������������������������
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同
調
査
の
定
義
に
お
い
て
経
常
賦
課
金
は
「
土
地
改
良
区
の
恒

常
的
経
費
（
運
営
事
務
費
、
役
員
報
酬
、
職
員
人
件
費
、
維
持
管

理
費
等
）に
充
て
る
た
め
の
賦
課
金
」、特
別
賦
課
金
は「
工
事
費
、

国
営
負
担
金
、
県
営
分
担
金
、
公
庫
資
金
償
還
金
等
に
充
て
る
た

め
の
賦
課
金
」
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
複
数
の
土
地
改
良
区

か
ら
の
聞
き
取
り
調
査
に
よ
れ
ば
、
実
際
に
は
経
常
賦
課
金
に
は

一
部
の
水
利
施
設
の
償
還
金
が
含
ま
れ
て
い
る
例
も
見
ら
れ
、
特

に
経
常
賦
課
金
を
「
水
利
費
」、特
別
賦
課
金
を
「
工
事
費
」
と
し

て
認
識
し
て
い
る
地
域
に
お
い
て
は
こ
の
傾
向
は
強
い
。
し
た
が

っ
て
、
す
べ
て
の
土
地
改
良
区
が
厳
密
に
こ
の
調
査
の
定
義
に
従

っ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
全
体
的
傾
向
を
み

る
た
め
に
は
誤
差
の
範
囲
で
あ
る
と
理
解
し
て
こ
の
デ
ー
タ
を
使

用
す
る
こ
と
に
す
る
。

ま
た
、
徴
収
率
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
次
の
式
に
し
た
が
う
。

実
際
の
徴
収
額

／

賦
課
金
の
調
定
額

こ
こ
で
分
母
と
な
る
調
定
額
と
は
行
政
用
語
で
あ
る
が
、「
賦
課

金
収
入
に
よ
っ
て
必
要
な
予
算
額
」
と
考
え
ら
れ
る
�
。

な
お
、
単
位
面
積
当
た
り
の
賦
課
金
額
は
、
一
つ
の
土
地
改
良

区
の
中
で
も
地
域
に
よ
っ
て
違
う
場
合
が
む
し
ろ
多
く
細
か
い
計

算
が
必
要
に
な
る
が
、
原
則
と
し
て
こ
の
調
定
額
を
「
対
象
と
な

る
面
積
」
で
除
す
こ
と
に
よ
っ
て
算
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

②
土
地
改
良
区
の
概
要

同
調
査
に
回
答
し

た
四
、
五
九
〇
土
地

改
良
区
の
概
要
を
四

地
域
に
分
け
て
ま
と

め
る
と
表
１
、
表
２

と
な
る
。
表
１
に
よ

れ
ば
、
北
海
道
に
お

い
て
一
土
地
改
良
区

あ
た
り
の
平
均
賦
課

面
積
、
財
政
規
模
が

と
も
に
他
の
地
域
よ

り
も
格
段
に
大
き

く
、
こ
の
こ
と
は
一

般
的
に
指
摘
さ
れ
る

北
海
道
農
業
や
そ
の

土
地
改
良
区
の
特
色

と
一
致
し
て
い
る
。

ま
た
、
西
日
本
よ

り
も
東
日
本
の
規
模

が
大
き
い
こ
と
が
わ

か
る
。
面
積
と
組
合

員
数
は
そ
れ
ほ
ど
大

表１ 調査に回答した土地改良区の概要
（面積：�、財政規模：千円）

（資料：全国土地改良事業団体連合会「土地改良区運営実態調査」［２００５］より筆者作成）
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き
な
差
で
な
い
と
い
え
る

が
、
財
政
規
模
が
二
倍
近

く
違
っ
て
お
り
、
こ
れ
は

東
日
本
で
は
事
業
に
よ
る

工
事
費
償
還
金
が
西
日
本

の
そ
れ
よ
り
も
多
く
含
ま

れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
と

思
わ
れ
る
。

こ
の
地
域
分
け
に
お
い

て
沖
縄
県
を
独
立
さ
せ
て

い
る
の
は
、
表
２
か
ら
わ

か
る
よ
う
に
畑
作
が
中
心

で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
い

る
。
こ
の
こ
と
は
賦
課
金

の
徴
収
率
に
明
ら
か
な
特

徴
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て

お
り
次
項
で
検
討
す
る
。

表
３
と
表
４
は
同
調
査

か
ら
都
道
府
県
別
の
経
常

賦
課
金
と
特
別
賦
課
金
の

徴
収
率
を
集
計
し
た
も
の

で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば

全
国
平
均
で
経
常
賦
課
金
徴
収
率
は
九
八
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
特

別
賦
課
金
は
九
七
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
と
あ
り
、
一
見
、
非
常
に
高

い
レ
ベ
ル
に
あ
る
と
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

後
で
述
べ
る
よ
う
に
高
い
レ
ベ
ル
に
お
け
る
わ
ず
か
数
パ
ー
セ
ン

ト
の
差
で
あ
っ
て
も
こ
れ
が
大
き
な
金
額
を
表
し
て
お
り
、
そ
れ

故
に
同
表
に
見
ら
れ
る
都
道
府
県
間
の
わ
ず
か
な
差
に
も
注
視
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

改
め
て
同
表
を
み
る
と
、
沖
縄
県
は
前
記
の
よ
う
に
突
出
し
て

徴
収
率
が
低
い
た
め
に
、
分
類
上
西
日
本
に
含
め
る
こ
と
が
適
当

で
な
い
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
全
体
的
に
表
３
と
表

４
の
順
位
に
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
差
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
も
わ
か

る
。
つ
ま
り
、
経
常
賦
課
金
の
徴
収
率
が
高
い
都
道
府
県
は
特
別

賦
課
金
の
徴
収
率
も
高
い
よ
う
に
み
え
る
が
、
実
際
に
都
道
府
県

別
に
み
た
経
常
賦
課
金
徴
収
率
と
特
別
賦
課
金
徴
収
率
の
相
関
係

数
は
〇
・
九
八
で
非
常
に
強
い
正
の
相
関
を
示
し
て
い
る
。
ま
た

地
域
的
に
見
た
場
合
、
あ
え
て
い
え
ば
、
東
北
地
方
と
九
州
地
方

の
徴
収
率
が
低
い
と
も
い
え
る
が
、
必
ず
し
も
そ
う
な
っ
て
お
ら

ず
、
全
体
と
し
て
法
則
性
を
見
い
だ
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

③
賦
課
金
の
徴
収
状
況
に
つ
い
て

で
は
、
賦
課
金
の
徴
収
率
の
現
状
に
つ
い
て
一
九
九
七
年
、
二

〇
〇
一
年
の
調
査
結
果
と
合
わ
せ
て
そ
の
推
移
と
も
に
み
て
い
こ

う
。
表
５
は
地
域
別
の
賦
課
金
徴
収
率
を
表
し
て
い
る
が
、
経
常

賦
課
金
・
特
別
賦
課
金
と
も
に
沖
縄
県
の
徴
収
率
が
明
ら
か
に
下

表２ 農業地帯別土地改良区数

資料：全国土地改良事業団体連合会「土地改良区運営実態調査」［２００５］より筆者作成。
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表４ 都道府県別特別
賦課金徴収率

表３ 都道府県別経常
賦課金徴収率

（資料：全国土地改良事業団体連合会「土地改良区運営実態調査」［２００５］より筆者作成）
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落
し
て
き
て
お
り
、
経
常
賦
課
金
は
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
割
り
込

む
レ
ベ
ル
、
特
別
賦
課
金
は
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
迫
る
レ
ベ
ル
に

あ
る
。
後
で
見
る
よ
う
に
畑
作
地
域
で
徴
収
率
が
低
く
な
る
傾
向

に
あ
る
が
、
沖
縄
県
は
表
２
で
見
た
よ
う
に
畑
作
中
心
で
あ
る
こ

と
が
原
因
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
東
日
本
・
西
日
本
よ
り
も
北
海
道
の
徴
収
率
が
高
い
。

こ
れ
は
北
海
道
に
お
い
て
農
協
の
組
合
員
勘
定
の
制
度
が
確
立
し

て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
徴
収
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
も
の
と
考

え
ら
れ
よ
う
。
た
だ
し
、
聞
き
取
り
に
よ
れ
ば
道
内
で
あ
っ
て
も

道
南
地
域
の
徴
収
率
は
下
が
っ
て
き
て
お
り
、
現
状
の
農
業
経
営

の
な
か
で
「
払
え
な
い
も
の
は
払
え
な
い
」
と
い
う
状
況
に
き
て

い
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
る
。

そ
し
て
徴
収
率
の
傾
向
と
し
て
は
、
そ
の
北
海
道
を
除
い
て
全

体
と
し
て
下
落
傾
向
に
あ
る
。
こ
れ
は
米
価
に
代
表
さ
れ
る
農
産

物
価
格
の
低
下
が
農
家
経
営
を
圧
迫
し
て
、
そ
の
こ
と
が
賦
課
金

の
徴
収
率
に
表
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

表
６
は
賦
課
金
未
収
金
額
の
推
移
で
あ
る
。
二
〇
〇
五
年
調
査

で
回
答
の
あ
っ
た
四
、
五
九
〇
土
地
改
良
区
の
経
常
賦
課
金
未
収

合
計
額
は
一
五
億
五
九
〇
〇
万
円
、
特
別
賦
課
金
未
収
合
計
額
は

二
七
億
一
、
九
〇
〇
万
円
の
計
四
二
億
七
、
八
〇
〇
万
円
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
九
九
七
年
、
二
〇
〇
一
年
よ
り

も
大
幅
に
増
加
し
た
金
額
で
あ
る
。

ま
た
、
同
表
に
よ
れ
ば
、
一
九
九
七
年
調
査
で
は
二
九
億
五
、

表５ 賦課金徴収率の推移
（単位：パーセント）

（資料：全国土地改良事業団体連合会「土地改良区運営実態調査」［１９９７］［２００１］［２００５］より筆者作成）

表６ 賦課金未収額の推移
（単位：千円）

（資料：全国土地改良事業団体連合会「土地改良区運営実態調査」［１９９７］［２００１］［２００５］より筆者作成）
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四
〇
〇
万
円
の
過
年
度
収
入
が
あ
り
、
こ
れ
を
未
収
額
二
九
億
円

か
ら
引
く
と
五
、
三
〇
〇
万
円
の
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
お
り
こ
れ

は
す
な
わ
ち
剰
余
が
出
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
一

九
九
七
年
調
査
で
は
未
収
分
を
過
年
度
収
入
で
カ
バ
ー
で
き
て
い

た
の
で
あ
る
が
、
二
〇
〇
五
年
は
過
年
度
収
入
を
考
慮
し
て
も
全

体
で
一
九
億
円
以
上
の
未
収
額
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と

が
土
地
改
良
区
の
健
全
な
財
政
運
営
を
阻
害
し
て
い
る
と
指
摘
で

き
る
の
で
あ
り
、
全
国
平
均
で
九
七
か
ら
九
八
パ
ー
セ
ン
ト
と
い

う
徴
収
率
を
高
い
レ
ベ
ル
で
あ
る
と
し
て
も
看
過
で
き
な
い
状
況

に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
未
収
金
額
に
つ
い
て
表
７
か
ら
地
域
別
に
見
る
と
、
未
収

が
あ
る
と
回
答
し
た
一
土
地
改
良
区
あ
た
り
の
未
収
金
額
は
、
経

常
賦
課
金
、
特
別
賦
課
金
と
も
に
西
日
本
を
除
い
て
増
加
傾
向
に

あ
る
。

そ
し
て
、
表
８
は
各
調
査
年
別
に
経
常
賦
課
金
と
特
別
賦
課
金

の
相
関
係
数
を
算
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
い
ず

れ
も
強
い
正
の
相
関
が
見
ら
れ
、
経
常
賦
課
金
の
徴
収
率
が
高
い

土
地
改
良
区
は
特
別
賦
課
金
の
徴
収
率
も
高
く
、
経
常
賦
課
金
の

徴
収
率
が
低
い
土
地
改
良
区
は
特
別
賦
課
金
の
徴
収
率
も
低
い
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
一
般
的
な
見
解
と
も
一
致

し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

４
、
徴
収
率
の
内
容
分
析

表７ 平均未収額の推移（回答のあった１土地改良区あたり）
（単位：千円）

（資料：全国土地改良事業団体連合会「土地改良区運営実態調査」［１９９７］［２００１］［２００５］より筆者作成）

表８ 経常賦課金と特別賦課金の徴収率の相関係数

（資料：全国土地改良事業団体連合会「土地改良区運営実態
調査」［１９９７］［２００１］［２００５］より筆者作成）
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で
は
徴
収
率
の
内
容
に
つ
い
て
分
析
し
て
み
よ
う
。

経
常
賦
課
金
の
全
体
徴
収
率
は
九
八
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
特
別

賦
課
金
の
そ
れ
は
九
七
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
表

９
か
ら
表
１２
に
お
い
て
平
均
以
下
の
経
常
賦
課
金
は
九
八
パ
ー
セ

ン
ト
未
満
、
特
別
賦
課
金
は
九
七
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
に
網
掛
け
を

し
て
あ
る
。

①
経
常
賦
課
金
の
徴
収
率

表
９
か
ら
経
常
賦
課
金
の
徴
収
状
況
を
農
業
地
帯
・
主
体
事
業

別
に
見
る
と
、
北
海
道
は
全
体
と
し
て
高
く
、
沖
縄
は
全
体
と
し

て
低
い
こ
と
が
わ
か
り
こ
れ
は
前
項
で
の
検
討
結
果
の
通
り
で
あ

る
が
、
農
業
地
帯
別
に
は
、
沖
縄
を
除
い
て
水
田
地
帯
は
高
め
で

あ
り
、
主
体
事
業
別
で
は
西
日
本
の
工
事
業
務
の
改
良
区
は
高

め
、
償
還
業
務
の
改
良
区
で
は
や
や
低
め
と
い
う
こ
と
が
い
え

る
。
こ
こ
で
水
田
が
高
め
と
い
う
の
は
畑
作
と
比
べ
て
相
対
的
に

高
い
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
絶
対
的
に
高
い
わ
け
で
は
な
い
。
表

１０
か
ら
経
常
賦
課
金
の
徴
収
状
況
を
農
業
地
帯
・
農
業
地
域
別
に

見
る
と
、
や
は
り
畑
地
と
沖
縄
で
低
い
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
加

え
て
中
間
地
域
で
低
め
に
な
っ
て
い
る
。

②
特
別
賦
課
金
の
徴
収
率

同
様
に
、
特
別
賦
課
金
の
徴
収
状
況
を
農
業
地
帯
・
主
体
事
業

別
に
見
る
と
（
表
１１
）、沖
縄
や
畑
地
で
低
い
の
は
共
通
し
て
い
る

が
、
全
国
的
に
管
理
業
務
中
心
の
改
良
区
で
低
め
に
な
っ
て
お

り
、
こ
れ
は
北
海
道
で
も
み
ら
れ
る
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
、
表
１２

か
ら
特
別
賦
課
金
の
徴
収
状
況
を
農
業
地
帯
・
農
業
地
域
別
に
見

る
と
、
中
間
地
域
で
低
め
で
あ
る
こ
と
が
特
徴
と
し
て
あ
げ
ら
れ

る
。中

間
地
域
で
賦
課
金
の
徴
収
率
が
低
い
の
は
相
対
的
に
条
件
が

悪
い
か
ら
で
、
さ
ら
に
条
件
の
悪
い
山
間
地
域
で
は
そ
も
そ
も
賦

課
金
額
の
大
き
い
土
地
改
良
区
が
成
立
し
て
い
な
い
か
ら
で
は
な

い
か
と
い
う
推
測
も
成
り
立
つ
だ
ろ
う
。

③
土
地
改
良
区
設
立
年
代
別
の
徴
収
率

表
１３
、
表
１４
は
土
地
改
良
区
の
設
立
年
代
順
に
み
た
も
の
で
あ

る
。
こ
こ
で
も
表
９
以
下
と
同
じ
基
準
で
、
平
均
以
下
の
経
常
賦

課
金
は
九
八
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
、
特
別
賦
課
金
は
九
七
パ
ー
セ
ン

ト
未
満
に
網
掛
け
を
す
る
と
、
経
常
賦
課
金
・
特
別
賦
課
金
と
も

昭
和
五
〇
、
六
〇
年
代
に
設
立
さ
れ
た
改
良
区
の
徴
収
率
が
低
い

こ
と
が
わ
か
り
、
こ
の
点
は
大
変
興
味
深
い
。

昭
和
四
〇
年
代
以
前
に
設
立
さ
れ
た
改
良
区
で
は
、
す
で
に
大

き
な
償
還
が
終
わ
っ
て
い
る
の
で
負
担
自
体
が
少
な
い
の
か
も
し

れ
な
い
が
、
施
設
・
設
備
の
更
新
に
よ
る
負
担
が
必
要
に
な
っ
て

い
る
可
能
性
も
あ
り
、
こ
の
点
は
さ
ら
に
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
平
成
に
入
っ
て
か
ら
設
立
さ
れ
た
土
地
改
良
区
の
賦
課

金
も
北
海
道
を
除
い
て
や
や
低
め
だ
が
、
特
別
賦
課
金
よ
り
も
経

常
賦
課
金
の
徴
収
率
の
方
が
低
い
。
こ
の
こ
と
は
平
成
以
後
に
設

立
さ
れ
た
改
良
区
で
は
、
米
価
水
準
な
ど
を
考
慮
し
た
慎
重
な
事

業
実
施
に
よ
っ
て
特
別
賦
課
金
の
徴
収
率
が
や
や
高
め
と
な
っ
て

土地改良区全国調査にみる賦課金の未収状況とその課題 ��������������
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表９ 経常賦課金徴収率（農業地帯・主体事業別）
（単位：パーセント）

資料：全国土地改良事業団体連合会「土地改良区運営実態調査」［２００５］より筆者作成）

表１０ 経常賦課金徴収率（農業地帯・農業地域別）
（単位：パーセント）

資料：全国土地改良事業団体連合会「土地改良区運営実態調査」［２００５］より筆者作成）
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い
る
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、
平
成
に
入
っ
て
か
ら
も

土
地
改
良
区
の
合
併
が
進
ん
だ
が
、
新
設
合
併
の
形
態
を
取
り
、

し
か
も
こ
の
と
き
に
未
収
金
を
処
理
し
た
ケ
ー
ス
な
ど
も
想
定
で

き
る
。
こ
の
点
の
確
認
も
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

５
、
未
収
に
対
す
る
土
地
改
良
区
の
対
応

賦
課
金
の
未
収
状
況
は
見
て
き
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
当
然
の

こ
と
な
が
ら
こ
の
よ
う
な
賦
課
金
未
収
は
土
地
改
良
区
の
運
営
に

大
き
な
負
の
影
響
を
与
え
る
。
そ
し
て
、
土
地
改
良
区
側
も
徴
収

率
を
上
げ
る
べ
く
様
々
な
努
力
を
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ

れ
で
も
未
収
の
問
題
が
少
な
く
と
も
統
計
上
は
解
決
で
き
て
い
な

い
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
悪
化
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

聞
き
取
り
に
よ
れ
ば
、
賦
課
金
を
納
め
な
い
と
い
う
の
は
、
納

め
た
く
て
も
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
と
、
納
め
る
こ
と
は

で
き
る
は
ず
だ
が
い
わ
ば
確
信
犯
的
に
納
め
な
い
場
合
の
大
き
く

二
通
り
に
分
類
さ
れ
る
と
い
う
。
前
者
は
米
に
代
表
さ
れ
る
農
産

物
価
格
の
低
下
な
ど
の
要
因
に
よ
っ
て
農
業
経
営
が
厳
し
く
、
納

め
た
く
て
も
納
め
ら
れ
な
い
こ
と
が
多
く
、
同
時
に
他
方
面
へ
の

借
金
が
あ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
ま
た
後
者
は
基
盤
整
備
事
業

に
そ
も
そ
も
反
対
で
あ
っ
た
と
か
、
換
地
等
に
不
満
が
あ
る
の
で

賦
課
金
を
納
め
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
�
。

こ
れ
に
対
し
て
土
地
改
良
区
の
対
応
と
い
う
の
は
ど
の
よ
う
な

も
の
で
あ
ろ
う
か
。
多
く
の
土
地
改
良
区
の
賦
課
金
徴
収
方
法

表１１ 特別賦課金徴収率（農業地帯・主体事業別）
（単位：パーセント）

（資料：全国土地改良事業団体連合会「土地改良区運営実態調査」［２００５］より筆者作成）
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は
、
通
知
と
納
付
書
を
郵
送
し
て
納
付
し
て
も
ら
う
か
、
Ｊ
Ａ
や

地
元
の
団
体
、
徴
収
員
に
依
頼
し
て
徴
収
し
て
も
ら
う
か
の
い
ず

れ
か
で
あ
る
場
合
が
多
い
。
し
か
し
ど
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
こ

れ
ま
で
土
地
改
良
区
は
未
収
に
対
し
て
あ
ま
り
敏
感
で
な
く
、
積

極
的
に
督
促
さ
え
し
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

未
収
問
題
が
顕
在
化
し
て
き
た
今
日
、
未
収
対
策
と
し
て
土
地

改
良
区
で
は
、
ま
ず
対
象
者
に
対
し
て
電
話
や
訪
問
に
よ
っ
て
催

促
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
土
地
改
良
区
に
よ
っ
て
は
専
門
の
セ
ク

シ
ョ
ン
を
設
置
す
る
と
こ
ろ
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ

に
よ
っ
て
あ
る
程
度
の
徴
収
率
向
上
は
も
た
ら
さ
れ
る
が
、
根
本

的
解
決
に
な
っ
て
い
な
い
の
は
見
て
き
た
通
り
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
あ
る
土
地
改
良
区
か
ら
の
聞
き
取
り
に
よ

れ
ば
、
土
地
改
良
区
は
も
っ
と
歩
い
て
（
訪
問
し
て
）
徴
収
率
を

上
げ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
理
事
や
組
合
員
の
声
が
多
い
。
他

方
で
、
土
地
改
良
区
職
員
が
集
金
に
歩
い
て
回
る
と
、
土
地
改
良

区
職
員
が
「
集
金
人
」
に
な
っ
て
し
ま
い
、
次
年
度
以
降
、
職
員

が
来
る
ま
で
納
め
な
く
な
る
の
で
得
策
で
は
な
い
と
の
指
摘
も
あ

る
。も

っ
と
も
効
果
的
で
あ
る
の
は
、
土
地
改
良
区
が
土
地
改
良
法

に
基
づ
い
て
滞
納
処
分
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
定
の
手

続
き
を
経
た
上
で
、
土
地
改
良
区
が
「
地
方
税
の
滞
納
処
分
の

例
」
�
（
土
地
改
良
法
第
三
九
条
五
）
に
よ
り
賦
課
金
滞
納
者
の

財
産
を
差
し
押
さ
え
、
ま
た
、
公
売
に
か
け
る
こ
と
を
可
能
に
し

表１２ 特別賦課金徴収率（農業地帯・農業地域別）
（単位：パーセント）

資料：全国土地改良事業団体連合会「土地改良区運営実態調査」［２００５］より筆者作成）
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表１３ 経常賦課金徴収率（農業地帯・設立年代別）
（単位：パーセント）

（資料：全国土地改良事業団体連合会「土地改良区運営実態調査」［２００５］より筆者作成）

表１４ 特別賦課金徴収率（農業地帯・設立年代別）
（単位：パーセント）

（資料：全国土地改良事業団体連合会「土地改良区運営実態調査」［２００５］より筆者作成）
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て
い
る
�
。
実
際
に
青
森
県
で
は
県
知
事
の
認
可
を
へ
て
差
し
押

さ
え
や
公
売
に
至
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
滞
納
を
抑
止
す
る

力
と
し
て
作
用
し
て
い
る
。
枝
川
鶴
田
土
地
改
良
区
で
は
、
同
事

務
局
長
の
就
任
か
ら
二
年
間
で
、
賦
課
金
の
徴
収
率
が
九
一
・
四

パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
九
四
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
へ
と
上
昇
し
て
い
る
。

全
国
的
に
都
道
府
県
知
事
が
認
可
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
か
は

確
認
で
き
て
い
な
い
が
、
技
術
的
に
は
こ
の
滞
納
整
理
と
い
う
手

段
に
よ
っ
て
徴
収
率
を
上
げ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
い
え
る
だ

ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
よ
う
な
手
段
を
と
る
こ
と
は
、
土
地
改
良

区
の
側
に
と
っ
て
も
、
滞
納
者
側
に
と
っ
て
も
決
し
て
気
持
ち
の

よ
い
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
述
べ
た
よ
う
に
未
収
が
積
み
重

な
る
こ
と
で
土
地
改
良
区
の
運
営
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
は
組
合

員
全
体
の
不
利
益
に
な
る
。
賦
課
金
の
納
付
と
い
う
ル
ー
ル
を
守

っ
て
い
る
人
が
損
を
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
こ
の
よ
う

な
事
態
を
さ
け
る
こ
と
こ
そ
が
土
地
改
良
区
に
求
め
ら
れ
て
い
る

と
い
え
る
だ
ろ
う
。

注�

も
ち
ろ
ん
、
調
査
に
お
い
て
厳
密
に
こ
の
定
義
を
適
用
し
て
い
な
い

土
地
改
良
区
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

�

こ
の
ほ
か
、
相
続
等
で
農
地
の
所
有
権
が
地
域
外
の
非
農
家
に
移
動

し
た
場
合
、
賦
課
金
の
徴
収
が
難
し
く
な
る
傾
向
も
確
か
に
見
ら
れ
る

と
い
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
議
論
が
必
要
で
あ
り
別
稿
に
譲

る
。

�
「
市
町
村
が
第
三
項
の
請
求
を
受
け
た
日
か
ら
三
十
日
以
内
に
そ
の
処

分
に
着
手
せ
ず
、
又
は
九
十
日
以
内
に
こ
れ
を
終
了
し
な
い
場
合
に

は
、
理
事
は
、
地
方
税
の
滞
納
処
分
の
例
に
よ
り
、
都
道
府
県
知
事
の

認
可
を
受
け
て
、
そ
の
処
分
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
」

�

滞
納
整
理
に
つ
い
て
は
、
青
森
県
枝
川
鶴
田
土
地
改
良
区
の
事
務
局

長

三
上
純
一
氏
か
ら
詳
細
な
説
明
を
受
け
た
。
ま
た
同
氏
作
成
の
研

修
資
料
「
滞
納
整
理
の
実
務
」
も
参
考
に
し
て
い
る
。
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１
、
財
政
に
振
り
回
さ
れ
た
農
業
の
公
共
事
業

日
本
の
公
共
事
業
は
八
〇
年
代
後
半
の
日
米
構
造
協
議
後
、「
公

共
投
資
基
本
計
画
」
が
出
さ
れ
、
内
需
拡
大
の
た
め
四
三
〇
兆
円

に
上
る
公
共
事
業
を
一
〇
年
間
で
行
う
と
し
た
こ
と
か
ら
、
大
き

く
変
わ
っ
て
い
る
。
九
〇
年
代
か
ら
の
公
共
事
業
の
予
算
と
農
業

農
村
整
備
事
業
の
推
移
を
見
る
と
（
表
１
）、一
般
の
公
共
事
業
予

算
は
八
九
年
度
八
兆
円
を
超
え
、
九
三
年
度
に
は
一
五
兆
円
に
、

以
後
二
〇
〇
〇
年
ま
で
一
〇
兆
円
を
超
え
る
規
模
と
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
九
七
年
財
政
構
造
改
革
が
叫
ば
れ
、
縮
減
が
本
格

化
す
る
の
は
二
〇
〇
二
年
の
小
泉
内
閣
の
「
骨
太
方
針
」
以
後
の

こ
と
で
、
〇
六
年
に
終
わ
る
「
三
位
一
体
改
革
」
で
、
よ
り
一
層

の
見
直
し
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

農
業
の
公
共
事
業
も
ま
た
、
九
〇
年
代
か
ら
の
経
過
を
見
る
と

財
政
事
情
に
振
り
回
さ
れ
た
二
〇
年
の
感
が
あ
る
。
農
業
の
公
共

事
業
の
始
ま
り
は
九
一
年
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
の
農
業
生
産
基
盤

整
備
事
業
は
、
開
拓
、
干
拓
、
用
排
水
、
圃
場
整
備
な
ど
、
農
業

生
産
性
向
上
に
結
び
つ
く
施
設
整
備
中
心
の
事
業
で
あ
っ
た
の

が
、
こ
の
年
に
農
村
の
生
活
基
盤
整
備
と
水
利
施
設
の
維
持
管
理

・
農
地
等
の
防
災
保
全
の
事
業
を
入
れ
て
「
農
業
農
村
整
備
事

業
」
と
し
て
発
足
し
て
い
る
。
新
た
な
事
業
の
発
足
と
と
も
に
、

農
業
の
公
共
事
業
は
地
方
債
が
充
当
さ
れ
る
適
債
事
業
と
さ
れ
、

地
方
債
と
地
方
財
政
措
置
と
の
関
係
が
深
く
な
る
。
そ
れ
ま
で
の

公
共
事
業
は
国
の
補
助
事
業
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
が
、
八
〇
年

代
か
ら
続
い
た
補
助
金
の
整
理
合
理
化
が
こ
の
時
期
結
論
が
出

て
、
農
業
の
場
合
、
事
業
費
の
二
分
の
一
を
超
え
る
補
助
金
に
つ

い
て
は
国
直
轄
事
業
・
公
団
事
業
に
つ
い
て
は
一
〇
％
カ
ッ
ト
、

一
般
補
助
事
業
は
五
％
削
減
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
、
他
方
、
受

益
者
負
担
へ
の
考
慮
も
さ
れ
、
事
業
費
負
担
に
か
か
わ
る
県
・
市

町
村
・
受
益
者
の
各
段
階
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
も
出
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
、
地
方
自
治
体
等
の
事
業
受
け
入
れ
の
態
勢
が
出
来
上
が

っ
た
。

ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
な
っ
た
農
業
の
公
共
事
業

元
立
教
大
学
教
授

石
原

健
二

農村と都市をむすぶ２０１０．１０ ������������������������
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表１　農業農村整備事業と公共事業 （単位億円：％）

0908070605040302012000979590年度

5,7726,6866,7447,2857,7718,4148,7749,93312,68313,48817,20410,263農業農村整備事業（A）

67,35173,96073,96077,77080,69489,74483,931100,61699,694115,890106,267149,22574,447公　共　事　業　（B）

8.69.09.19.49.69.410.59.912.510.912.711.513.8　　　A／Ｂ　　（％）

注）09年度以外は補正後
資料「国の予算」より

表２　農業農村整備事業の推移
090807060504022000979590
87.585.6※6      85.866.167.166.778.597.3108.0133.8672,961〈農業生産基盤整備〉
133.3158.0140.9143.8139.5131.0152.4145.6141.7175.0137,117１.国営かん排
－－83.086.487.390.0115.0125.7125.2141.113,225２.水資源開発公団
47.554.348.641.643.550.153.974.198.7155.073,312３.補助かん排
48.757.456.260.264.168.6※1      81.390.7119.0135.1132,735４.圃場整備
15.920.219.713.512.411.08.756.759.960.472,481５.諸土地改良
66.984.381.186.889.486.5128.1164.0146.7202.059,741６.畑地帯総合
14.410.710.416.920.118.920.457.668.293.7114,620７.農地再編開発
－－－82.985.589.7102.4127.6139.8150.4※2 19,326８.農地整備公団
12.413.737.960.878.0100.0132.4179.9122.4251.7256,004〈農村整備〉
17.122.522.326.538.452.666.199.0109.8148.5136,550１.農道整備
40.052.160.667.3135.7200.6365.5498.1505.2677.931,098２.農業集落排水
2.93.14.711.417.922.335.563.1104.2147.182,636３.農村総合整備
53.873.667.584.1103.6117.6139.2166.3141.8352.9※3 48,203４.中山間総合整備

151.1236.3※4  7,184５.農村地域環境整備
170.1167.8121.5142.889.2100.0※5 22,445６.農村振興整備

－－－130.2127.9121.9128.1155.3134.3176.498,233〈農用地等保全管理〉
－－116.2129.6126.9119.7126.5150.8134.3184.684,820１.農地防災等

221.0222.6178.1186.4188.4190.4196.9260.4158.6127.97,213２.土地改良設備管理
78.574.8102.0115.8130.25,740３.その他

577,220667,736674,497728,585777,136825,089993,3331,268,3191,348,8421,718,3221,027,199合　計（百万円）
56.165.065.670.975.680.396.7123.4131.3167.2100.0

資料．「国の予算」より。９０年は単位１００万円、９５年以後は９０年を１００とした指数。
注※１．経営体育成基盤整備に変更
※２．緑資源公団に変更
※３．９３年度から事業の発足（金額は発足時のもの）
※４．９４年度からの事業（同上）
※５．２０００年度から発足（同上）
※６．０７、０８年度は農道整備は農業生産基盤整備事業に移る。農免道路を含む。

適
債
事
業
の
適
用
は
、
独
自
財
源
の
少

な
い
都
道
府
県
・
市
町
村
に
と
っ
て
渡
り

に
船
だ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
補
助
金
中
心

の
事
業
で
は
、
た
と
え
ば
、
国
営
事
業
の

場
合
の
負
担
軽
減
措
置
で
も
地
方
交
付
税

の
基
準
財
政
需
要
の
単
位
費
用
に
軽
減
措

置
を
算
入
し
て
い
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
そ

れ
が
九
一
年
か
ら
農
業
生
産
基
盤
整
備
事

業
で
は
、
市
町
村
の
負
担
部
分
二
〇
％
に

つ
い
て
、
そ
の
負
担
額
の
二
〇
％
を
本
来

分
の
地
方
債
で
充
当
し
、
七
五
％
は
財
源

対
策
債
で
充
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し

か
も
本
来
分
の
元
利
償
還
金
の
三
〇
％
は

地
方
交
付
税
に
算
入
さ
れ
、
財
源
対
策
債

分
の
元
利
償
還
の
八
〇
％
は
地
方
交
付
税

に
算
入
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
九

四
年
に
は
本
来
分
の
充
当
率
を
一
〇
％
引

き
上
げ
三
〇
％
に
、
九
五
年
に
は
財
源
対

策
債
分
を
六
五
％
に
し
、
充
当
率
を
九
五

％
に
し
て
い
る
。
公
共
事
業
は
国
債
に
よ

る
こ
と
な
く
地
方
債
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
る

こ
と
と
な
る
。
農
業
の
公
共
事
業
の
目
玉

と
な
っ
た
農
道
整
備
事
業
や
農
業
集
落
排

���������������� ストックマネジメントとなった農業の公共事業
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水
事
業
は
本
来
分
が
な
く
財
源
対
策
債
を
九
五
％
充
当
し
、
元
利

償
還
の
地
方
交
付
税
へ
の
繰
り
入
れ
も
八
〇
％
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
底
な
し
の
財
政
依
存
の
公
共
事
業
は
到
底
長
く
は

続
か
な
い
。
内
需
拡
大
も
輸
出
主
導
型
の
経
済
運
営
の
な
か
で
見

直
し
の
声
が
上
が
り
、
九
七
年
、
不
況
の
下
で
財
政
構
造
改
革
が

行
な
わ
れ
、
減
税
と
と
も
に
、
地
方
交
付
税
の
減
収
、
通
常
収
支

の
不
足
も
生
じ
る
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
、
二
〇
〇
〇
年
ま
で
は

公
共
事
業
の
縮
小
ま
で
に
は
及
ば
ず
、
財
源
は
交
付
税
特
別
会
計

の
借
り
入
れ
で
対
処
し
、
減
税
補
填
債
に
つ
い
て
は
赤
字
地
方
債

で
し
の
い
で
い
る
。
だ
が
、
二
〇
〇
一
年
に
は
交
付
税
特
別
会
計

へ
の
借
入
残
高
が
四
二
・
五
兆
円
と
な
り
、
地
方
交
付
税
へ
の
算

入
を
カ
ッ
ト
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
二
〇
〇
二
年
の
骨
太
方
針
以

後
は
、
本
来
分
の
充
当
率
は
三
〇
％
、
財
源
対
策
債
は
六
〇
％
以

内
、
本
来
分
の
元
利
償
還
の
地
方
交
付
税
へ
の
算
入
も
ダ
ム
の
五

〇
％
を
除
い
て
廃
止
し
、
財
源
対
策
債
の
場
合
も
算
入
は
五
〇
％

と
大
幅
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
農
業
の
公

共
事
業
は
都
道
府
県
・
市
町
村
に
と
っ
て
負
担
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。
つ
づ
い
て
二
〇
〇
四
年
か
ら
の
「
三
位
一
体
改
革
」
で
は
、

国
税
か
ら
地
方
税
へ
の
移
譲
が
課
題
と
さ
れ
た
も
の
の
、
三
年
間

か
け
て
行
わ
れ
た
結
果
は
国
庫
補
助
金
四
兆
六
六
六
一
億
円
の
廃

止
、
税
源
移
譲
は
三
兆
円
、
地
方
交
付
税
の
〇
五
年
の
出
口
ベ
ー

ス
七
兆
七
〇
〇
〇
億
円
、
地
方
財
政
計
画
で
五
兆
円
の
減
と
な
っ

た
。
都
道
府
県
・
市
町
村
に
と
っ
て
財
政
逼
迫
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。
農
業
の
公
共
事
業
で
は
地
方
交
付
税
へ
の
算
入
に
際
し
て
、

事
業
費
補
正
や
投
資
的
補
正
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
二
〇
〇
三
年

ご
ろ
か
ら
都
道
府
県
や
市
町
村
の
負
担
増
を
反
映
し
、
元
利
償
還

分
の
事
業
費
補
正
が
膨
ら
ん
で
き
て
い
る
。

農
業
の
公
共
事
業
は
適
債
事
業
と
な
っ
て
か
ら
急
激
に
事
業
を

伸
ば
し
て
き
た
が
、
地
方
財
政
の
逼
迫
と
と
も
に
事
業
の
縮
小
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
る

２
、
土
地
改
良
法
の
改
正
と
土
地
改
良
長
期
計
画

�

施
設
管
理
中
心
の
事
業
へ
―
土
地
改
良
法
の
改
正

財
政
逼
迫
と
と
も
に
農
業
農
村
整
備
事
業
の
見
直
し
が
行
わ
れ

る
。
一
九
九
九
年
の
食
料
農
業
農
村
基
本
法
の
制
定
に
よ
っ
て
、

新
た
な
政
策
の
枠
組
み
が
作
ら
れ
た
が
、
土
地
改
良
法
に
つ
い
て

も
見
直
し
が
さ
れ
、
農
業
農
村
整
備
事
業
も
新
た
な
展
開
が
図
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
。
一
般
の
公
共
事
業
に
対
す
る
反
省
は
環
境
ア

セ
ス
メ
ン
ト
、
費
用
対
効
果
に
関
す
る
も
の
が
強
く
出
さ
れ
て
い

た
が
、
〇
二
年
に
施
行
さ
れ
た
改
正
土
地
改
良
法
は
新
た
な
基
本

法
の
二
四
条
で
「
環
境
と
の
調
和
に
配
慮
」
す
る
こ
と
を
明
記
し

て
い
る
こ
と
を
根
拠
と
し
て
、
公
共
事
業
一
般
の
批
判
に
答
え
よ

う
と
し
て
い
た
。
し
か
し
、
土
地
改
良
法
改
正
の
背
景
は
、
一
つ

は
財
政
問
題
で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
は
こ
れ
ま
で
の
「
施
設
設
備

の
整
備
の
事
業
」
が
一
段
落
と
し
た
こ
と
に
あ
っ
た
。

財
政
問
題
で
は
、
経
済
財
政
諮
問
会
議
が
「
今
後
の
経
済
財
政
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運
営
お
よ
び
経
済
社
会
の
構
造
改
革
に
関
す
る
基
本
方
針
」（
骨
太

方
針
）
に
示
し
た
公
共
事
業
へ
の
効
率
性
・
透
明
性
へ
の
対
応
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。
後
者
の
一
段
落
と
は
「
土
地
改
良
施
設
に
よ

り
造
成
さ
れ
た
施
設
は
農
業
水
利
施
設
だ
け
で
二
二
兆
円
と
試
算

さ
れ
、
特
に
農
業
水
路
は
全
国
の
平
野
や
山
間
平
地
の
農
地
と
集

落
を
潤
す
水
循
環
系
を
形
作
っ
て
お
り
、
そ
の
距
離
は
基
幹
的
水

路
だ
け
で
も
約
四
万
�
に
及
び
、
二
一
世
紀
に
お
い
て
食
料
の
安

定
供
給
、
農
業
の
発
展
を
図
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
そ
の
適
切
な

管
理
更
新
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。」
と
の
認
識
で
あ
る
（
農
村

振
興
局
中
島
整
備
部
長
「
農
業
土
木
学
会
誌
」
七
〇
巻
五
号
ｐ
５

〜
８
）。農
業
生
産
基
盤
の
整
備
は
一
定
の
水
準
に
達
し
、
施
設
管

理
の
時
代
に
入
っ
た
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
れ
が
大
き
な
転
換
点

に
な
っ
て
い
る
。

農
水
省
に
よ
れ
ば
、
水
田
の
整
備
状
況
は
三
〇
ａ
程
度
の
区
画

整
理
済
み
の
田
は
〇
四
年
に
五
九
％
に
達
し
、
一
�
以
上
の
区
画

整
理
済
み
地
は
一
七
万
六
千
�
、
六
・
八
％
と
な
っ
て
い
て
あ
わ

せ
て
六
六
・
％
を
超
え
て
い
る
。
残
さ
れ
た
要
整
備
地
域
は
中
山

間
地
の
み
と
な
る
。
法
改
正
の
背
景
で
も
う
ひ
と
つ
加
わ
っ
て
い

る
の
は
、
農
村
社
会
の
変
貌
、
施
設
の
管
理
を
事
業
の
中
心
と
す

る
時
代
に
あ
っ
て
、
農
家
の
み
な
ら
ず
地
域
全
体
の
理
解
と
協
力

が
必
要
な
時
代
と
な
っ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

法
改
正
の
内
容
は
事
業
実
施
に
あ
た
っ
て
環
境
と
の
調
和
を
強

調
し
て
い
る
が
、
実
際
の
事
業
関
連
の
柱
は
次
の
よ
う
な
も
の
で

あ
る
。

①
事
業
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
市
町
村
長
の
「
意
見
の
聴
取
」

を
「
協
議
」
に
改
め
、
地
域
の
意
向
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
。
②
国

県
営
事
業
に
つ
い
て
は
計
画
概
要
を
広
告
・
縦
覧
し
、
意
見
書
の

提
出
が
出
来
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
③
土
地
改
良
施
設
の
管
理
に

当
た
っ
て
、
利
益
を
受
け
て
い
る
住
民
か
ら
の
費
用
徴
収
を
行
う

た
め
知
事
認
可
に
先
立
っ
て
住
民
の
意
見
聴
取
を
行
う
こ
と
が
出

来
る
。
④
土
地
改
良
区
が
地
区
外
の
担
い
手
に
対
し
、
規
模
縮
小

農
家
の
農
地
を
集
積
し
、
直
接
取
得
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
⑤
土

地
改
良
施
設
の
更
新
に
あ
た
っ
て
土
地
改
良
区
が
申
請
で
き
る
こ

と
と
す
る
。
⑥
国
県
営
事
業
の
廃
止
が
で
き
る
、
と
い
う
も
の
で

あ
る
。

土
地
改
良
法
は
生
産
基
盤
・
施
設
の
整
備
か
ら
施
設
の
管
理
に

大
き
く
舵
を
切
っ
た
の
で
あ
る
。

�

投
資
計
画
を
な
く
し
た
土
地
改
良
長
期
計
画

土
地
改
良
法
の
改
正
に
伴
い
、
同
法
に
基
づ
い
て
策
定
さ
れ
て

い
た
土
地
改
良
長
期
計
画
は
こ
れ
ま
で
の
一
〇
年
計
画
か
ら
〇
三

年
か
ら
七
年
ま
で
の
五
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る
計
画
と
し
て
、

〇
三
年
一
〇
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
て
い
る
。新
た
な
計
画
で
は「
い

の
ち
」「
循
環
」「
共
生
」
の
視
点
に
立
っ
て
、
従
来
の
事
業
費
を
内

容
と
し
た
計
画
か
ら
「
達
成
さ
れ
る
成
果
」
に
重
点
を
置
い
た
計

画
と
し
て
い
る
が
、
主
要
な
事
業
の
目
指
す
成
果
と
事
業
量
は
次

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
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①
農
用
地
総
合
整
備
事
業

ア
、
意
欲
と
能
力
の
あ
る
経
営
体
の
育
成
と
し
て
、
農
業
生
産

基
盤
整
備
地
区
で
経
営
体
へ
の
集
積
率
を
二
〇
ポ
イ
ン
ト
以

上
向
上
さ
せ
る
。
そ
の
た
め
一
万
�
の
農
地
整
備
を
行
う
。

イ
、
総
合
的
な
食
料
基
盤
の
強
化
と
し
て
、
水
稲
と
畑
作
物
の

作
付
け
を
可
能
に
す
る
基
盤
整
備
の
実
施
に
よ
り
耕
地
利
用

率
を
一
〇
％
以
上
向
上
さ
せ
る
。
こ
の
た
め
六
・
九
万
�
の

水
田
の
汎
用
化
を
は
か
る
。

ウ
、
循
環
型
社
会
の
構
築
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
家
畜

排
泄
物
の
堆
肥
化
を
年
間
二
八
〇
万
ト
ン
に
増
や
し
、
農
業

集
落
排
水
汚
泥
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
を
一
〇
％
引
き
上
げ
九
四

〇
地
区
に
す
る
。

エ
、
自
然
と
農
業
生
産
が
調
和
し
た
豊
か
な
田
園
自
然
環
境
の

創
造
と
し
て
一
七
〇
〇
〇
地
区
の
実
現
に
着
手
す
る
。

オ
、
個
性
あ
る
美
し
い
村
作
り
と
し
て
、
汚
水
処
理
人
口
普
及

率
を
一
〇
％
引
き
上
げ
八
六
・
六
％
と
し
、
農
業
集
落
排
水

処
理
人
口
普
及
率
を
五
二
％
へ
（
施
設
の
整
備
一
六
〇
〇
地

区
で
実
施
）。

②
基
幹
農
業
用
用
排
水
施
設
整
備
事
業

安
定
的
な
用
水
供
給
機
能
等
の
確
保
と
し
て
、
延
べ
二
五
〇
万

�
の
農
地
に
対
す
る
安
定
的
な
用
水
供
給
機
能
お
よ
び
排
水
条
件

を
確
保
す
る
。

新
た
な
土
地
改
良
長
期
計
画
は
第
一
期
を
〇
七
年
に
終
え
た

が
、
従
来
の
土
地
改
良
長
期
計
画
と
比
べ
投
資
計
画
が
な
い
た

め
、
進
捗
の
度
合
い
は
測
れ
ず
、
成
果
が
は
っ
き
り
せ
ず
、
単
な

る
作
文
と
な
っ
て
い
る
。
国
の
経
済
社
会
発
展
計
画
等
で
投
資
計

画
が
示
さ
れ
な
く
な
っ
た
の
は
、
八
〇
年
代
後
半
、
宮
沢
内
閣
の

と
き
か
ら
で
、
政
策
の
不
透
明
さ
を
象
徴
す
る
も
の
と
な
っ
た
。

公
共
事
業
は
こ
れ
ま
で
道
路
整
備
計
画
を
は
じ
め
そ
れ
ぞ
れ
の
長

期
計
画
で
投
資
計
画
を
明
ら
か
に
し
て
い
た
が
、
特
定
財
源
問
題

を
含
め
困
難
と
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
土
地
改
良
事

業
長
期
計
画
の
急
変
は
驚
き
の
内
容
で
も
あ
っ
た
。
事
業
の
質
的

な
変
化
は
明
ら
か
で
あ
る
。

第
二
期
の
土
地
改
良
長
期
計
画
は
〇
八
年
か
ら
一
二
年
ま
で
の

期
間
で
現
在
実
施
に
入
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
〇
五
年
に
策
定
さ

れ
た
食
料
農
業
農
村
基
本
計
画
に
基
づ
き
、「
自
給
率
向
上
に
向
け

た
食
料
供
給
力
の
強
化
」「
田
園
環
境
の
再
生
・
創
造
」「
農
村
協
働

動
力
」
の
三
つ
の
視
点
か
ら
事
業
を
進
め
る
と
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

の
目
指
す
べ
き
成
果
と
事
業
量
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

①
自
給
率
向
上
に
向
け
た
食
料
供
給
力
の
強
化

ア
、
経
営
体
の
育
成
と
質
の
高
い
農
地
利
用
集
積
を
行
な
い
、

農
地
の
利
用
集
積
率
を
七
割
以
上
に
引
き
上
げ
、
新
た
に
農

業
生
産
法
人
を
一
三
〇
設
立
。
こ
の
た
め
七
・
五
万
�
の
畑

地
に
お
い
て
区
画
整
理
、
農
業
用
用
排
水
施
設
の
整
備
を
行

う
。
ま
た
、
農
業
経
営
基
盤
強
化
の
た
め
、
三
・
七
万
�
の

畑
地
で
農
業
用
用
排
水
施
設
の
整
備
を
実
施
す
る
。
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３１



イ
、
す
で
に
整
備
さ
れ
て
い
る
施
設
の
安
定
的
な
用
水
供
給
機

能
を
二
九
〇
万
�
確
保
し
、
約
一
・
五
万
�
の
農
業
用
排
水

路
と
約
一
六
〇
〇
箇
所
の
施
設
の
機
能
診
断
を
実
施
す
る
。

ウ
、
農
用
地
の
確
保
と
有
効
利
用
に
よ
っ
て
耕
地
利
用
率
を
一

〇
五
％
以
上
に
向
上
さ
せ
、
五
万
�
の
水
田
で
汎
用
化
を
実

施
す
る
。
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
と
優
良
農
地
の
確
保
の

た
め
、
二
〇
〇
万
�
の
農
用
地
で
、
農
地
・
農
業
用
排
水
等

の
保
全
管
理
に
か
か
わ
る
協
定
に
基
づ
く
地
域
共
同
活
動
で

保
全
管
理
を
は
か
る
。

②
田
園
環
境
の
再
生
・
創
造
と
共
生
・
循
環
を
活
か
し
た
農
村

づ
く
り

田
園
環
境
の
創
造
地
区
を
一
七
〇
〇
地
区
。
こ
の
う
ち
生
物

多
様
性
に
配
慮
し
た
生
態
系
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
八
三
〇
地
区

を
目
指
す
。

農
村
生
活
環
境
の
向
上
と
し
て
農
業
集
落
排
水
汚
泥
の
リ
サ

イ
ク
ル
率
を
七
〇
％
に
、
汚
水
処
理
人
口
普
及
率
を
九
三

％
、
農
業
集
落
排
水
処
理
人
口
四
〇
〇
万
を
目
標
と
す
る
。

③
農
村
協
働
力
を
生
か
し
、
集
落
等
の
地
域
共
同
活
動
を
通
じ

た
農
地
・
農
業
用
水
等
の
適
切
な
管
理
。

目
指
す
成
果
は
集
落
等
の
協
定
に
基
づ
く
地
域
共
同
活
動
の

地
域
数
を
三
万
と
し
、
参
加
者
を
二
二
〇
万
人
・
団
体
で
、

約
二
〇
〇
万
�
の
農
地
の
適
切
な
管
理
を
行
う
。

第
二
期
の
長
期
五
カ
年
計
画
は
、
第
一
期
に
比
較
し
、
事
業
量

を
減
ら
し
、
村
づ
く
り
、
協
働
体
の
形
成
な
ど
集
落
機
能
を
活
用

し
、
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
一
方
で
企
業
の
農

業
参
入
を
認
め
、
他
方
で
崩
れ
つ
つ
あ
る
集
落
機
能
に
寄
り
か
か

る
な
ど
、
安
上
が
り
の
保
全
管
理
を
求
め
て
い
る
。
都
市
部
は
も

と
よ
り
、
農
業
地
帯
や
中
山
間
地
域
に
お
い
て
も
集
落
機
能
が
崩

れ
つ
つ
あ
る
と
き
、
農
業
生
産
基
盤
の
保
全
管
理
は
本
当
に
確
保

で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
米
政
策
が
終
焉
を
迎
え
る
な
か
、
水
田
か

ら
の
撤
退
が
進
行
し
て
い
る
が
、
水
田
の
汎
用
化
を
長
期
計
画
で

掲
げ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
継
続
性
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
出
て

は
消
え
て
い
く
水
田
の
汎
用
化
事
業
は
長
期
計
画
と
本
当
に
な
る

の
だ
ろ
う
か
。

３
、
農
業
農
村
整
備
事
業
の
変
容

農
業
の
公
共
事
業
は
九
一
年
以
来
農
業
農
村
整
備
事
業
と
し
て

行
わ
れ
て
い
る
。
す
で
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
九
〇
年
代
後
半
か

ら
は
財
政
逼
迫
の
な
か
、
二
〇
〇
〇
年
に
入
っ
て
土
地
改
良
法
の

改
正
や
ら
土
地
改
良
長
期
計
画
の
変
更
ま
で
し
て
事
業
と
し
て
の

生
き
残
り
を
か
け
て
い
る
。

表
２
を
見
て
み
よ
う
。
九
〇
年
度
以
後
の
事
業
費
の
推
移
は
、

最
も
膨
ら
ん
だ
の
は
Ｕ
Ｒ
対
策
の
と
き
の
九
五
年
で
、
財
政
構
造

改
革
の
始
め
る
九
七
年
か
ら
伸
び
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
地
方
分

権
一
括
法
以
後
の
二
〇
〇
〇
年
か
ら
急
激
な
縮
減
が
始
ま
り
、
今

年
は
二
一
二
九
億
円
に
ま
で
下
が
っ
て
い
る
。
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今
年
は
た
し
か
に
削
除
が
極
端
に
し
て
も
一
〇
年
近
く
減
り
続
け

て
い
る
の
で
あ
る
。

農
業
農
村
整
備
事
業
は
、
農
業
生
産
基
盤
整
備
、
農
村
整
備
、

農
地
保
全
管
理
の
三
つ
の
事
業
か
ら
な
っ
て
い
た
が
、
〇
八
年
に

生
産
基
盤
整
備
事
業
と
農
地
保
全
管
理
を
ひ
と
つ
に
ま
と
め
、
農

村
整
備
と
二
本
立
て
と
な
っ
て
い
る
。
事
業
内
容
の
変
化
は
こ
と

の
ほ
か
著
し
い
。

�

農
業
生
産
基
盤
整
備
事
業

農
業
生
産
基
盤
整
備
事
業
は
Ｕ
Ｒ
対
策
を
機
に
大
き
く
拡
大
し

て
い
る
。
そ
れ
だ
け
九
〇
年
代
後
半
か
ら
の
縮
減
の
度
合
い
は
激

し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
も
国
営
か
ん
が
い
排
水

事
業
は
九
〇
年
代
と
比
較
し
て
も
〇
九
年
で
一
・
五
八
倍
の
事
業

を
続
け
て
い
る
。
大
河
川
の
水
利
の
整
備
は
国
に
の
み
で
き
る
も

の
で
あ
り
、
自
負
で
も
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
比
べ
、
農
地
の
再
開
発

を
行
う
農
用
地
整
備
公
団
や
未
墾
地
開
発
は
縮
小
さ
れ
、
後
の
再

開
発
は
二
〇
〇
〇
年
に
新
規
事
業
を
な
く
し
て
い
る
。
国
営
で
行

わ
れ
る
か
ん
が
い
排
水
事
業
は
水
田
の
基
幹
部
分
の
充
実
を
図
る

も
の
で
、
水
資
源
開
発
公
団
と
と
も
に
継
続
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
県
営
な
ど
の
補
助
か
ん

排
、
諸
土
地
改
良
事
業
な
ど
は
縮
小
し
て
き
て
い
る
。
特
に
圃
場

整
備
事
業
は
、
こ
れ
ま
で
二
一
世
紀
型
圃
場
整
備
や
低
コ
ス
ト
稲

作
で
大
区
画
圃
場
整
備
事
業
を
行
っ
て
き
て
い
て
、
加
え
て
農
地

流
動
化
策
を
組
み
合
わ
せ
、
受
益
者
負
担
軽
減
策
も
導
入
し
て
積

極
的
に
行
っ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、こ
の
圃
場
整
備
事
業
は
新
た
な
基
本
法
検
討
の
際「
圃

場
整
備
率
の
向
上
、
基
幹
か
ん
が
い
排
水
施
設
の
整
備
は
効
率
的

な
機
械
の
導
入
と
あ
い
ま
っ
て
、
単
位
面
積
あ
た
り
の
投
下
労
働

時
間
を
短
縮
さ
せ
、
生
産
性
の
向
上
に
寄
与
し
た
。
し
か
し
、
構

造
改
革
と
の
関
係
で
は
圃
場
整
備
等
は
農
業
構
造
の
改
善
を
進
め

る
に
あ
た
っ
て
の
基
礎
的
な
条
件
整
備
と
な
る
も
の
だ
っ
た
が
、

作
業
の
省
力
化
に
よ
り
小
規
模
兼
業
農
家
の
営
農
の
継
続
が
可
能

に
な
り
、
必
ず
し
も
農
業
構
造
の
改
善
に
つ
な
が
ら
な
い
と
い
う

側
面
を
有
し
た
。」
と
指
摘
。
こ
こ
か
ら
排
水
対
策
、
圃
場
整
備

か
ら
の
転
換
を
示
唆
し
、
か
え
っ
て
小
規
模
兼
業
農
家
の
農
業
継

続
を
可
能
に
し
た
と
反
省
し
て
い
る
。
現
在
で
は
農
家
の
負
担
感

が
高
ま
り
事
業
の
円
滑
な
実
施
さ
え
困
難
に
な
っ
て
い
る
と
結
論

づ
け
て
い
る
。
米
政
策
転
換
の
要
請
の
な
か
で
補
助
か
ん
が
い
、

排
水
対
策
は
大
き
く
後
退
し
、
土
地
改
良
総
合
整
備
事
業
と
圃
場

整
備
事
業
は
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業
へ
吸
収
さ
れ
る
。
か
ん

が
い
排
水
対
策
と
と
も
に
、
水
田
の
汎
用
化
を
は
か
る
排
水
特
別

対
策
事
業
も
米
政
策
の
転
換
と
と
も
に
〇
六
年
に
な
く
な
っ
て
い

る
。
か
ん
が
い
対
策
は
農
業
用
水
か
ら
都
市
用
水
へ
の
需
要
、
畑

地
か
ん
が
い
へ
の
需
要
に
応
じ
る
も
の
と
な
り
、
農
業
用
か
ら
他

用
途
へ
の
利
用
に
移
っ
て
き
て
い
る
。
〇
四
年
か
ら
は
水
利
シ
ス

テ
ム
の
更
新
・
整
備
を
行
う
事
業
が
新
設
さ
れ
て
い
る
が
、
汎
用

田
へ
の
転
換
は
排
水
・
用
水
改
良
あ
わ
せ
て
年
間
一
万
�
ほ
ど
の
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実
績
が
あ
る
の
で
あ
る
。
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
事
業
も
受
益
者

に
対
す
る
事
業
費
の
一
〇
％
相
当
額
以
内
の
無
利
子
貸
付
な
ど
が

で
き
、
土
地
改
良
区
が
行
う
農
地
集
積
事
業
も
発
足
し
て
い
る

が
、
水
田
に
関
連
す
る
事
業
の
撤
退
が
目
立
ち
、
将
来
を
危
惧
さ

せ
る
ほ
ど
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

水
田
に
変
わ
る
生
産
基
盤
整
備
事
業
は
畑
地
帯
総
合
整
備
事
業

で
あ
る
。
〇
三
年
の
土
地
改
良
長
期
計
画
に
お
い
て
も
「
畑
地
帯

に
お
け
る
農
業
用
用
排
水
施
設
の
整
備
に
よ
る
農
業
経
営
基
盤
の

強
化
を
、
効
率
的
か
つ
安
定
的
な
農
業
経
営
が
農
業
生
産
の
相
当

部
分
を
担
う
事
業
」
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
集
落
を
単
位
と
し
た

「
担
い
手
育
成
型
」
と
「
担
い
手
支
援
型
」
の
二
つ
の
事
業
で
進

め
ら
れ
て
い
る
が
、
〇
七
年
か
ら
こ
れ
も
縮
小
し
て
き
て
い
る
。

農
業
生
産
基
盤
整
備
事
業
は
都
道
府
県
や
市
町
村
の
単
独
事
業

と
し
て
も
行
わ
れ
て
い
る
が
、
小
規
模
か
ん
が
い
排
水
や
圃
場
整

備
事
業
は
生
産
者
に
近
い
段
階
で
行
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、
こ
こ

で
も
地
方
債
の
条
件
が
地
方
自
治
体
の
負
担
に
な
る
こ
と
か
ら
減

少
が
続
い
て
い
る
。

�

農
村
整
備
事
業

農
村
整
備
事
業
が
大
き
く
伸
び
る
の
は
九
〇
年
代
か
ら
で
Ｕ
Ｒ

対
策
と
と
も
に
急
成
長
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
事
業
は
ま
さ
に
財
政
事
情
に
翻
弄
さ
れ
、
九
〇
年

代
以
後
は
縮
小
し
て
き
て
い
る
。
以
下
で
は
中
心
的
な
事
業
で
あ

っ
た
農
村
整
備
事
業
と
農
道
整
備
事
業
、
農
業
集
落
排
水
事
業
に

つ
い
て
触
れ
て
お
こ
う
。

農
村
総
合
整
備
事
業
は
当
初
、
圃
場
整
備
事
業
で
非
農
用
地
の

創
設
換
地
が
出
来
る
な
ど
が
あ
っ
て
、
農
外
へ
の
土
地
利
用
転
換

を
可
能
に
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
後
こ
の
事
業

は
、
農
村
の
土
地
利
用
区
分
を
明
確
に
し
な
が
ら
、
都
市
住
民
へ

の
農
村
環
境
受
け
入
れ
を
中
心
と
し
た
も
の
に
変
わ
り
、
農
用
地

区
域
で
も
土
地
利
用
計
画
の
策
定
を
含
め
た
地
域
開
発
で
、
非
農

地
へ
の
転
用
を
進
め
た
の
で
あ
る
。
九
八
年
の
田
園
整
備
事
業
や

二
〇
〇
〇
年
に
は
農
村
総
合
整
備
統
合
補
助
事
業
、
集
落
地
域
整

備
統
合
整
備
事
業
も
出
来
て
い
る
。
〇
二
年
以
後
は
村
づ
く
り
交

付
金
で
「
美
し
い
村
づ
く
り
統
合
補
助
事
業
」
な
ど
、
定
額
補
助

金
か
ら
な
る
メ
ニ
ュ
ー
方
式
の
事
業
と
な
っ
て
い
る
。
農
業
、
林

野
、
水
産
を
含
め
た
地
域
活
性
化
対
策
の
事
業
で
は
あ
る
も
の

の
、
農
業
総
合
整
備
事
業
は
骨
太
方
針
を
経
て
廃
止
さ
れ
て
い

る
。
農
村
整
備
事
業
の
中
で
は
九
四
年
に
始
め
ら
れ
た
中
山
間
地

域
総
合
整
備
事
業
が
継
続
し
て
行
わ
れ
て
い
る
が
、
〇
四
年
ま
で

の
受
益
面
積
は
用
水
改
良
水
田
二
九
一
七
�
、
畑
地
改
良
五
九

�
、
排
水
改
良
水
田
五
六
五
�
、
畑
二
九
九
�
と
多
岐
に
わ
た
っ

て
い
る
。
二
〇
〇
〇
年
に
は
直
接
支
払
い
制
度
も
始
ま
っ
て
い

る
。農

道
整
備
事
業
は
六
五
年
に
い
わ
ゆ
る
農
免
道
路
（
農
林
漁
業

用
揮
発
油
税
財
源
身
替
り
農
道
整
備
事
業
）
が
創
設
さ
れ
、
七
〇

年
に
は
広
域
営
農
団
地
育
成
を
理
由
に
広
域
農
道
が
制
度
化
し
て
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い
る
。
七
七
年
に
は
一
般
道
、
団
体
営
農
道
も
加
わ
り
、
農
道
整

備
四
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
九
一
年
か
ら
は

適
債
事
業
と
さ
れ
、
国
庫
補
助
率
、
地
方
債
充
当
率
と
も
高
く
、

大
き
く
拡
大
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
二
〇
〇
〇
年
以
後

は
減
り
続
け
、
〇
七
年
に
は
一
八
五
億
円
と
二
〇
〇
億
円
を
下
回

り
、
農
免
道
路
も
特
定
財
源
の
一
般
財
源
化
と
と
も
に
廃
止
さ
れ

て
い
る
。
農
道
整
備
事
業
は
主
要
四
事
業
で
受
益
面
積
の
八
割
が

行
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、
生
産
基
盤
整
備
で
見
れ
ば
、
圃
場
整
備

事
業
、
土
地
改
良
総
合
整
備
事
業
、
畑
地
帯
総
合
整
備
事
業
な
ど

で
、
田
・
畑
の
整
備
と
一
緒
に
行
わ
れ
、
農
村
総
合
整
備
事
業
で

も
行
わ
れ
て
い
る
。
農
業
基
盤
整
備
基
礎
調
査
報
告
書
に
よ
る
と

集
落
道
の
整
備
面
積
は
四
％
ほ
ど
に
過
ぎ
な
い
。
農
道
整
備
は
生

活
道
と
い
う
よ
り
生
産
関
係
の
水
田
、
畑
に
付
随
し
た
事
業
で
行

わ
れ
て
い
る
。
都
道
府
県
・
市
町
村
の
単
独
事
業
と
し
て
行
わ
れ

て
い
る
場
合
、
地
方
債
や
地
方
財
政
措
置
が
充
実
し
て
い
た
が
、

地
方
財
政
の
後
退
の
時
か
ら
は
伸
び
て
い
な
い
。

農
業
集
落
排
水
事
業
も
変
化
の
激
し
い
事
業
で
あ
る
。
七
三
年

に
農
村
総
合
整
備
事
業
の
一
工
種
と
し
て
創
設
さ
れ
、
八
三
年
に

「
農
業
集
落
排
水
事
業
」
と
し
て
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

九
三
年
か
ら
都
道
府
県
・
市
町
村
が
事
業
主
体
と
な
っ
て
四
つ
の

事
業
が
行
わ
れ
た
。
事
業
は
適
債
事
業
と
し
て
行
わ
れ
、
地
方
債

の
充
当
率
、
元
利
償
還
に
あ
っ
た
っ
て
も
優
遇
さ
れ
て
い
る
。
事

業
は
環
境
問
題
の
関
心
と
と
も
に
拡
大
し
、
土
作
り
リ
サ
イ
ク
ル

事
業
や
処
理
水
の
た
め
池
、
水
路
な
ど
へ
の
植
生
配
置
な
ど
を
入

れ
て
い
る
。
〇
五
年
に
は
老
朽
化
施
設
の
更
新
事
業
も
入
れ
て
い

る
が
、
現
在
は
縮
減
の
対
象
と
な
り
減
り
続
け
て
い
る
。
事
業
費

の
減
少
と
と
も
に
統
合
補
助
事
業
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
活
用
す
る
事
業
も

取
り
入
れ
て
い
る
。
最
近
の
長
期
計
画
で
は
位
置
づ
け
さ
れ
て
い

る
も
の
の
、
伸
び
て
は
い
な
い
。

施
設
管
理
事
業
に
つ
い
て
は
改
正
土
地
改
良
法
と
長
期
計
画
で

重
点
項
目
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
年
の
農
業
白

書
で
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
農
業
水
利
施
設
等
の
老
朽

化
は
進
ん
で
お
り
、
長
寿
化
が
必
要
と
さ
れ
、
適
切
な
ス
ト
ッ
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
地
域
の
住
民
と
農
業
者

を
含
め
た
協
働
体
の
活
動
を
期
待
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
経
費
の

節
減
の
み
で
農
業
施
設
を
守
れ
る
の
か
疑
問
で
あ
ろ
う
。

他
方
、
農
業
へ
の
企
業
の
参
入
を
促
進
し
、
徐
々
に
土
地
利
用

型
農
業
へ
の
企
業
の
進
出
が
始
ま
っ
て
い
る
。
農
業
者
に
よ
る
長

い
間
に
わ
た
る
土
地
投
資
の
恩
恵
は
い
ま
、
企
業
が
受
け
て
い

る
。
し
か
し
、
施
設
更
新
は
目
の
前
に
迫
っ
て
お
り
、
企
業
は
こ

れ
に
応
じ
る
だ
ろ
う
か
。

一
〇
年
度
予
算
の
公
共
事
業
の
急
減
は
、
農
業
に
関
し
て
は
突

発
的
な
も
の
で
は
な
い
。
長
寿
化
へ
の
投
資
は
年
々
増
え
る
の

に
、
多
様
な
農
業
従
事
者
に
よ
っ
て
施
設
の
整
備
・
管
理
は
可
能

な
の
だ
ろ
う
か
。
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１
、
土
地
改
良
事
業
推
進
の
枠
組
み
変
化

二
〇
〇
九
年
の
政
権
交
代
は
、
こ
れ
ま
で
の
土
地
改
良
事
業
推

進
の
枠
組
み
に
大
き
な
変
更
を
加
え
つ
つ
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ひ
と
つ
は
、
二
〇
一
〇
年
の
土
地
改
良
事
業
予
算
が
大
幅
に
削

減
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
予
定
し
て
い
た
事
業
の

進
捗
、
着
工
を
見
越
し
た
生
産
者
の
作
付
計
画
、
今
後
の
新
規
事

業
の
採
択
に
影
響
を
及
ぼ
さ
ず
に
は
い
な
い
。
現
時
点
で
は
、
こ

う
し
た
予
算
削
減
が
二
〇
一
〇
年
度
限
り
の
事
態
な
の
か
、
二
〇

一
一
年
の
予
算
編
成
で
は
復
元
す
る
の
か
、
見
通
し
を
立
て
る
材

料
は
非
常
に
乏
し
い
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
土
地
改
良
負
担
金
対
策
の
原
資
で
あ
る
基
金

（
土
地
改
良
負
担
金
対
策
資
金
）
が
、
二
〇
〇
九
年
末
の
事
業
仕

分
け
で
国
庫
返
納
の
判
定
を
受
け
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
基
金

は
、
一
九
九
〇
年
に
創
設
さ
れ
た
土
地
改
良
負
担
金
総
合
償
還
対

策
事
業
の
実
施
主
体
（
全
国
土
地
改
良
資
金
協
会
）
に
、
ピ
ー
ク

時
で
二
、
〇
〇
〇
億
円
（
そ
の
後
一
部
返
納
に
よ
り
一
、
四
〇
〇

億
円
）
造
成
さ
れ
て
き
た
。
残
額
の
五
九
四
億
円
は
二
〇
一
〇
年

中
に
返
納
さ
れ
る
が
、
二
〇
一
一
年
以
降
は
資
金
協
会
に
代
わ
る

「
公
募
団
体
」
が
事
業
主
体
に
な
る
。
二
〇
一
〇
年
の
負
担
金
対

策
は
基
金
方
式
か
ら
単
年
度
補
助
金
方
式
へ
変
更
さ
れ
、
一
九
四

億
円
の
予
算
が
措
置
さ
れ
た
（
経
過
措
置
と
し
て
資
金
協
会
も
存

続
）。現
時
点
で
目
に
見
え
る
影
響
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
償

還
が
長
期
に
わ
た
る
負
担
金
対
策
を
見
通
す
上
で
、
基
金
方
式
が

廃
止
さ
れ
た
イ
ン
パ
ク
ト
は
大
き
い
も
の
が
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
土
地
改
良
事
業
推
進
の
枠
組
み
は
大
き
く
変

わ
り
つ
つ
あ
る
。
以
下
で
は
、
①
土
地
改
良
事
業
予
算
、
②
土
地

改
良
負
担
金
対
策
、
③
大
規
模
土
地
改
良
区
の
実
態
の
順
に
、
北

海
道
の
実
情
を
報
告
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

２
、
土
地
改
良
事
業
予
算
の
縮
小

道
農
政
部
の
予
算
関
係
資
料
に
よ
れ
ば
、
二
〇
一
〇
年
の
農
業

土
地
改
良
事
業
推
進
の
枠
組
み
変
化
と
北
海
道
の
実
情

北
海
道
大
学
大
学
院
農
学
研
究
院
助
教

東
山

寛
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農
村
整
備
事
業
費（
国
費
）は
当
初
予
算
で
五
〇
六
億
円
で
あ
り
、

前
年
比
四
七
％
の
水
準
で
あ
る
。
そ
の
内
訳
は
国
営
事
業
に
当
た

る
「
直
轄
」
分
が
四
一
一
億
円
（
前
年
比
五
六
％
）、道
営
事
業
等

の
「
補
助
」
分
が
九
五
億
円
（
同
二
七
％
）
と
な
っ
て
い
る
。
さ

す
が
に
こ
れ
で
は
補
助
事
業
が
成
り
立
た
な
い
が
、
二
〇
一
〇
年

は
こ
れ
に
加
え
て
、
新
た
に
創
設
さ
れ
た
「
農
山
漁
村
地
域
整
備

交
付
金
」
が
措
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
交
付
金
は
農
林
水
産
分
野

に
お
け
る
各
公
共
事
業
を
自
由
に
選
択
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
総

額
一
、
五
〇
〇
億
円
の
う
ち
一
五
三
億
円
が
北
海
道
に
配
分
さ
れ

た
。
こ
の
う
ち
一
一
〇
億
円
が
農
業
農
村
整
備
に
配
分
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
、
上
記
「
補
助
」
分
と
合
わ
せ
て
予
算
編
成
が
行
わ
れ

た
。
従
っ
て
、
道
営
事
業
等
に
充
て
ら
れ
る
「
補
助
」
分
の
当
初

予
算
額
は
合
計
二
〇
五
億
円
で
あ
り
、
前
年
比
五
九
％
の
水
準
で

あ
る
。
国
費
ベ
ー
ス
で
見
れ
ば
、
補
助
事
業
予
算
は
六
割
に
縮
小

し
て
い
る
。

次
に
、
道
予
算
の
レ
ベ
ル
か
ら
見
て
お
く
こ
と
と
し
た
い
。
整

理
す
る
と
（
表
１
）
の
よ
う
に
な
る
が
、
二
〇
一
〇
年
の
農
業
農

村
整
備
事
業
予
算
の
総
額
は
八
四
五
億
円
で
あ
り
、
大
き
く
七
項

目
に
括
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
内
訳
は
、「
生
産
基
盤
の
整
備
」
が
三

三
五
億
円
で
全
体
の
四
〇
％
を
占
め
て
い
る
。
次
い
で
多
い
の
は

「
生
産
基
盤
整
備
の
地
元
負
担
の
軽
減
」
で
あ
り
、
二
一
六
億
円

・
二
六
％
を
占
め
る
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
る
の
は
い
わ
ゆ
る

「
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
し

た
い
。
ま
た
、「
そ
の
他
」
に
区
分
さ
れ
て
い
る
国
営
事
業
負
担
金

の
ウ
ェ
イ
ト
も
高
く
、
一
九
一
億
円
・
二
三
％
を
占
め
て
い
る
。

表１ 農業農村整備事業予算の変化（北海道）
（単位・百万円）

資料：北海道農政部「道農業予算の概要」（各年度）
注１：草地整備は団体営事業を含めた。
注２：パワーアップ事業は�～�期対策の計（本文参照）。
注３：指数は２００９年＝１００としたもの。
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３７



こ
の
三
つ
で
全
体
の
お
よ
そ
九
割
を
占
め
る
が
、そ
れ
以
外
は「
農

村
環
境
の
整
備
」「
農
地
・
農
業
用
施
設
の
防
災
・
保
全
対
策
」「
土

地
改
良
施
設
の
維
持
管
理
」「
事
業
推
進
の
た
め
の
体
制
整
備
」
の

順
で
あ
る
。

前
年
と
の
対
比
で
見
て
お
く
と
、
二
〇
〇
九
年
の
予
算
総
額
は

一
、
二
一
四
億

円
で
あ
り
、
こ

の
限
り
で
は
三

七
〇
億
円
減
、

前
年
比
七
〇
％

の
水
準
で
あ

る
。
基
盤
整
備

に
つ
い
て
も
一

七
九
億
円
減
、

前
年
比
六
五
％

水
準
と
な
っ
て

い
る
。
道
営
事

業
の
メ
イ
ン
は

水
田
が
経
営
体

育
成
基
盤
整
備

事
業
、
畑
が
畑

地
総
合
土
地
改

良
事
業
、
草
地

が
草
地
畜
産
基
盤
整
備
事
業
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
そ
れ
ぞ
れ
六
一

％
、
六
三
％
、
六
〇
％
水
準
で
あ
る
。
道
予
算
の
レ
ベ
ル
で
見
て

も
、
前
年
比
で
お
よ
そ
六
割
に
縮
小
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て

お
き
た
い
。

先
述
し
た
「
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
」
は
一
九
九
六
年
に
創
設
さ

れ
た
道
単
独
事
業
で
あ
り
、
�
期
対
策
（
二
一
世
紀
高
生
産
性
基

盤
整
備
促
進
特
別
対
策
事
業
、
一
九
九
六
〜
二
〇
〇
〇
年
）、�
期

対
策
（
食
料
・
環
境
基
盤
緊
急
確
立
対
策
事
業
、
二
〇
〇
一
〜
二

〇
〇
五
年
）
を
経
て
、
現
在
は
�
期
対
策
（
持
続
的
農
業
・
農
村

づ
く
り
促
進
特
別
対
策
事
業
、
二
〇
〇
六
〜
二
〇
一
〇
年
）
の
最

終
年
に
あ
た
る
。
現
行
の
�
期
対
策
は
、
道
営
事
業
の
農
家
負
担

を
七
・
五
％
（
用
水
施
設
は
一
〇
％
）
ま
で
軽
減
す
る
も
の
で
、

負
担
軽
減
分
は
道
と
市
町
村
が
協
調
し
て
助
成
す
る
仕
組
み
で
あ

る
。
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
を
例
に
と
る
と
、
補
助
率
は
国
五
〇

％
・
道
三
二
・
五
％
、
地
元
負
担
は
一
七
・
五
％
で
あ
る
が
、
負

担
軽
減
の
一
〇
％
分
は
道
と
市
町
村
の
折
半
で
あ
る
。
言
い
換
え

れ
ば
、
農
家
負
担
の
目
標
（
七
・
五
％
）
が
あ
ら
か
じ
め
定
ま
っ

て
お
り
、
そ
こ
に
向
け
て
補
助
率
の
か
さ
上
げ
を
行
う
の
が
こ
の

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
で
あ
る
。
た
だ
し
、
事
業
主
体
は
市
町
村
で

あ
り
、
市
町
村
負
担
が
な
け
れ
ば
道
の
支
出
も
行
わ
れ
な
い
。

現
行
の
�
期
対
策
を
と
っ
て
、
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
の
推
移
を

見
て
お
く
と
（
表
２
）
の
よ
う
に
な
る
。
表
中
「
道
対
策
額
」
が

負
担
軽
減
に
伴
う
道
の
必
要
額
で
あ
り
、
同
額
の
市
町
村
負
担
が

表２ パワーアップ事業（�期対策）の推移
（単位：百万円）

資料：前表に同じ。
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加
わ
る
。
五
年
間
の
累
計
は
八
三
億
円
で
あ
り
、
二
〇
一
〇
年
の

必
要
額
は
一
二
億
円
で
あ
る
。
た
だ
し
、
道
は
毎
年
こ
の
額
を
支

出
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
原
資
を
北
海
道
信
連
か
ら
調
達

し
、
北
海
道
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
を
経
由
し
て
市
町
村
に

交
付
し
て
い
る
。
土
地
連
は
年
利
一
％
、
一
〇
年
で
こ
れ
を
償
還

す
る
が
、
毎
年
の
元
利
償
還
分
を
道
は
「
交
付
金
」
と
し
て
支
出

す
る
（
二
〇
一
〇
年
は
五
・
五
億
円
）。パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
の
予

算
額
が
先
に
見
た
よ
う
に
大
き
く
膨
ら
ん
で
い
る
の
は
、
表
中
に

も
示
し
た
「
貸
付
金
」
の
存
在
に
よ
る
。
�
期
対
策
に
限
れ
ば
、

二
〇
一
〇
年
で
四
一
億
円
に
の
ぼ
る
（
�
期
、
�
期
対
策
分
を
合

わ
せ
れ
ば
一
六
九
億
円
）。こ
れ
は
、
信
連
の
通
常
貸
付
利
率
見
合

い
を
補
填
す
る
た
め
に
預
託
し
て
い
る
も
の
で
、
年
度
内
に
返
還

さ
れ
る
一
時
貸
付
金
で
あ
る
。毎
年
の
支
出（
交
付
金＝

償
還
額
）

に
加
え
て
、
利
子
補
給
の
意
味
合
い
を
持
つ
貸
付
（
預
託
）
金
の

存
在
が
、
こ
の
事
業
を
支
え
る
根
幹
の
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
と

言
え
よ
う
。
表
示
し
た
�
期
対
策
期
間
で
見
る
限
り
、
貸
付
金
も

含
め
た
予
算
額
は
年
々
増
加
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
は
強
い
地
元
要
望
に
後
押
し
さ
れ
、
�
期

対
策
ま
で
延
長
さ
れ
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。
Ｕ
Ｒ
対
策
期
に
あ
た

る
一
九
九
〇
年
代
後
半
以
降
、
農
家
（
受
益
者
）
負
担
の
軽
減
を

前
提
と
し
て
、
土
地
改
良
事
業
推
進
が
精
力
的
に
図
ら
れ
て
き
た

と
言
え
よ
う
。
た
だ
し
、
現
時
点
で
は
厳
し
い
道
予
算
の
状
況
を

反
映
し
て
、
二
〇
一
一
年
度
以
降
の
継
続
を
安
易
に
見
通
せ
る
状

況
に
は
必
ず
し
も
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

３
、
土
地
改
良
負
担
金
対
策
の
拡
充

前
述
し
た
よ
う
に
、
土
地
改
良
負
担
金
対
策
は
一
九
九
〇
年
に

総
合
償
還
対
策
と
し
て
創
設
さ
れ
、
事
業
メ
ニ
ュ
ー
の
追
加
も
含

め
て
拡
充
さ
れ
て
き
た
経
過
が
あ
る
。
主
要
な
も
の
を
挙
げ
る

と
、
①
土
地
改
良
負
担
金
償
還
平
準
化
事
業
（
一
九
九
〇
年
）、②

担
い
手
育
成
支
援
事
業
（
一
九
九
五
年
）、③
水
田
・
畑
作
経
営
所

得
安
定
対
策
等
支
援
事
業（
二
〇
〇
七
年
）で
あ
る
。
こ
の
他
に
、

特
別
型
国
営
事
業
計
画
償
還
助
成
事
業
（
一
九
九
〇
年
）、土
地
改

良
負
担
金
償
還
円
滑
化
事
業
（
一
九
九
〇
年
）、冷
災
害
被
災
地
域

土
地
改
良
負
担
金
償
還
円
滑
化
特
別
事
業
（
一
九
九
三
年
及
び
二

〇
〇
三
年
適
用
）、災
害
被
災
地
域
土
地
改
良
負
担
金
償
還
助
成
事

業
（
二
〇
〇
七
年
）
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
。

二
〇
〇
九
年
ま
で
の
基
金
方
式
を
前
提
と
し
て
、
事
業
の
仕
組

み
と
北
海
道
の
実
績
を
述
べ
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、
①
は
償
還
ピ

ー
ク
の
六
割
を
超
え
る
分
の
「
山
崩
し
」
で
あ
り
、
土
地
改
良
区

が
繰
り
延
べ
資
金
（
平
準
化
資
金
）
を
金
融
機
関
か
ら
調
達
し
た

場
合
、
無
利
子
と
な
る
よ
う
に
利
子
補
給
を
行
う
仕
組
み
で
あ

る
。
財
源
は
資
金
協
会
と
道
の
折
半
で
あ
る
。
採
択
は
二
〇
〇
四

年
で
終
了
し
て
い
る
が
、
北
海
道
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
認
定
地

区
数
は
一
八
八
で
あ
り
、
二
〇
〇
九
年
の
実
績
は
三
四
団
体
・
一

六
〇
地
区
、
利
子
補
給
額
は
二
四
九
百
万
円
で
あ
る
（
土
地
連
資
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料
に
よ
る
、
以
下
同
じ
）。

次
に
、
②
は
償
還
ピ
ー
ク
の
七
割
を
超
え
る
分
に
つ
い
て
、
最

大
一
％
を
超
え
る
分
の
利
子
助
成
を
行
う
仕
組
み
で
あ
る
。
①
と

併
用
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
多
い
。
財
源
は
同
じ
く
資
金
協
会
と
道

の
折
半
で
あ
る
。
採
択
は
二
〇
〇
〇
年
で
終
了
し
て
い
る
が
、
こ

れ
ま
で
の
認
定
地
区
数
は
二
九
三
で
あ
り
、
二
〇
〇
九
年
の
実
績

は
四
五
団
体
・
五
一
地
区
、利
子
助
成
額
は
一
三
八
百
万
円
で
あ
る
。

二
〇
〇
七
年
に
創
設
さ
れ
た
③
は
、
農
家
（
受
益
者
）
負
担
額

の
六
分
の
五
を
上
限
と
し
て
、
無
利
子
資
金
を
貸
し
付
け
る
仕
組

み
で
あ
る
。
財
源
は
一
〇
〇
％
資
金
協
会
で
あ
り
、
償
還
は
二
五

年
以
内
（
据
置
一
〇
年
を
含
む
）
と
さ
れ
て
い
る
。
対
象
は
一
九

九
四
年
以
降
に
採
択
さ
れ
た
土
地
改
良
事
業
で
あ
り
、
事
業
期
間

が
長
い
国
営
事
業
で
は
二
〇
〇
七
年
以
降
の
償
還
開
始
地
区
も
含

ま
れ
る
。
採
択
は
二
〇
一
五
年
ま
で
を
予
定
し
て
お
り
（
二
〇
一

六
年
償
還
開
始
地
区
を
含
む
）、現
在
継
続
中
の
事
業
で
あ
る
。
こ

れ
ま
で
の
認
定
地
区
数
は
二
〇
三
で
あ
り
、
二
〇
〇
九
年
の
貸
付

実
績
は
六
四
地
区
、
九
五
七
百
万
円
で
あ
る
。
償
還
も
順
次
行
わ

れ
て
お
り
、
二
〇
〇
九
年
は
一
四
四
地
区
、
七
五
〇
百
万
円
と
な

っ
て
い
る
。
二
〇
〇
九
年
度
末
の
貸
付
残
高
は
一
二
九
億
円
で
あ

る
。土

地
改
良
負
担
金
対
策
の
拡
充
の
経
過
を
振
り
返
っ
て
お
く

と
、
①
は
償
還
を
繰
り
延
べ
て
毎
年
の
負
担
額
を
抑
え
る
が
、
ト

ー
タ
ル
で
は
元
利
共
に
軽
減
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
に
対
し

て
、
②
は
利
子
助
成
、
③
は
従
来
の
公
庫
資
金
（
農
業
基
盤
整
備

資
金
）
に
代
わ
っ
て
無
利
子
資
金
を
融
通
す
る
も
の
で
あ
り
、
い

ず
れ
も
利
子
負
担
の
軽
減
に
踏
み
込
ん
で
い
る
。
各
種
負
担
金
対

策
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
土
地
改
良
区
は
農
家
（
受
益
者
）
か
ら

徴
収
す
る
事
業
（
特
別
）
賦
課
金
の
実
質
的
な
軽
減
を
図
っ
て
き

た
の
で
あ
る
。

以
上
に
加
え
、
二
〇
〇
九
年
は
利
子
助
成
を
行
う
ふ
た
つ
の
事

業
が
新
設
さ
れ
た
。
④
経
営
安
定
対
策
基
盤
整
備
緊
急
支
援
事
業

（
当
初
予
算
）
と
、
⑤
土
地
改
良
負
担
金
償
還
特
別
緊
急
支
援
対

策
事
業
（
補
正
予
算
）
で
あ
る
。
総
合
償
還
対
策
と
は
別
枠
で
あ

り
、
事
業
主
体
は
い
ず
れ
も
全
国
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
で

あ
る
。
ま
た
、
同
じ
く
二
〇
〇
九
年
に
は
国
営
造
成
施
設
を
対
象

と
し
た
事
前
積
立
支
援
事
業
（
当
初
予
算
）
も
創
設
さ
れ
た
が
、

一
年
で
廃
止
と
な
っ
た
た
め
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
。

ま
ず
、
④
は
二
〇
一
五
年
ま
で
の
七
年
間
に
わ
た
っ
て
、
償
還

利
子
の
助
成
を
行
う
仕
組
み
で
あ
る
。
財
源
は
毎
年
の
予
算
補
助

で
あ
る
。
二
〇
〇
九
年
の
予
算
総
額
は
二
一
億
円
で
あ
る
が
（
二

〇
一
〇
年
も
同
額
）、全
国
ベ
ー
ス
で
は
こ
れ
の
三
倍
近
い
要
望
が

あ
り
、
北
海
道
で
も
一
六
億
円
が
積
み
上
が
っ
た
。
二
〇
〇
九
年

の
北
海
道
の
実
績
は
、
三
四
団
体
・
四
八
地
区
、
利
子
助
成
額
は

五
三
四
百
万
円
で
あ
る
。
予
算
が
タ
イ
ト
で
あ
っ
た
た
め
、
補
正

予
算
で
創
設
さ
れ
た
⑤
を
利
用
し
た
ケ
ー
ス
も
多
い
と
い
う
。
採

択
は
二
〇
一
三
年
ま
で
で
あ
り
、
現
在
継
続
中
の
事
業
で
あ
る
。
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次
に
、
⑤
は
二
〇
一
一
年
ま
で
の
三
年
間
を
対
象
と
し
て
、
同

様
の
助
成
を
行
う
事
業
で
あ
る
。
財
源
は
全
土
連
に
造
成
さ
れ
た

一
八
〇
億
円
（
当
初
二
〇
〇
億
円
）
の
基
金
で
あ
る
。
二
〇
〇
九

年
の
実
績
は
二
八
団
体
・
六
四
地
区
、
利
子
助
成
額
は
一
、
〇
一

九
百
万
円
で
あ
り
、
実
績
は
④
の
二
倍
近
い
。
採
択
は
二
〇
一
一

年
ま
で
で
あ
る
。

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
二
〇
〇
九
年
に
創
設
さ
れ
た
④
⑤
は
総

合
償
還
対
策
と
は
別
枠
で
あ
り
、
③
と
の
併
用
は
で
き
な
い
。
事

業
要
件
を
見
る
と
、
③
に
比
べ
て
「
担
い
手
へ
の
集
積
要
件
」
が

緩
和
さ
れ
て
お
り
、
負
担
金
対
策
の
適
用
範
囲
を
広
げ
る
こ
と
に

狙
い
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
特
に
償
還
が
厳
し
い
地
区
を

念
頭
に
置
け
ば
、
①
②
と
の
併
用
も
可
能
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、

②
、
④
ま
た
は
⑤
、
①
の
順
で
利
子
助
成
と
平
準
化
が
行
わ
れ
、

う
ま
く
併
用
す
れ
ば
④
⑤
の
対
策
期
間
中
は
実
質
無
利
子
と
な

る
。
先
述
し
た
予
算
制
約
の
下
で
④
の
採
択
地
区
を
選
定
す
る
際

も
、
未
対
策
地
区
を
拾
い
上
げ
る
こ
と
に
加
え
て
、
償
還
困
難
地

区
の
事
情
が
優
先
的
に
考
慮
さ
れ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

最
後
に
、（
図
１
）
は
、
主
要
な
負
担
金
対
策
と
し
て
機
能
し
て

き
た
①
②
の
実
績
額
の
推
移
を
見
た
も
の
で
あ
る
。
一
九
九
〇
年

に
創
設
さ
れ
た
①
の
利
子
補
給
額
は
一
九
九
七
年
の
六
三
三
百
万

円
を
ピ
ー
ク
と
し
て
、
緩
や
か
に
減
少
し
な
が
ら
推
移
し
て
い

る
。
二
〇
〇
九
年
ま
で
の
累
計
は
八
一
億
円
で
あ
り
、
全
国
（
二

七
七
億
円
）
の
二
九
％
の
シ
ェ
ア
を
占
め
て
い
る
（
全
国
の
数
値

図１ 主要土地負担金対策の実績額の推移（北海道）

資料：北海道土地改良事業団体連合会

土地改良事業推進の枠組み変化と北海道の実情 ����������������

４１



は
資
金
協
会
に
よ
る
）。ま
た
、
一
九
九
五
年
に
創
設
さ
れ
た
②
の

利
子
助
成
額
は
、
一
九
九
八
年
の
一
四
億
円
を
頂
点
と
し
て
鋭
い

ピ
ー
ク
を
形
成
す
る
が
、
そ
の
後
の
落
ち
込
み
も
ま
た
急
速
で
あ

り
、
現
時
点
で
は
ピ
ー
ク
時
の
一
〇
分
の
一
ま
で
減
少
し
て
い

る
。
二
〇
〇
九
年
ま
で
の
累
計
は
一
一
二
億
円
で
あ
り
、
全
国（
八

八
七
億
円
）
の
一
三
％
を
占
め
て
い
る
。
②
の
内
容
は
先
に
述
べ

た
よ
う
に
利
子
助
成
で
あ
り
、
こ
れ
だ
け
の
利
子
負
担
を
軽
減
し

な
が
ら
、厳
し
い
償
還
ピ
ー
ク
を
乗
り
切
っ
て
き
た
こ
と
が
窺
え
る
。

現
行
の
負
担
金
対
策
の
主
流
は
言
う
ま
で
も
な
く
③
で
あ
る
。

北
海
道
に
お
け
る
貸
付
実
績
は
初
年
の
二
〇
〇
七
年
が
七
四
億

円
、
二
〇
〇
八
年
が
五
七
億
円
で
あ
り
、
前
記
の
二
〇
〇
九
年
分

と
合
わ
せ
た
三
年
間
の
累
計
は
一
四
〇
億
円
に
の
ぼ
る
。
こ
れ
は

全
国
（
三
〇
二
億
円
）
の
四
七
％
を
占
め
て
い
る
。
償
還
も
行
わ

れ
て
い
る
が
、
二
〇
〇
九
年
度
末
の
残
高
で
も
、
全
国
（
二
八
〇

億
円
）
の
半
分
弱
に
あ
た
る
四
六
％
を
占
め
る
。「
六
分
の
五
資

金
」
の
利
用
に
占
め
る
北
海
道
の
ウ
ェ
イ
ト
は
き
わ
め
て
大
き
い

も
の
が
あ
る
。
貸
付
は
二
〇
一
五
年
ま
で
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
る

が
、
現
時
点
で
の
要
望
を
積
み
上
げ
る
と
二
〇
一
〇
年
は
八
億

円
、
二
〇
一
一
年
は
二
四
億
円
の
借
入
が
確
実
視
さ
れ
て
い
る
。

基
金
方
式
が
廃
止
さ
れ
た
今
と
な
っ
て
は
、
毎
年
の
予
算
確
保

が
課
題
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
上
述
し
て
き
た
よ
う

に
、
土
地
改
良
負
担
金
対
策
は
一
九
九
〇
年
代
以
降
継
続
的
に
拡

充
さ
れ
て
き
た
が
、
既
存
の
ス
キ
ー
ム
を
変
更
す
る
こ
と
は
賦
課

金
の
引
き
上
げ
や
土
地
改
良
区
の
財
務
悪
化
に
直
結
し
か
ね
な

い
。
こ
の
面
で
も
最
大
限
の
配
慮
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

４
、
大
規
模
土
地
改
良
区
の
実
態

�

北
海
土
地
改
良
区

空
知
管
内
の
岩
見
沢
市
に
本
所
を
置
く
北
海
土
地
改
良
区
は
、

二
〇
一
〇
年
の
組
合
員
数
が
二
、六
六
二
名
、賦
課
面
積
三
万
一
、

九
〇
二
�
、
一
〇
市
町
村
を
エ
リ
ア
と
す
る
巨
大
な
土
地
改
良
区

で
あ
る
。
一
九
二
二
年
設
立
の
北
海
土
功
組
合
を
前
身
と
し
、
一

九
二
九
年
に
完
成
し
た
北
海
か
ん
が
い
溝
（
現
・
北
海
幹
線
用
水

路
）は
延
長
八
二
�
、一
万
�
を
超
え
る
か
ん
が
い
面
積
を
擁
し
、

現
在
で
も
わ
が
国
最
大
級
の
農
業
水
利
施
設
と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
。
近
年
で
は
、
二
〇
〇
三
年
に
北
海
も
含
め
た
七
改
良
区
、
二

〇
〇
六
年
に
一
改
良
区
と
の
合
併
を
行
い
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
多

様
な
条
件
か
ら
成
る
地
区
を
抱
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

二
〇
一
〇
年
の
主
要
事
業
を
見
る
と
、
国
営
事
業
で
は
か
ん
排

が
四
地
区
、
農
地
再
編
が
一
地
区
（
調
査
期
間
）、道
営
事
業
で
は

ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
一
地
区
、
た
め
池
が
一
地
区
、
経
営

体
育
成
が
二
五
地
区
、
地
域
水
田
農
業
緊
急
整
備
が
一
地
区
と
な

っ
て
い
る
。
基
盤
整
備
の
主
流
は
道
営
の
経
営
体
育
成
で
あ
る

が
、
大
規
模
な
国
営
農
地
再
編
の
採
択
を
目
指
し
て
い
る
地
区
が

あ
る
。

前
年
と
の
対
比
で
見
て
お
く
と
、
二
〇
〇
九
年
は
二
五
地
区
で
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経
営
体
育
成
が
実
施
さ
れ
、
事
業
費
は
合
計
五
、
二
二
一
百
万
円

で
あ
っ
た
。
二
〇
〇
九
年
に
三
地
区
が
完
了
し
、
二
〇
一
〇
年
に

同
じ
く
三
地
区
が
新
規
採
択
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
一
〇
年
の
地
区

数
は
前
年
と
変
わ
ら
な
い
が
、
事
業
費
は
合
計
三
、
六
〇
五
百
万

円
に
縮
小
し
て
い
る
。
対
前
年
比
で
は
六
九
％
の
水
準
で
あ
る
。

予
算
の
縮
小
で
工
期
の
延
長
が
余
儀
な
く
さ
れ
、
事
業
完
了
も
そ

れ
だ
け
遅
れ
る
こ
と
に
な
る
。
道
営
事
業
の
工
期
は
通
常
五
〜
六

年
で
あ
る
が
、
現
状
の
ま
ま
推
移
す
れ
ば
一
〇
年
か
か
る
こ
と
も

あ
り
得
る
。
こ
の
こ
と
は
、
計
画
的
に
推
進
し
て
き
た
新
規
事
業

の
採
択
に
も
影
響
を
及
ぼ
さ
ざ
る
を
得
な
い
。

現
時
点
で
の
問
題
状
況
を
整
理
し
て
お
く
と
、
第
一
に
、
さ
し

迫
っ
た
水
利
施
設
の
更
新
が
補
助
事
業
で
カ
バ
ー
で
き
な
い
場

合
、
単
費
で
対
応
せ
ざ
る
を
得
な
い
ケ
ー
ス
も
想
定
さ
れ
、
改
良

区
の
経
営
を
圧
迫
す
る
こ
と
が
強
く
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
第
二

に
、
工
期
の
大
幅
な
延
長
に
よ
り
、
事
業
参
加
者
の
脱
落
や
参
加

意
欲
が
薄
れ
、
土
地
改
良
事
業
そ
の
も
の
が
成
り
立
た
な
く
な
る

恐
れ
が
あ
る
。
工
区
も
縮
小
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
、
工
事
の
優

先
順
位
を
調
整
す
る
担
当
者
の
苦
労
は
並
々
な
ら
ぬ
も
の
が
あ

る
。
作
付
計
画
の
調
整
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
第
三
に
、
負

担
金
対
策
が
基
金
方
式
か
ら
毎
年
の
予
算
補
助
に
移
行
し
た
こ
と

で
、
二
〇
一
〇
年
は
目
に
見
え
る
影
響
は
な
い
が
、
今
後
の
予
算

確
保
に
不
安
が
あ
る
。
償
還
が
ひ
じ
ょ
う
に
厳
し
い
地
区
も
抱
え

て
お
り
、
各
種
対
策
を
併
用
し
て
い
る
が
、
ど
れ
か
ひ
と
つ
で
も

崩
れ
る
と
平
準
化
資
金
の
返
済
に
も
支
障
を
来
た
し
か
ね
な
い
。

ま
さ
に
薄
氷
を
踏
む
思
い
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。

�

篠
津
中
央
土
地
改
良
区

石
狩
管
内
の
当
別
町
に
所
在
す
る
篠
津
中
央
土
地
改
良
区
は
、

二
〇
一
〇
年
の
組
合
員
数
が
五
二
四
名
、
賦
課
面
積
七
、
〇
四
二

�
、
四
市
町
村
を
エ
リ
ア
と
す
る
大
規
模
改
良
区
で
あ
る
。
土
地

改
良
区
の
設
立
は
一
九
五
七
年
で
あ
る
。
管
内
は
か
つ
て
篠
津
原

野
と
称
さ
れ
た
不
毛
の
泥
炭
地
で
あ
り
、明
治
期
か
ら
運
河（
排
水

溝
）の
掘
削
が
試
み
ら
れ
て
き
た
が
、そ
の
完
成
は
戦
後
の
大
規
模

開
発
事
業
に
ま
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。な
か
で
も
一
九
五

六
年
に
開
始
さ
れ
た
篠
津
地
域
泥
炭
地
開
発
事
業
は
、世
銀
か
ら

の
借
款
を
受
け
て
最
新
鋭
の
建
設
機
械
を
駆
使
し
、篠
津
運
河
の

開
削
と
送
泥
客
土
に
よ
り
一
万
�
を
超
え
る
水
田
開
発
を
成
し
遂

げ
た
、戦
後
の
大
規
模
開
発
地
帯
の
一
つ
の
典
型
地
域
で
あ
る
。

二
〇
一
〇
年
の
主
要
事
業
を
見
る
と
、
国
営
か
ん
排
が
一
地

区
、
道
営
事
業
で
は
経
営
体
育
成
が
一
七
地
区
、
地
域
水
田
農
業

緊
急
整
備
が
一
地
区
、
特
定
農
業
用
管
水
路
特
別
対
策
が
一
地
区

と
な
っ
て
い
る
。
基
盤
整
備
の
主
流
は
同
じ
く
道
営
の
経
営
体
育

成
で
あ
る
。

同
じ
く
前
年
と
の
対
比
で
見
る
と
、
二
〇
〇
九
年
の
経
営
体
育

成
は
一
五
地
区
で
実
施
さ
れ
、
事
業
費
は
合
計
一
、
九
五
三
百
万

円
で
あ
っ
た
。
二
〇
一
〇
年
は
新
規
採
択
の
二
地
区
を
加
え
た
一

七
地
区
で
あ
る
が
、
事
業
費
は
一
、
三
八
九
百
万
円
に
縮
小
し
て
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い
る
。
対
前
年
比
で
は
七
一
％
で
あ
り
、
要
望
額
と
の
対
比
で
は

六
割
の
水
準
だ
と
い
う
。
二
〇
一
〇
年
に
完
了
を
予
定
し
て
い
た

地
区
も
、
さ
し
あ
た
り
一
〜
二
年
延
ば
し
た
計
画
変
更
を
行
っ
て

い
る
。
管
内
の
基
盤
整
備
は
あ
と
一
地
区
を
残
す
の
み
で
あ
る
と

い
い
、
二
〇
一
一
年
の
新
規
採
択
を
目
指
し
て
い
る
。

現
時
点
で
の
問
題
状
況
は
、
先
の
北
海
土
地
改
良
区
の
実
情
と

通
じ
る
が
、
一
点
だ
け
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。
予
算
の
減
額
に

よ
り
予
定
し
て
い
た
工
種
を
す
べ
て
カ
バ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
た
め
、
緊
急
性
の
高
い
用
水
関
係
の
工
事
を
先
行
し
て
行
っ
て

い
る
と
い
う
。
二
〇
一
〇
年
の
新
規
採
択
地
区
に
対
す
る
事
業
費

も
例
年
の
半
分
以
下
で
あ
り
、
初
年
の
測
量
設
計
で
も
同
様
の
対

応
が
と
ら
れ
て
い
る
。
苦
肉
の
対
応
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
と

言
え
よ
う
。

５
、
北
海
道
農
業
の
構
造
問
題
と
土
地
改
良
事
業

紙
幅
も
尽
き
た
が
、
最
後
に
標
記
の
点
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き

た
い
。
周
知
の
よ
う
に
、
今
年
（
二
〇
一
〇
年
）
は
一
九
四
五
年

生
ま
れ
が
六
五
歳
に
な
る
年
で
あ
る
。
北
海
道
は
高
度
成
長
期
に

激
烈
な
農
民
層
分
解
を
経
験
し
た
が
、
そ
の
一
方
で
広
い
意
味
で

の
「
団
塊
の
世
代
」
を
農
業
に
取
り
込
ん
で
き
た
。
こ
れ
か
ら
の

数
年
は
、
こ
の
層
が
後
継
者
不
在
に
よ
り
大
量
リ
タ
イ
ア
を
迎
え

る
見
通
し
に
あ
る
。
二
〇
一
〇
年
セ
ン
サ
ス
の
結
果
は
ま
だ
利
用

で
き
る
状
況
に
は
な
い
が
、
二
〇
〇
九
年
の
農
業
構
造
動
態
調
査

に
よ
る
販
売
農
家
数
は
全
道
で
四
万
五
、
〇
〇
〇
戸
、
主
業
農
家

数
は
す
で
に
三
万
三
、
〇
〇
〇
戸
ま
で
減
少
し
て
い
る
。
認
定
農

業
者
の
数
も
二
〇
一
〇
年
三
月
現
在
で
三
万
二
、
八
三
〇
経
営
体

と
な
っ
て
お
り
、
二
〇
〇
六
年
以
降
は
そ
の
伸
び
も
鈍
化
し
て
い

る
。
認
定
農
業
者
の
残
存
率
も
一
〇
〇
％
と
見
る
こ
と
は
難
し
い

で
あ
ろ
う
。

水
田
地
帯
で
あ
る
空
知
の
認
定
農
業
者
数
は
五
、
九
二
二
経
営

体
で
あ
る
。
も
し
農
家
数
が
こ
こ
ま
で
減
少
す
る
こ
と
に
な
れ

ば
、
一
経
営
体
当
た
り
経
営
耕
地
面
積
は
、
二
〇
〇
五
年
セ
ン
サ

ス
の
平
均
一
一
・
一
�
か
ら
一
八
・
九
�
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
に

な
る
。
今
次
の
セ
ン
サ
ス
で
は
町
村
平
均
で
二
〇
�
を
超
え
る
地

域
も
出
て
こ
よ
う
。
北
海
道
の
中
核
水
田
地
帯
で
は
、
今
や
個
別

農
家
で
五
〇
�
、
ま
た
、
一
〇
〇
�
規
模
の
協
業
法
人
も
珍
し
い

存
在
で
は
な
い
。
地
域
に
お
け
る
農
家
戸
数
の
減
少
を
受
け
止
め

て
、
残
さ
れ
た
担
い
手
が
農
地
を
引
き
受
け
る
た
め
に
は
、
土
地

改
良
・
基
盤
整
備
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
農
地
の
面
的
集
積
を

進
め
る
こ
と
も
含
め
て
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た
大
規
模
農
業
に
ふ

さ
わ
し
い
基
盤
条
件
を
整
え
る
こ
と
が
、「
三
万
戸
時
代
」
を
迎
え

る
北
海
道
農
業
の
基
本
課
題
で
あ
る
。

﹇
参
考
文
献
﹈

堀
口
健
治
「
農
業
農
村
政
策
の
課
題
と
方
向
」（
熊
谷
宏
ほ
か『
わ
が
国
農
業
・

農
村
の
再
起
』
所
収
）
農
林
統
計
協
会
、
二
〇
〇
九
年
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１
、
は
じ
め
に

平
成
二
二
年
八
月
二
〇
日
、
新
潟
県
内
の
稲
作
農
家
は
地
元
紙

の
朝
刊
一
面
ト
ッ
プ
に
大
見
出
し
で
踊
っ
た
Ｊ
Ａ
の
仮
渡
し
金
決

定
の
報
道
に
衝
撃
を
受
け
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
全
農
県
本
部
は
前

日
、
一
般
、
岩
船
、
佐
渡
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
仮
渡
し
金
に
つ
い
て

前
年
度
当
初
比
で
一
、
四
〇
〇
円
減
の
一
二
、
三
〇
〇
円
（
六
〇

�
）
に
、
販
売
が
伸
び
悩
む
魚
沼
産
は
同
二
、
二
〇
〇
円
減
の
一

六
、
五
〇
〇
円
と
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
の
だ
。
減
額
は
二
年
連

続
で
、
魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
下
げ
幅
は
平
成
九
年
産
の
六
、
〇

〇
〇
円
以
後
最
大
と
な
り
、
一
般
な
ど
の
下
げ
幅
も
平
成
一
七
年

産
の
五
、
〇
〇
〇
円
に
次
ぐ
大
き
な
も
の
と
な
っ
た
。

こ
の
背
景
に
は
、
低
迷
が
続
く
米
消
費
と
大
量
の
在
庫
に
加

え
、
二
二
年
産
米
が
豊
作
予
想
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
、
大
幅
な

需
給
緩
和
が
避
け
ら
れ
な
い
た
め
と
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
全

農
県
本
部
で
は
こ
れ
ま
で
新
潟
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
販
売
価
格
が
最
も

高
か
っ
た
反
省
を
踏
ま
え
て
、
売
れ
残
る
よ
り
も
売
り
切
る
こ
と

に
戦
略
を
転
換
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
も
し
も
こ
の
価
格
を
二
〇
年
産
の
米
生
産
費

調
査
に
そ
の
ま
ま
適
用
す
れ
ば
、
粗
収
益
（
一
〇
ａ
）
は
二
二
％

減
の
一
一
一
、
三
一
五
円
と
な
る
。
こ
れ
は
費
用
合
計（
一
一
八
、

五
八
三
円
）
を
は
じ
め
支
払
利
子
・
地
代
算
入
生
産
費
な
ど
が
全

て
採
算
割
れ
と
な
り
、
所
得
は
実
に
七
〇
％
も
激
減
し
、
僅
か
一

三
、
五
八
三
円
に
な
る
事
態
を
意
味
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
米
価
の
下
落
に
対
し
て
、
固
定
的
経
費
と
し
て
の
土

地
改
良
費
問
題
は
米
づ
く
り
農
家
に
大
き
な
負
担
を
強
い
る
こ
と

と
な
る
。
農
業
農
村
整
備
事
業
の
大
幅
予
算
削
減
が
大
き
な
問
題

を
投
げ
か
け
る
状
況
下
で
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
、
新
潟
県
か

ら
検
証
し
報
告
す
る
。

２
、
現
状
認
識
〜
土
地
改
良
水
利
費
の
過
重
〜

土
地
改
良
及
び
農
業
水
利
費
（
以
下
、
土
地
改
良
水
利
費
と
略

新
潟
県
に
お
け
る
土
地
改
良
を
め
ぐ
る
現
状
と
展
望

新
潟
大
学
名
誉
教
授

伊
藤

忠
雄

農村と都市をむすぶ２０１０．１０ ������������������������
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記
）
は
、
地
域
ご
と
の
農
地
と

水
の
開
発
過
程
を
凝
縮
し
た
数

値
で
あ
る
。

農
林
水
産
省
「
米
及
び
小
麦

の
生
産
費
」
を
手
が
か
り
に
み

た
農
業
地
域
別
の
経
費
は
、
各

地
の
条
件
が
平
均
化
さ
れ
て
い

る
と
は
い
え
一
〇
ａ
当
た
り

七
、
八
〇
三
（
北
陸
）
〜
二
、

二
三
四
円
（
東
海
）
の
較
差
と

な
っ
て
い
る
（
平
成
一
九
年

産
）。都
道
府
県
別
に
み
る
と
そ

の
差
は
大
き
く
拡
大
し
、
第
一

位
は
新
潟
県
の
一
〇
、
七
五
六

円
で
、
逆
に
最
も
安
い
の
が
鳥

取
の
二
九
九
円
と
な
っ
て
お

り
、
西
日
本
で
の
低
位
性
が
特

徴
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
し

て
も
同
じ
米
の
生
産
費
で
、
面

積
当
た
り
の
最
高
と
最
低
が
三

六
倍
も
の
開
き
が
あ
る
と
い
う

の
は
異
常
な
こ
と
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
土
地

改
良
水
利
費
を
同
省
同
上
資
料
（
原
単
位
量
調
査
結
果
）
か
ら
接

近
し
て
み
る
と
表
１
の
と
お
り
、
新
潟
県
の
土
地
改
良
区
費
は
全

国
平
均
の
二
倍
の
高
さ
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
個
別
の
土

地
改
良
区
で
は
さ
ら
に
千
差
万
別
で
、
新
潟
県
内
の
実
情
に
つ
い

て
は
経
常
賦
課
金
だ
け
で
も
一
四
〇
倍
も
の
較
差
が
あ
り
、
特
別

賦
課
金
の
場
合
は
さ
ら
に
大
き
な
較
差
と
な
っ
て
い
る
（
新
潟
県

農
地
部
「
新
潟
県
土
地
改
良
区
要
覧
」
平
成
二
一
年
度
版
）。

こ
れ
ら
の
土
地
改
良
水
利
費
を
絶
対
額
の
対
比
と
は
別
に
、
稲

作
収
入
に
対
す
る
比
率
と
い
う
負
担
割
合
で
み
る
と
ど
う
な
る
で

あ
ろ
う
か
。
平
成
一
九
年
産
の
農
水
省
調
査
結
果
か
ら
概
観
す
る

と
、
全
国
平
均
で
は
五
・
一
％
と
な
る
。
当
然
、
地
域
毎
で
較
差

は
大
き
く
、
概
し
て
西
日
本
で
は
二
％
未
満
の
県
が
多
く
、
最
低

は
〇
・
三
％
（
鳥
取
県
）
で
あ
っ
た
。
逆
に
、
最
も
負
担
率
の
高

か
っ
た
の
は
茨
城
県
で
九
・
四
％
、
新
潟
県
は
青
森
県
（
八
・
七

％
）
に
次
い
で
高
く
、
八
・
一
％
と
な
っ
て
い
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
土
地
改
良
水
利
費
は
、
新
潟
県
の
場
合
、

平
成
七
年
度
を
ピ
ー
ク
に
逓
減
傾
向
に
あ
る
。
近
年
一
〇
年
間
を

み
て
も
、
総
額
は
一
四
、
二
五
七
円
か
ら
一
〇
、
三
九
〇
円
へ
二

七
％
も
の
減
少
率
と
な
っ
て
い
る
。
内
訳
的
に
は
維
持
管
理
費
の

削
減
率
（
一
六
％
）
よ
り
も
償
還
金
の
削
減
率
（
四
四
％
）
が
大

き
く
、
一
時
広
汎
に
実
施
さ
れ
た
農
業
農
村
整
備
事
業
が
急
速
に

縮
減
し
て
い
る
こ
と
が
背
景
に
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

と
は
い
え
、
新
潟
県
で
は
上
述
の
よ
う
に
維
持
管
理
費
に
一
〇

表１ 土地改良及び水利費の原単位量 （Ｈ１８年産）（１０ａ，円）

（注）農林水産省「米及び小麦の生産費」による。
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ａ
当
た
り
六
、
〇
〇
〇
円
を
越
え
る
負
担
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
重
さ
は
、
常
時
機
械
排
水
に
頼
っ
て
い
る
蒲
原
地
域
の
土
地

改
良
区
で
は
さ
ら
に
高
く
、
典
型
五
改
良
区
（
豊
栄
、
新
津
郷
、

亀
田
郷
、
白
根
郷
、
西
蒲
原
）
の
場
合
は
、
六
、
五
一
九
円
と
な

っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
経
常
賦
課
金
（
一
一
、
六
二
三
円

／
一
〇
ａ
）
を
加
え
る
と
、
賦
課
金
合
計
は
一
八
、
〇
〇
〇
円
に

も
達
す
る
高
さ
と
な
っ
て
い
る
（
新
潟
県
農
地
部
、
前
掲
「
土
地

地
改
良
区
要
覧
」）。

３
、
土
地
改
良
予
算
の
削
減
で
混
迷
す
る
稲
作
農
家

〜
頸
城
平
野
〜

は
じ
め
に
、
ほ
場
整
備
の
先
駆
的
実
施
に
よ
り
地
域
農
業
の
構

造
改
革
を
展
開
し
て
い
る
地
域
の
事
例
を
考
察
す
る
。

新
潟
県
南
西
部
に
位
置
す
る
関
川
水
系
土
地
改
良
区
は
、
地
区

面
積
が
六
、
八
〇
〇
�
（
う
ち
田
が
五
、
六
五
五
�
、
組
合
員
数

五
、
七
四
六
名
）
の
県
内
第
二
位
の
規
模
を
持
つ
水
稲
単
作
地
帯

で
あ
る
。
区
域
は
妙
高
山
な
ど
に
水
源
を
持
つ
関
川
右
岸
地
区
に

広
が
っ
て
お
り
、
ほ
場
整
備
事
業
の
実
施
に
よ
っ
て
こ
れ
ま
で
担

い
手
農
家
へ
の
農
地
集
積
が
大
き
く
進
展
し
た
地
域
で
あ
る
。
特

に
、
一
〇
�
以
上
の
農
家
の
土
地
集
積
率
は
蒲
原
地
域
の
一
〇
％

程
度
の
低
水
準
に
比
し
、
三
五
％
も
の
先
駆
的
高
さ
に
達
し
て
い

る
（
二
〇
〇
五
年
セ
ン
サ
ス
、
三
和
、
頸
城
、
大
潟
地
区
）。

ま
た
、
同
改
良
区
は
事
業
実
施
の
効
率
化
等
の
観
点
か
ら
平
成

一
八
年
度
に
六
改
良
区
が
合
併
し
て
発
足
し
、
経
常
賦
課
金
は
一

〇
ａ
当
た
り
二
、
七
〇
〇
円
（
客
水
区
域
は
一
、
三
五
〇
円
）、ほ

場
整
備
完
了
地
区
（
二
〇
年
度
完
了
Ａ
地
区
）
の
賦
課
金
は
六
、

二
〇
〇
円
（
他
に
揚
水
機
場
維
持
管
理
費
二
、
〇
〇
〇
円
）
と
い

う
運
営
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
目
下
以
下
の
よ
う
な
課
題
に
直
面

し
て
い
る
。

第
一
は
、
土
地
改
良
区
財
政
運
営
の
逼
迫
で
あ
る
。
合
併
時
の

約
束
で
、
経
常
賦
課
金
は
五
年
間
は
値
上
げ
し
な
い
こ
と
と
な
っ

て
い
る
が
、
そ
の
予
算
は
業
務
改
善
等
で
支
出
の
削
減
を
図
っ
て

き
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
年
間
七
、
〇
〇
〇
万
円
近
い
財
政
調
整
基

金
の
積
立
金
取
り
崩
し
を
行
わ
な
け
れ
ば
収
支
の
均
衡
が
図
れ
な

い
状
況
に
あ
る
。
こ
の
ま
ま
事
態
が
推
移
し
て
い
く
な
ら
ば
近
い

う
ち
に
基
金
は
底
を
つ
き
、
県
平
均
は
も
と
よ
り
大
規
模
土
地
改

良
区
中
異
例
の
低
さ
に
あ
っ
た
こ
の
改
良
区
の
経
常
賦
課
金
（
一

般
区
域
二
、
七
〇
〇
円
／
一
〇
ａ
）
も
大
幅
値
上
げ
に
踏
み
切
ら

ざ
る
を
得
な
い
こ
と
と
な
ろ
う
。

第
二
は
、
継
続
中
の
土
地
改
良
事
業
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
。

管
内
の
県
営
ほ
場
整
備
事
業
は
、
こ
れ
ま
で
三
つ
の
種
類
に
分
け

ら
れ
る
。
そ
の
①
は
、
昭
和
四
〇
〜
五
六
年
度
ま
で
に
行
わ
れ
た

関
川
水
系
上
流
部
の
事
業
で
五
地
区
、
二
、
一
二
〇
�
（
区
画
三

〇
ａ
）
が
該
当
す
る
。
そ
の
②
は
、
平
成
四
〜
二
〇
年
に
か
け
て

実
施
さ
れ
た
県
営
大
区
画
ほ
場
整
備
事
業
（
主
と
し
て
担
い
手
育

成
型
）の
事
業
で
、
一
区
画
一
〇
〇
ａ
の
大
ほ
場
が
八
地
区
、
一
、
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一
九
二
�
で
完
了
し
て
い
る
。
問
題
は
そ
の
③
の
継
続
事
業
地
区

（
担
い
手
育
成
型
）で
、
八
地
区
、
一
、
九
九
二
�
が
該
当
す
る
。

こ
れ
ら
の
事
業
は
平
成
一
〇
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、

二
一
年
度
ま
で
の
進
捗
率
は
五
五
・
六
％
で
、
中
に
は
四
〇
％
未

満
の
地
区
も
あ
る
。

問
題
と
さ
れ
る
ゆ
え
ん
は
、
年
々
公
共
事
業
の
削
減
で
ほ
場
整

備
事
業
予
算
が
減
少
し
、
着
工
か
ら
完
了
予
定
ま
で
の
年
次
が
一

七
年
も
か
か
る
と
見
込
ま
れ
る
地
区
も
出
て
い
る
。
し
か
し
、
管

内
で
は
事
業
費
を
プ
ー
ル
計
算
し
て
い
る
関
係
で
、
未
完
了
地
区

と
い
え
ど
も
事
業
費
が
徴
収
さ
れ
て
い
る
。
い
つ
完
了
す
る
と
い

う
見
通
し
も
つ
か
な
い
た
め
最
終
的
な
事
業
費
も
分
か
ら
ず
、
ま

た
事
業
が
完
了
し
な
い
た
め
担
い
手
育
成
や
法
人
化
な
ど
の
事
業

効
果
も
出
に
く
い
。
加
え
て
米
価
の
低
迷
で
担
い
手
確
保
も
年
々

難
し
い
状
況
下
に
あ
る
。「
経
営
体
育
成
型
」
と
銘
打
ち
な
が
ら
、

条
件
整
備
の
た
め
の
事
業
が
大
幅
に
遅
れ
、
こ
う
し
た
将
来
の
経

営
の
見
通
し
が
つ
き
に
く
い
こ
と
か
ら
、
地
元
ゼ
ネ
コ
ン
に
農
地

を
売
っ
て
し
ま
う
動
き
も
一
部
に
出
て
い
る
と
い
う
。

他
方
、
事
業
完
了
済
み
地
区
の
中
に
は
、
か
つ
て
団
体
営
事
業

で
実
施
し
た
当
時
の
償
還
金
が
残
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
一

〇
ａ
当
た
り
七
、
〇
〇
〇
〜
八
、
〇
〇
〇
円
と
い
わ
れ
る
そ
れ
ら

の
金
額
を
上
乗
せ
す
る
と
、
事
業
償
還
金
は
完
了
地
区
の
ほ
ぼ
二

倍
に
も
達
す
る
重
さ
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
重
圧
も
、
一
部
組
合

員
を
地
元
の
ゼ
ネ
コ
ン
に
土
地
売
り
さ
せ
る
背
景
に
あ
る
と
み
ら

れ
て
い
る
。

た
だ
、
関
川
水
系
の
ほ
場
整
備
の
場
合
、
平
成
以
後
の
事
業
は

す
べ
て
担
い
手
育
成
型
事
業
で
あ
る
た
め
、
国
・
県
・
市
の
負
担

に
加
え
、
担
い
手
へ
の
集
積
を
高
率
（
七
〇
％
）
に
進
め
れ
ば
受

益
者
負
担
は
五
％
程
度
と
極
め
て
少
な
く
な
る
特
典
を
活
用
し
て

今
日
の
基
盤
条
件
を
構
築
し
て
き
た
。

４
、
維
持
管
理
費
の
重
さ
に
呻
吟
す
る
蒲
原
平
野

一
方
、
蒲
原
平
野
の
場
合
は
低
湿
地
の
開
発
に
よ
っ
て
農
地
を

拓
い
て
き
た
歴
史
を
反
映
し
て
、
多
額
の
維
持
管
理
費
に
よ
っ
て

米
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。
そ
の
重
さ
の
た
め
に

ほ
場
整
備
へ
の
合
意
形
成
が
で
き
ず
、
第
一
次
整
備
期
の
ま
ま
の

一
〇
ａ
区
画
が
残
存
し
て
い
る
地
域
も
あ
れ
ば
、
昭
和
四
〇
年
代

に
実
施
し
た
県
営
ほ
場
整
備
事
業
の
償
還
が
、
ピ
ー
ク
を
過
ぎ
た

と
は
い
え
あ
と
六
年
余
り
を
残
し
て
い
る
地
域
も
あ
る
。
そ
の
典

型
地
域
と
し
て
白
根
郷
土
地
改
良
区
と
西
蒲
原
土
地
改
良
区
の
場

合
を
み
る
。

�

白
根
郷
土
地
改
良
区

白
根
郷
は
、
新
潟
市
の
南
部
に
位
置
す
る
穀
倉
地
帯
で
あ
る

が
、
東
は
信
濃
川
、
西
は
中
之
口
川
に
囲
ま
れ
た
完
全
輪
中
地
帯

で
あ
る
た
め
常
時
機
械
排
水
に
依
存
し
て
い
る
地
域
で
あ
る
。
耕

地
面
積
は
約
五
、
二
〇
〇
�
で
、
水
田
が
八
七
％
を
占
め
る
。
し

か
し
な
が
ら
一
帯
の
標
高
は
マ
イ
ナ
ス
一
ｍ
を
最
低
に
、
広
汎
な
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低
湿
地
と
な
っ
て
い
る
。
加
え
て
、
地
区
の
傾
斜
は
上
流
部
で
一

／
三
、
〇
〇
〇
、
下
流
部
に
な
る
と
一
／
七
、
〇
〇
〇
と
極
め
て

平
坦
な
地
形
と
な
っ
て
お
り
、
地
域
内
の
排
水
は
全
て
機
械
排
水

に
依
存
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
排
水
は
、
白
根
排
水
機
場
（
県
管

理
施
設
）
な
ど
三
カ
所
の
大
規
模
機
場
の
一
体
的
管
理
に
よ
っ
て

中
之
口
川
へ
排
水
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
排
水
能
力
は
合
計
一

〇
八
・
七
ｔ
／
ｓ
ｅ
ｃ
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
機
場
の
整
備

に
よ
り
、
周
辺
農
地
に
広
が
る
住
宅
等
の
浸
水
被
害
防
止
に
も
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

こ
の
地
域
の
土
地
改
良
事
業
は
戦
前
期
か
ら
県
内
で
も
先
駆
的

な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
き
た
。
ほ
場
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
昭

和
四
九
年
か
ら
平
成
四
年
ま
で
一
九
カ
年
を
か
け
て
三
、
六
七
二

�
で
実
施
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
た
事
業

は
、
上
記
の
機
場
の
他
、
区
画
整
理
、
暗
渠
排
水
、
揚
水
機
場
五

〇
カ
所
、
用
水
路
五
〇
�
、
管
水
路
五
〇
二
�
、
排
水
路
三
四
五

�
、
道
路
四
六
八
�
で
、
総
事
業
費
は
三
〇
二
億
四
、
五
〇
〇
万

円
に
上
っ
た
。
現
在
、
そ
の
償
還
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
当
初
は

一
〇
年
据
え
置
き
一
五
年
償
還
の
計
画
が
、
途
上
で
大
幅
な
償
還

額
と
見
込
ま
れ
た
こ
と
か
ら
平
準
化
事
業
を
取
り
入
れ
る
こ
と
と

な
り
、
農
林
公
庫
（
総
額
八
一
億
八
、
八
〇
〇
万
円
）
と
平
準
化

事
業
資
金
の
借
入
（
三
三
億
八
、
三
八
九
万
円
）
を
行
い
、
平
成

二
八
年
度
ま
で
に
償
還
を
終
了
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
現

在
、
組
合
員
に
賦
課
さ
れ
て
い
る
賦
課
金
は
表
２
の
通
り
で
、
特

表２ 土地改良賦課金の現状（平成２２年度）

（平成２２年度）（田、１０ａ，円）

（注）各土改区資料による。
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別
賦
課
金
を
含
め
る
と
一
〇
ａ
当
た
り
賦
課
金
は
二
〇
、
〇
〇
〇

円
を
超
え
る
と
こ
ろ
も
珍
し
く
は
な
い
。

一
般
賦
課
金
の
水
準
も
、
県
営
ほ
場
整
備
事
業
が
開
始
さ
れ
た

昭
和
四
九
年
度
以
後
は
前
年
度
の
七
、
八
一
二
円
か
ら
一
〇
、
一

五
五
円
へ
一
挙
に
高
ま
り
、
八
年
後
に
は
一
四
、
六
二
〇
円
に
ま

で
達
し
た
。
そ
の
後
若
干
の
変
動
を
経
て
昭
和
六
一
年
度
以
降
は

一
三
、
五
〇
〇
円
、
平
成
一
三
年
度
以
降
は
現
在
の
水
準
と
同
じ

一
三
、
〇
〇
〇
円
で
推
移
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
賦
課
金
の
徴
収

は
毎
年
度
一
〇
月
二
〇
日
を
期
限
に
一
斉
徴
収
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
が
、
近
時
の
徴
収
率
は
経
常
賦
課
金
、
特
別
賦
課
金
と

も
約
九
九
・
五
％
と
い
う
実
績
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
整
備
に
よ
り
、
白
根
郷
は
高
生
産
力
地
帯
へ
駆
け

上
が
っ
て
き
た
地
域
で
あ
っ
た
が
、
こ
う
し
た
生
産
力
形
成
に
並

行
し
て
小
作
料
水
準
も
高
ま
っ
た
。
平
成
一
九
年
頃
ま
で
、
こ
の

地
域
の
標
準
小
作
料
は
三
四
、三
〇
〇
円
、実
勢
小
作
料
で
六
〇
、

〇
〇
〇
〜
六
五
、
〇
〇
〇
と
い
わ
れ
た
。
翌
年
度
以
降
の
標
準
小

作
料
は
改
訂
に
よ
り
二
四
、
〇
〇
〇
台
に
低
下
し
た
が
、
米
価
下

落
下
に
あ
っ
て
米
づ
く
り
は
も
は
や
魅
力
の
あ
る
農
業
で
は
な
く

な
り
つ
つ
あ
る
。

�

西
蒲
原
土
地
改
良
区

西
蒲
原
土
地
改
良
区
の
最
大
の
特
徴
は
、
そ
の
管
轄
面
積
の
大

規
模
性
に
あ
る
。
平
成
二
一
年
度
現
在
の
管
内
の
面
積
は
わ
が
国

の
土
地
改
良
区
中
最
大
規
模
の
一
九
、
四
六
二
�
で
、
う
ち
田
面

積
が
九
五
％
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
た
め
関
係
市
町
村
は
二
市
一

村
に
跨
り
、
組
合
員
数
は
一
四
、
三
五
一
名
で
、
組
織
機
構
上
も

一
三
支
所
、
一
〇
三
名
の
総
代
と
一
三
名
の
理
事
に
よ
っ
て
運
営

さ
れ
て
い
る
。

こ
の
土
地
改
良
区
の
歴
史
は
排
水
改
良
の
歴
史
と
い
っ
て
よ

い
。
平
成
一
六
年
度
現
在
で
み
た
管
内
の
国
・
県
営
に
係
る
主
要

事
業
費
費
（
総
量
）
は
国
営
、
県
営
事
業
合
わ
せ
て
総
額
約
四
、

四
一
二
億
円
に
達
し
、
こ
の
う
ち
排
水
に
関
係
す
る
事
業
費
が
実

に
八
二
％
に
も
の
ぼ
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
比
し
て
、
ほ
場
整
備
事
業
関
係
は
昭
和
三
九
年
度
以

降
、
三
二
地
区
で
約
三
八
九
億
円
の
事
業
が
実
施
さ
れ
て
き
た

が
、
総
額
全
体
か
ら
見
れ
ば
僅
か
九
％
に
過
ぎ
な
い
。
い
か
に
、

こ
の
土
地
が
排
水
改
良
に
力
を
注
い
で
き
た
か
が
如
実
に
理
解
さ

れ
よ
う
。

従
っ
て
、
こ
の
地
域
の
ほ
場
整
備
事
業
は
大
き
く
立
ち
遅
れ
て

お
り
、
ほ
場
整
備
率
は
現
在
三
割
程
度
に
と
ど
ま
り
、
全
国
平
均

（
約
六
〇
％
）
及
び
新
潟
県
平
均
（
約
五
一
％
）
に
比
べ
て
大
幅

に
低
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
七
割
の
水
田
が
一
〇
ａ
の

第
一
次
整
備
の
段
階
で
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

近
年
、
ほ
場
の
大
区
画
化
・
汎
用
化
等
の
基
盤
の
整
備
に
よ
り

担
い
手
の
育
成
を
目
指
す
経
営
体
育
成
整
備
事
業
（
県
営
ほ
場
整

備
事
業
）
が
実
施
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
事
業
規
模
は

最
大
で
三
一
三
�
、
最
小
で
三
二
�
程
度
の
小
規
模
な
も
の
に
な
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っ
て
い
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
農
業
農
村
整
備
事
業
費
の
縮
減
等

で
地
域
か
ら
の
事
業
要
請
に
応
じ
ら
れ
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ

と
、
ほ
場
整
備
事
業
を
行
い
た
い
と
思
っ
て
も
、
米
価
下
落
等
の

農
業
情
勢
や
景
気
低
迷
に
よ
る
農
外
所
得
の
減
少
等
に
よ
り
多
額

の
償
還
金
に
耐
え
ら
れ
な
い
事
情
等
が
反
映
し
、
地
域
合
意
が
得

に
く
く
な
っ
て
い
る
た
め
と
い
え
よ
う
。

西
蒲
原
土
地
改
良
区
に
お
け
る
経
常
賦
課
金
（
田
）
は
、
表
２

の
と
お
り
平
成
二
二
年
度
で
一
〇
ａ
当
た
り
一
〇
、
八
〇
〇
円
と

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
約
五
〇
％
が
経
常
費
に
、
次
い
で
負
担

金
・
分
担
金
に
一
四
％
、
維
持
管
理
費
に
一
三
％
等
が
支
出
さ

れ
、
償
還
金
及
び
利
子
分
に
も
七
％
ほ
ど
充
当
さ
れ
て
い
る
。

平
成
九
年
以
降
実
施
さ
れ
て
き
た
県
営
ほ
場
整
備
事
業
実
施
に

係
る
償
還
金
等
は
、
地
区
毎
に
換
地
作
業
が
終
了
す
る
の
を
待
っ

て
、
一
〇
年
据
え
置
き
、
一
三
〜
一
五
年
償
還
と
い
う
計
画
と
な

っ
て
い
る
た
め
、
最
も
早
く
事
業
終
了
と
な
っ
た
地
区
で
も
未
だ

本
格
的
な
償
還
期
間
に
は
入
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
ま
で
実
施
さ
れ

た
地
区
の
中
に
は
、
共
同
減
歩
方
式
で
創
設
農
地
を
売
却
す
る
等

で
負
担
軽
減
の
メ
リ
ッ
ト
を
得
た
地
域
も
あ
る
が
、
そ
の
後
は
景

気
の
低
迷
で
創
設
農
地
の
売
却
も
ま
ま
な
ら
な
い
状
況
に
あ
る
。

こ
の
た
め
、
現
在
支
所
毎
に
徴
収
さ
れ
て
い
る
団
体
営
等
の
賦
課

金
が
、
今
後
は
本
格
的
な
償
還
期
を
迎
え
る
と
一
三
、
〇
〇
〇
〜

一
四
、
〇
〇
〇
円
く
ら
い
に
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

一
方
、
約
二
万
�
と
い
う
広
大
な
管
理
区
域
を
有
す
る
こ
の
土

地
改
良
区
の
場
合
、
そ
れ

ら
の
施
設
管
理
費
負
担
も

重
圧
で
あ
る
。
機
場
数
だ

け
で
も
揚
水
機
三
八
二
、

排
水
機
五
九
、
合
計
四
四

一
機
場
を
抱
え
て
い
る

（
表
３
）。そ
れ
に
本
区
と

支
所
管
理
の
用
水
路
、
排

水
路
を
加
え
る
と
、
そ
の

距
離
は
日
本
列
島
を
往
復

し
て
も
ま
だ
余
る
距
離
と

な
る
。
ま
さ
に
桁
外
れ
の

大
き
さ
と
い
わ
ね
ば
な
ら

な
い
。

こ
の
た
め
、
土
地
改
良

費
は
支
所
及
び
工
区
毎
に

異
な
っ
て
お
り
、
本
区
経

常
費
＋
一
〇
〇
円
程
度
の

地
区
も
あ
れ
ば
、
一
八
、

〇
〇
〇
円
に
達
す
る
地
域

も
あ
る
な
ど
、
一
律
で
は

な
い
。
そ
う
し
た
こ
と
か

ら
、
組
合
員
の
負
担
金
は

表３ 西蒲原土地改良区の施設一覧

（注）西蒲原土地改良区資料による。
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現
状
で
は
総
じ
て
一
〇
ａ
当
た
り
一
三
、
〇
〇
〇
〜
一
四
、
〇
〇

〇
円
程
度
の
水
準
と
な
っ
て
お
り
、
徴
収
率
も
九
九
・
二
％
（
平

成
二
一
年
度
）
と
な
っ
て
い
る
が
、
今
後
の
本
格
的
な
償
還
期
を

迎
え
た
と
き
に
返
済
で
き
る
体
力
を
ど
れ
ほ
ど
残
し
て
い
ら
れ
る

か
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

５
、
土
地
改
良
を
め
ぐ
る
諸
課
題
と
展
望

日
本
の
水
田
は
世
界
一
カ
ネ
の
か
か
っ
た
耕
地
だ
と
い
わ
れ

る
。
土
地
改
良
事
業
の
内
容
も
時
代
と
と
も
に
推
移
し
、
よ
う
や

く
償
還
が
終
わ
っ
た
頃
に
ま
た
新
た
な
土
地
改
良
事
業
の
登
場
と

な
っ
て
き
た
。
そ
れ
で
も
、
そ
れ
に
参
加
す
れ
ば
米
の
増
収
も
あ

り
、
上
昇
を
続
け
る
米
価
の
環
境
下
で
は
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
。

そ
う
し
た
経
済
的
誘
因
が
無
い
今
日
的
環
境
下
で
は
、
事
業
を
行

っ
て
も
借
金
だ
け
が
残
っ
て
い
く
状
況
に
あ
る
。

以
上
の
新
潟
県
内
の
土
地
改
良
区
が
抱
え
る
現
状
か
ら
、
以
下

の
よ
う
な
点
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

第
一
は
、
地
域
の
農
業
者
が
負
担
す
べ
き
土
地
改
良
事
業
の
範

囲
に
つ
い
て
で
あ
る
。
土
地
改
良
水
利
費
を
み
た
場
合
、
そ
も
そ

も
ど
こ
ま
で
が
生
産
者
の
負
担
に
帰
す
べ
き
も
の
で
あ
る
の
か
、

明
確
で
な
い
。
川
か
ら
水
を
く
み
上
げ
、
そ
れ
を
基
幹
水
路
に
流

し
て
や
る
と
こ
ろ
ま
で
は
公
的
な
経
費
と
い
え
る
の
で
は
な
い

か
。
農
業
者
は
、
水
口
か
ら
引
い
た
分
だ
け
が
水
利
費
と
い
う
経

費
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
現
実
に
は
そ
の
川

よ
り
水
を
く
み
上
げ
る
と
こ
ろ
か
ら
地
域
の
農
家
が
そ
の
費
用
を

負
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
農
業
者
の
経
営
努
力

や
負
担
に
帰
す
べ
き
範
囲
と
社
会
的
（
公
的
）
に
担
う
べ
き
範
囲

の
見
直
し
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
、
事
業
種
目
毎
に
国
・
県
・
地
元
・
受
益
者
な
ど
の

負
担
割
合
は
あ
っ
て
も
、
一
律
的
で
、
受
益
者
毎
に
実
質
負
担
の

較
差
を
拡
大
し
て
き
た
。
新
潟
県
の
常
時
機
械
排
水
区
域
で
は
、

そ
う
し
た
維
持
管
理
費
の
大
き
な
負
担
に
耐
え
て
き
た
。
そ
の
典

型
が
西
蒲
原
土
地
改
良
区
管
内
で
あ
る
。
地
域
が
広
大
か
つ
低
湿

で
あ
る
が
故
に
か
か
る
排
水
費
負
担
が
手
一
杯
で
あ
っ
た
た
め
、

未
だ
水
田
の
七
〇
％
は
一
〇
ａ
区
画
の
ま
ま
取
り
残
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

第
二
は
、
米
づ
く
り
の
経
営
体
力
の
限
界
に
つ
い
て
で
あ
る
。

土
地
改
良
事
業
の
成
果
と
も
い
え
る
高
生
産
力
地
帯
の
形
成
は
、

他
方
で
は
高
額
な
小
作
料
負
担
を
派
生
さ
せ
た
。
蒲
原
平
野
で

は
、
標
準
小
作
料
が
三
四
、
〇
〇
〇
円
、
実
勢
小
作
料
に
至
っ
て

は
実
に
六
五
、
〇
〇
〇
円
、
周
辺
部
で
も
五
〇
、
〇
〇
〇
円
と
い

う
時
期
が
近
年
ま
で
あ
っ
た
。
現
在
、
こ
う
し
た
高
額
小
作
料
は

大
幅
減
額
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
こ
と
は
委
託
農
家
に
と
っ
て
は

取
り
分
が
減
少
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
二
、
三
万
円
程
度
の

小
作
料
を
も
ら
っ
て
土
地
改
良
費
を
支
払
う
と
手
元
に
は
ほ
と
ん

ど
残
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
で
も
、
小
作
料
は
米
価
の
長
期
低
迷
と
い
う
社
会
的
事
情
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を
背
景
に
し
て
大
幅
な
減
額
が
可
能
で
あ
っ
た
が
、
土
地
改
良
水

利
費
は
固
定
的
経
費
の
要
素
が
大
き
く
、
米
価
等
の
経
営
的
変
化

に
即
応
す
る
こ
と
が
難
し
い
。
冒
頭
で
紹
介
し
た
平
成
二
二
年
度

の
新
潟
県
に
お
け
る
Ｊ
Ａ
の
仮
渡
し
金
改
訂
は
、
受
託
農
家
に
と

っ
て
も
稲
作
所
得
は
僅
か
な
も
の
と
な
り
、
受
委
託
農
家
と
も
に

米
づ
く
り
を
維
持
す
る
体
力
が
限
界
に
達
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
意

味
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

幸
い
、
新
潟
県
内
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
土
地
改
良
費
の
徴
集

率
は
九
九
・
三
％（
新
潟
県
農
地
部
、前
掲「
土
地
改
良
区
要
覧
」）

と
い
う
高
位
に
維
持
さ
れ
て
い
る
が
、
米
を
め
ぐ
る
急
速
な
環
境

変
化
に
お
い
て
、
日
本
の
穀
倉
地
帯
の
形
成
を
目
指
し
て
重
厚
で

精
緻
な
高
生
産
力
シ
ス
テ
ム
が
形
成
さ
れ
て
き
た
新
潟
平
野
も
、

経
済
的
負
担
の
限
界
を
迎
え
た
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
れ
で
も
、
新
潟
県
亀
田
郷
の
中
で
は
、
基
盤
の
整
備
を
し
て

お
か
な
け
れ
ば
限
ら
れ
た
少
数
の
後
継
者
に
後
を
託
せ
な
い
と
い

う
認
識
か
ら
、
第
一
次
整
備
の
ほ
場
を
改
良
す
べ
く
現
役
世
代
の

父
親
達
が
低
コ
ス
ト
な
整
備
へ
の
模
索
を
始
め
た
注
目
す
べ
き
動

き
が
始
ま
っ
て
い
る
。

そ
の
意
味
で
こ
う
し
た
情
勢
を
背
景
と
し
た
農
業
農
村
整
備
関

係
予
算
の
大
幅
縮
減
は
、
土
地
改
良
事
業
に
対
す
る
推
進
主
体
と

し
て
の
国
家
の
思
想
的
意
味
が
い
ま
根
底
か
ら
問
わ
れ
て
い
る
こ

と
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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１
、
は
じ
め
に

「
サ
ケ
」
は
日
本
の
水
産
物
市
場
に
お
い
て
基
軸
的
商
材
の
地

位
を
占
め
て
お
り
、
最
も
人
気
の
高
い
魚
種
の
一
つ
で
あ
る
。
そ

の
用
途
は
刺
身
や
寿
司
な
ど
の
生
食
か
ら
塩
蔵
切
り
身
の
焼
魚
、

バ
タ
ー
焼
き
さ
ら
に
は
水
煮
缶
詰
や
お
に
ぎ
り
の
具
材
、
そ
し
て

ス
モ
ー
ク
サ
ー
モ
ン
に
至
る
ま
で
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
富
ん
で
お

り
、
多
種
多
様
な
ア
イ
テ
ム
に
調
理
・
加
工
さ
れ
て
現
代
日
本
人

の
食
生
活
を
彩
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
「
サ
ケ
」
は
多
く
の
日
本

人
に
と
っ
て
感
覚
的
に
最
も
身
近
な
水
産
物
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

ま
た
家
計
調
査
年
報
等
の
各
種
統
計
か
ら
も
、
こ
う
し
た
日
本
の

食
生
活
に
お
け
る「
サ
ケ
」の
重
要
性
は
確
実
に
裏
付
け
ら
れ
る
。

し
か
し
際
だ
っ
た
一
般
性
を
有
す
る
一
方
で
、「
サ
ケ
」
の
需
給

実
態
や
そ
の
変
容
に
つ
い
て
は
実
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

か
つ
て
の
伝
統
的
需
給
は
今
や
影
も
形
も
な
く
、
今
我
々
が
食
べ

て
い
る
「
サ
ケ
」
は
三
〇
年
前
に
食
べ
ら
れ
て
い
た
「
サ
ケ
」
と

は
全
く
異
な
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
最
も
現
代
的
で

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
深
化
と
資
本
の
展

開
が
「
サ
ケ
」
需
給
の
変
化
に
は
見
ら
れ
、
そ
れ
は
今
も
な
お
変

革
を
遂
げ
つ
つ
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
「
サ
ケ
」
の
現

代
的
需
給
実
態
と
そ
の
変
化
を
概
観
し
、
そ
れ
を
通
じ
て
現
代
的

水
産
物
需
給
の
特
徴
に
接
近
し
た
い
と
考
え
る
。

２
、「
サ
ケ
」
に
含
ま
れ
る
魚
種
と
性
成
熟
に
伴
う
商
品

性
の
劣
化

ま
ず
、「
サ
ケ
」
に
関
す
る
基
本
的
知
識
を
確
認
し
て
お
き
た

い
。「
サ
ケ
」
と
は
単
一
の
魚
種
で
は
な
い
。
北
太
平
洋
原
産
の
七

種
（
マ
ス
ノ
ス
ケ
、
ギ
ン
ザ
ケ
、
ベ
ニ
ザ
ケ
、
シ
ロ
ザ
ケ
、
カ
ラ

フ
ト
マ
ス
、
サ
ク
ラ
マ
ス
、
ニ
ジ
マ
ス
）
及
び
大
西
洋
原
産
の
二

種
（
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ッ
ク
サ
ー
モ
ン
、
ブ
ラ
ウ
ン
ト
ラ
ウ
ト
）
が

い
わ
ゆ
る
「
サ
ケ
」
の
範
疇
に
含
ま
れ
、
い
ず
れ
も
異
な
る
特
徴

を
有
し
な
が
ら
商
業
的
重
要
性
を
保
持
し
て
い
る
。
中
で
も
特
に

「
サ
ケ
」
の
現
代
的
需
給
と
そ
の
意
味

鹿
児
島
大
学
水
産
学
部
教
授

佐
野

雅
昭
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重
要
な
も
の
は
北
太
平
洋
で
漁
獲
さ
れ
る
ベ
ニ
ザ
ケ
、
シ
ロ
ザ

ケ
、
カ
ラ
フ
ト
マ
ス
、
そ
し
て
世
界
中
で
養
殖
対
象
と
な
っ
て
い

る
ニ
ジ
マ
ス
と
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ッ
ク
サ
ー
モ
ン
で
あ
ろ
う
。
ま

た
、
太
平
洋
原
産
の
「
サ
ケ
」
は
い
ず
れ
も
河
川
で
生
ま
れ
、
北

太
平
洋
を
回
遊
し
つ
つ
成
長
し
、
成
熟
す
る
と
母
川
に
回
帰
し
産

卵
を
行
う
。
性
成
熟
が
進
む
と
体
色
が
黒
ず
み
、
筋
肉
は
脂
肪
分

が
抜
け
、
赤
か
っ
た
身
色
が
褪
色
し
白
っ
ぽ
く
変
化
す
る
。
こ
う

し
た
魚
体
を
「
ブ
ナ
」
と
呼
ぶ
。
ま
た
そ
れ
以
前
の
銀
色
の
魚
体

を
「
ギ
ン
ケ
」
と
呼
ぶ
。「
ギ
ン
ケ
」
は
脂
肪
分
を
多
く
含
み
色
彩

も
赤
身
が
強
い
た
め
、
商
品
価
値
が
高
い
。
し
か
し
「
ブ
ナ
」
化

が
進
む
と
商
品
価
値
は
大
き
く
下
が
る
。日
本
で
漁
獲
さ
れ
る「
サ

ケ
」
の
九
割
を
占
め
る
シ
ロ
ザ
ケ
で
は
、
秋
に
漁
獲
さ
れ
る
「
ブ

ナ
」
化
が
進
ん
だ
も
の
を
「
ア
キ
サ
ケ
」、春
に
漁
獲
さ
れ
る
策
餌

期
の
も
の
を
「
ト
キ
シ
ラ
ズ
」
と
称
し
て
お
り
、
両
者
は
全
く
異

な
る
商
材
と
し
て
商
業
上
明
瞭
に
区
別
さ
れ
て
い
る
。

３
、「
サ
ケ
」
の
需
給
動
向
と
そ
の
変
容

近
年
に
お
い
て
、在
庫
を
含
め
な
い
単
年
度
当
た
り
の「
サ
ケ
」

総
供
給
量
は
約
四
〇
〜
五
〇
万
ト
ン
で
推
移
し
て
お
り
、
こ
の
う

ち
輸
入
量
が
国
内
生
産
を
や
や
上
回
る
構
成
比
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
輸
出
は
漁
獲
状
況
や
相
場
に
も
よ
る
が
、
近
年
平
均
し
て

五
万
ト
ン
程
度
の
水
準
に
あ
る
。
国
内
消
費
量
は
四
〇
万
ト
ン
程

度
で
比
較
的
安
定
し
て
お
り
、
既
に
市
場
は
成
熟
期
に
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
需
給
を
形
成
す
る
各
要
素
の
中
身
は

大
き
く
変
化
し
て
お
り
、「
サ
ケ
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
ま
と
め

た
数
字
か
ら
で
は
把
握
で
き
な
い
劇
的
な
構
造
変
化
が
そ
こ
に
は

存
在
す
る
の
で
あ
る
。

か
つ
て
「
サ
ケ
」
の
中
で
最
も
評
価
が
高
く
、
価
格
序
列
の
最

上
位
に
あ
っ
た
の
が
ベ
ニ
ザ
ケ
で
あ
る
。
特
に
関
西
市
場
に
お
い

て
そ
の
地
位
は
絶
対
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
ベ
ニ
ザ
ケ
は
身
色
が

最
も
赤
く
、
日
本
人
の
好
み
に
合
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し

ベ
ニ
ザ
ケ
は
日
本
の
二
〇
〇
海
里
内
に
は
分
布
し
て
い
な
い
。
一

九
七
〇
年
代
ま
で
隆
盛
を
誇
っ
た
北
洋
漁
業
に
よ
っ
て
、
ア
ラ
ス

カ
沖
を
中
心
と
す
る
他
国
水
域
あ
る
い
は
公
海
で
漁
獲
さ
れ
、
日

本
市
場
に
供
給
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
一
九
八
〇
年
代

に
入
る
と
二
〇
〇
海
里
体
制
の
定
着
化
に
よ
っ
て
北
洋
漁
業
が
規

制
さ
れ
、
ベ
ニ
ザ
ケ
の
生
産
は
ロ
シ
ア
と
の
合
弁
操
業
に
よ
る
も

の
を
除
け
ば
ほ
ぼ
ゼ
ロ
と
な
る
。
日
本
に
お
け
る
「
サ
ケ
」
生
産

の
中
心
は
沿
岸
定
置
網
漁
業
に
よ
る
シ
ロ
ザ
ケ
、
な
か
で
も
秋
期

に
漁
獲
さ
れ
品
質
が
著
し
く
劣
る
「
ア
キ
サ
ケ
」
に
移
行
す
る
の

で
あ
る
。
一
方
、
人
気
商
品
で
あ
る
ベ
ニ
ザ
ケ
供
給
を
確
保
す
る

た
め
、
商
社
等
に
よ
る
ア
ラ
ス
カ
か
ら
の
輸
入
が
拡
大
す
る
。
こ

れ
は
冷
凍
状
態
で
輸
入
さ
れ
、国
内
加
工
場
で
定
塩
フ
ィ
レ
ー（
大

量
生
産
が
可
能
で
扱
い
が
簡
便
な
塩
蔵
加
工
品
）
あ
る
い
は
塩
蔵

荒
巻
に
加
工
さ
れ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
こ
れ
は
塩
蔵
品

市
場
に
お
い
て
は
現
在
に
お
い
て
も
最
大
の
シ
ェ
ア
を
持
つ
メ
イ
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ン
商
材
で
あ
る
。
し
か
し
国
連
海
洋
法
条
約
で
定
め
ら
れ
た
国
際

的
な
資
源
管
理
規
制
は
「
サ
ケ
」
の
沖
取
り
を
禁
止
す
る
こ
と
と

な
り
、
ア
ラ
ス
カ
の
ベ
ニ
ザ
ケ
漁
業
も
品
質
の
劣
る
沿
岸
域
で
の

産
卵
群
漁
獲
に
限
定
さ
れ
た
た
め
、
北
洋
漁
業
が
供
給
し
て
き
た

脂
の
乗
り
が
良
い
い
わ
ゆ
る
「
本
チ
ャ
ン
ベ
ニ
ザ
ケ
」
と
は
明
ら

か
に
異
な
る
商
材
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
一
言
で
言
え
ば
「
美
味

し
く
な
い
」
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
国
際
的
な
資
源
管
理
規
制
の
強
化
が
進
む
に
連

れ
、
品
質
の
高
い
天
然
「
サ
ケ
」
の
供
給
が
大
き
く
制
限
さ
れ
る

状
況
が
出
現
す
る
が
、
こ
こ
に
お
い
て
「
サ
ケ
」
養
殖
が
発
展
す

る
環
境
が
成
立
し
た
と
い
え
る
。
一
九
八
〇
年
代
に
入
る
と
ノ
ル

ウ
ェ
ー
と
チ
リ
を
中
心
と
し
た
「
サ
ケ
」
養
殖
業
が
急
激
に
供
給

力
を
拡
大
さ
せ
、
生
産
地
を
世
界
中
に
拡
張
し
、
一
九
九
〇
年
代

に
は
天
然「
サ
ケ
」漁
獲
を
上
回
る
巨
大
な
生
産
力
に
成
長
す
る
。

ま
た
、
こ
う
し
た
「
サ
ケ
」
養
殖
資
本
は
強
力
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
の
展
開
に
よ
っ
て
欧
米
（
以
前
は
伝
統
的
加
工
形
態
で
あ
る
缶

詰
や
ス
モ
ー
ク
サ
ー
モ
ン
ぐ
ら
い
し
か
消
費
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
）
や
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
（
ロ
シ
ア
を
除
け
ば
サ
ケ
の
消
費
は
皆
無
で

あ
っ
た
）
に
生
鮮
「
サ
ケ
」
の
新
し
い
消
費
市
場
を
開
拓
し
、
こ

れ
ま
で
存
在
し
な
か
っ
た
「
サ
ケ
」
の
世
界
市
場
を
形
成
す
る
に

至
っ
た
�

。
当
然
日
本
市
場
も
そ
の
重
要
な
輸
出
市
場
と
な
り
、

劣
化
す
る
ベ
ニ
ザ
ケ
を
代
替
す
る
形
で
養
殖
「
サ
ケ
」
が
大
量
に

輸
入
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ッ
ク
サ
ー
モ
ン
、ト
ラ
ウ
ト（
海

面
養
殖
の
ニ
ジ
マ
ス
を
こ
う
呼
ぶ
）、チ
リ
の
ギ
ン
ザ
ケ
、
ト
ラ
ウ

ト
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
養
殖
「
サ
ケ
」
に
は
季
節
的
な
品
質
劣

化
が
な
く
、
周
年
脂
の
乗
っ
た
安
定
し
た
品
質
で
出
荷
さ
れ
る
た

め
市
場
評
価
が
高
い
。
ま
た
活
発
な
技
術
革
新
と
生
産
の
大
規
模

化
に
よ
っ
て
価
格
も
大
き
く
引
き
下
げ
ら
れ
て
き
て
い
る
の
で
あ

る
。
ギ
ン
ザ
ケ
や
ト
ラ
ウ
ト
は
冷
凍
さ
れ
た
状
態
で
船
便
で
輸
入

さ
れ
、
主
と
し
て
定
塩
フ
ィ
レ
ー
に
加
工
さ
れ
る
。
こ
れ
は
ベ
ニ

ザ
ケ
の
代
替
品
と
な
る
。
ま
た
ト
ラ
ウ
ト
の
一
部
は
解
凍
さ
れ
、

大
衆
的
刺
身
商
材
と
し
て
も
利
用
さ
れ
る
。
一
方
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ

ッ
ク
サ
ー
モ
ン
は
多
く
の
場
合
生
鮮
（
航
空
便
）
で
輸
入
さ
れ
る

も
の
が
多
く
、
高
級
品
と
し
て
刺
身
や
寿
司
と
し
て
賞
味
さ
れ

る
。
現
在
で
は
当
た
り
前
と
な
っ
た
刺
身
や
寿
司
な
ど
の
生
食
消

費
は
、
こ
の
輸
入
養
殖
「
サ
ケ
」
が
も
た
ら
し
た
全
く
新
し
い
消

費
ス
タ
イ
ル
な
の
で
あ
る
�

。

現
代
の
水
産
物
市
場
が
一
般
的
傾
向
と
し
て
生
鮮
志
向
、
脂
志

向
、
定
番
品
志
向
そ
し
て
低
価
格
志
向
を
強
め
つ
つ
あ
る
中
で
、

養
殖
「
サ
ケ
」
は
こ
の
よ
う
な
現
代
的
ニ
ー
ズ
に
高
い
水
準
で
応

え
う
る
商
材
で
あ
り
、
ベ
ニ
ザ
ケ
や
シ
ロ
ザ
ケ
が
築
い
て
き
た
塩

蔵
サ
ケ
を
中
心
と
す
る
「
サ
ケ
」
の
伝
統
的
消
費
ス
タ
イ
ル
を
大

き
く
掘
り
崩
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
。

一
方
、
近
年
で
は
ア
キ
サ
ケ
の
輸
出
が
拡
大
し
て
い
る
。
ピ
ー

ク
時
に
は
製
品
で
約
六
万
ト
ン
、
北
海
道
産
ア
キ
サ
ケ
の
五
割
近
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く
が
輸
出
さ
れ
た
�

。
主
た
る
輸
出
国
は
中
国
で
あ
り
、
総
輸
出

量
の
過
半
を
占
め
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
多
く
は
フ
ィ
レ
ー
加

工
さ
れ
た
後
に
米
国
に
輸
出
さ
れ
る
。
ま
た
骨
抜
き
焼
き
鮭
の
瓶

詰
め
フ
レ
ー
ク
な
ど
、
高
次
加
工
を
施
さ
れ
た
後
再
び
日
本
に
逆

輸
入
さ
れ
る
も
の
も
か
な
り
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
背
景
に
は
、

米
国
・
欧
州
諸
国
に
お
け
る
水
産
物
需
要
の
強
ま
り
、
中
国
に
お

け
る
国
際
的
水
産
加
工
基
地
の
形
成
と
原
料
魚
不
足
、
日
本
市
場

に
お
け
る
ア
キ
サ
ケ
価
格
の
下
落
、
な
ど
が
あ
る
。
輸
入
養
殖「
サ

ケ
」
に
国
内
市
場
を
完
全
に
奪
わ
れ
た
国
産
ア
キ
サ
ケ
が
、
海
外

市
場
に
価
値
実
現
の
場
を
求
め
流
れ
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ

の
後
、
世
界
経
済
の
冷
え
込
み
と
円
高
な
ど
で
輸
出
は
か
な
り
減

少
し
産
地
価
格
も
落
ち
着
い
て
き
た
が
、
輸
出
拡
大
の
ト
レ
ン
ド

は
一
過
性
の
も
の
で
は
な
く
、
経
済
環
境
の
回
復
と
共
に
定
着
化

し
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

４
、
小
売
・
外
食
に
お
け
る
新
た
な
動
向

か
つ
て
「
サ
ケ
」
の
消
費
形
態
と
い
え
ば
塩
蔵
品
が
圧
倒
的
な

地
位
に
あ
っ
た
。
し
か
し
近
年
生
鮮
品
（
生
食
を
含
む
）
と
し
て

の
消
費
が
急
増
し
て
き
て
お
り
、
現
在
で
は
生
鮮
品
の
消
費
量
は

塩
蔵
品
の
約
二
倍
と
な
っ
て
い
る
。「
サ
ケ
」
市
場
の
拡
大
は
、
生

鮮
品
す
な
わ
ち
輸
入
養
殖
「
サ
ケ
」
の
消
費
拡
大
が
も
た
ら
し
て

き
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
ま
た
高
級
品
と
し
て
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は

完
全
に
失
わ
れ
て
お
り
、
大
衆
品
、
総
菜
品
と
し
て
の
位
置
づ
け

が
強
ま
っ
て
い
る
。

依
然
と
し
て
塩
蔵
品
は
基
軸
的
な
切
り
身
商
材
と
し
て
の
地
位

を
堅
持
し
て
お
り
、
量
販
店
店
頭
に
お
け
る
ア
イ
テ
ム
数
も
多

い
。
ま
た
「
サ
ケ
」
の
塩
蔵
切
り
身
は
弁
当
材
料
や
朝
食
副
菜
な

ど
独
特
の
ニ
ー
ズ
を
有
し
、
他
の
切
り
身
商
材
と
競
合
し
に
く
い

独
特
の
地
位
を
確
保
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
量
販
店
に
お
け

る
価
格
訴
求
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
と
な
っ
て
お
り
、
チ
ェ
ー
ン
間

価
格
競
争
が
最
も
厳
し
く
顕
在
化
す
る
ア
イ
テ
ム
で
も
あ
る
。
塩

蔵
品
と
し
て
は
か
つ
て
ベ
ニ
ザ
ケ
が
定
番
商
品
と
な
っ
て
き
た
。

特
に
関
西
市
場
で
は
ベ
ニ
ザ
ケ
の
嗜
好
が
強
く
、
他
魚
種
に
追
随

を
許
さ
な
い
存
在
で
あ
っ
た
。
し
か
し
近
年
で
は
関
西
市
場
に
お

い
て
も
輸
入
養
殖
ギ
ン
ザ
ケ
や
輸
入
養
殖
ト
ラ
ウ
ト
が
塩
蔵
品
の

メ
イ
ン
ア
イ
テ
ム
と
な
り
つ
つ
あ
り
（
関
東
で
は
当
然
な
が
ら
す

で
に
そ
う
し
た
状
況
に
あ
っ
た
）、ベ
ニ
ザ
ケ
は
品
揃
え
と
し
て
陳

列
す
る
程
度
の
ウ
ェ
イ
ト
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
ま
た
塩
蔵
ア
キ
サ

ケ
は
も
は
や
量
販
店
で
販
売
で
き
る
よ
う
な
商
品
で
は
な
く
な

り
、
低
価
格
を
理
由
と
し
て
主
と
し
て
大
衆
的
業
務
筋
（
中
食
産

業
に
お
け
る
弁
当
副
菜
や
お
に
ぎ
り
具
材
な
ど
）
で
多
用
さ
れ
る

商
品
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
生
鮮
品
に
は
生
（
解
凍
も
含
む
）
切
り
身
と
刺
身
と
い

う
二
つ
の
形
態
が
存
在
す
る
。
生
切
り
身
と
し
て
は
輸
入
養
殖
ア

ト
ラ
ン
テ
ィ
ッ
ク
サ
ー
モ
ン
（
生
鮮
）
が
高
級
定
番
品
と
し
て
、

輸
入
養
殖
ギ
ン
ザ
ケ
、
輸
入
養
殖
ト
ラ
ウ
ト
が
大
衆
定
番
品
と
し
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て
、
そ
し
て
三
陸
養
殖
ギ
ン
ザ
ケ
及
び
ア
キ
サ
ケ
が
季
節
性
の
あ

る
ス
ポ
ッ
ト
品
と
し
て
販
売
さ
れ
る
。
近
年
、
三
陸
の
養
殖
ギ
ン

ザ
ケ
は
国
産
品
・
生
鮮
品
と
し
て
の
品
質
評
価
を
高
め
、
七
月
を

中
心
と
し
た
季
節
ア
イ
テ
ム
と
し
て
定
番
化
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ

は
ス
キ
ン
レ
ス
や
骨
な
し
ポ
ー
シ
ョ
ン
、
フ
ラ
イ
用
カ
ッ
ト
な
ど

き
め
細
か
い
商
品
化
を
図
る
こ
と
で
、
販
売
が
拡
大
さ
れ
て
き
て

い
る
。
ま
た
ア
キ
サ
ケ
切
り
身
の
販
売
も
強
化
さ
れ
て
い
る
。
フ

ィ
レ
ー
や
ブ
ロ
ッ
ク
と
い
っ
た
ボ
リ
ュ
ー
ム
感
を
訴
求
し
た
形
態

で
の
販
売
は
値
頃
感
が
あ
り
、
秋
の
季
節
商
材
と
し
て
量
販
店
の

特
売
対
象
と
な
り
や
す
い
。

し
か
し
生
鮮
品
の
中
で
、
最
も
消
費
を
伸
ば
し
て
い
る
ア
イ
テ

ム
は
刺
身
（
寿
司
含
め
）
で
あ
る
。
量
販
店
で
販
売
さ
れ
る
刺
身

カ
テ
ゴ
リ
ー
の
中
で
、
輸
入
養
殖
「
サ
ケ
」
は
す
で
に
養
殖
ハ
マ

チ
や
養
殖
マ
ダ
イ
を
抜
い
て
マ
グ
ロ
に
次
ぐ
使
用
量
と
な
っ
て
お

り
、
外
食
で
も
人
気
が
高
い
。
回
転
寿
司
業
界
で
は
常
に
人
気
上

位
に
君
臨
し
て
お
り
、
寿
司
だ
ね
と
し
て
の
ア
イ
テ
ム
の
豊
富
さ

に
は
目
を
見
張
る
ば
か
り
で
あ
る
。
ま
た
サ
ラ
ダ
や
マ
リ
ネ
な
ど

洋
風
調
理
に
お
い
て
の
使
用
も
拡
大
し
て
お
り
、
刺
身
の
新
し
い

食
べ
方
を
提
案
す
る
ア
イ
テ
ム
と
な
っ
て
い
る
。
山
葵
と
醤
油
で

食
べ
る
の
で
は
な
く
、
野
菜
や
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
と
一
緒
に
食
べ
る

「
サ
ケ
」
刺
身
の
サ
ラ
ダ
メ
ニ
ュ
ー
は
健
康
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
強

い
。
こ
の
よ
う
な
「
お
刺
身
サ
ラ
ダ
」
と
い
う
メ
ニ
ュ
ー
は
他
の

刺
身
商
材
を
巻
き
込
み
な
が
ら
新
し
い
商
品
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
形
成

し
つ
つ
あ
り
、
沈
滞
化
す
る
水
産
物
小
売
の
現
場
で
も
好
調
を
維

持
し
て
い
る
数
少
な
い
ア
イ
テ
ム
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

輸
入
養
殖
「
サ
ケ
」
は
刺
身
用
ア
イ
テ
ム
と
し
て
高
い
競
争
力
と

汎
用
性
を
有
し
て
お
り
、
競
合
す
る
養
殖
ブ
リ
や
養
殖
マ
ダ
イ
へ

の
需
要
を
確
実
に
奪
取
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

５
、
終
わ
り
に

以
上
、
現
代
的
な
「
サ
ケ
」
の
需
給
を
概
観
す
る
と
、
そ
こ
に

お
い
て
幾
つ
か
の
大
き
な
変
化
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。

ま
ず
は
国
際
的
な
資
源
管
理
規
制
強
化
に
よ
る
天
然
サ
ケ
漁
業
生

産
力
（
北
洋
漁
業
）
の
縮
小
が
起
こ
り
、
次
い
で
そ
れ
を
埋
め
合

わ
せ
る
形
で
日
本
商
社
に
よ
る
ベ
ニ
ザ
ケ
輸
入
の
拡
大
と
養
殖
資

本
に
よ
る
養
殖
生
産
・
輸
出
の
拡
大
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
ま
た
養

殖
資
本
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
を
国
際
化
さ
せ
、
サ
ケ
世
界
市

場
の
形
成
と
日
本
市
場
の
相
対
的
低
下
を
も
た
ら
し
、
日
本
市
場

か
ら
自
律
性
を
奪
っ
た
の
で
あ
る
。
世
界
全
体
が
伝
統
的
加
工
形

態
で
は
な
く
生
鮮
（
解
凍
含
め
）
形
態
で
の
サ
ケ
消
費
を
拡
大
さ

せ
、
そ
の
消
費
パ
タ
ー
ン
は
大
き
く
変
化
し
た
。
一
方
、
日
本
の

消
費
者
が
そ
っ
ぽ
を
向
い
た
ア
キ
サ
ケ
が
世
界
市
場
で
は
「
安
価

な
大
衆
向
け
水
産
物
」
と
し
て
一
定
の
評
価
を
受
け
、
国
際
商
品

と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
つ
つ
あ
る
。
日
本
の
サ
ケ
需
給
は
完
全

に
国
際
的
需
給
の
一
部
と
な
り
、
そ
の
複
雑
な
関
係
性
の
中
で
理

解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
か
つ
て
伝
統
的
な
北
部
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太
平
洋
地
域
ロ
ー
カ
ル
商
材
で
あ
っ
た
「
サ
ケ
」
は
、
今
や
最
も

国
際
化
が
進
ん
だ
水
産
物
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
現
代
の
「
サ
ケ
」
需
給
に
は
全
く
新
し
い
状
況
が

出
現
し
つ
つ
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
水
産
物
需
給
に
お
け
る
グ
ロ

ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
貫
徹
が
先
鋭
的
に
表
現
さ
れ
た
も
の
で
あ

ろ
う
。「
サ
ケ
」
は
先
駆
的
存
在
で
あ
り
、
今
後
多
く
の
水
産
物
需

給
が
同
様
の
状
態
に
置
か
れ
る
こ
と
が
容
易
に
想
定
で
き
る
。
日

本
の
水
産
物
が
徐
々
に
国
際
的
需
給
の
影
響
下
に
置
か
れ
、
国
内

需
給
も
そ
の
動
向
に
規
定
さ
れ
る
状
況
が
一
般
化
し
つ
つ
あ
る
よ

う
に
思
え
る
の
で
あ
る
。
筆
者
は
こ
の
状
況
を
水
産
物
需
給
に
お

け
る
新
し
い
特
徴
だ
と
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
状
況
は
国
内

需
給
に
不
安
定
性
を
も
た
ら
す
可
能
性
も
あ
る
。
い
ず
れ
の
魚
種

に
お
い
て
も
、
こ
う
し
た
観
点
か
ら
そ
の
需
給
動
向
を
注
視
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

注�

こ
う
し
た
サ
ケ
養
殖
産
業
の
展
開
過
程
に
つ
い
て
は
、
佐
野
雅
昭『
サ

ケ
の
世
界
市
場
－
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
養
殖
業
－
』
成
山
堂
書
店
、
二

〇
〇
三
・
四
に
詳
し
い
。

�

一
般
に
天
然
「
サ
ケ
」
は
ア
ニ
サ
キ
ス
な
ど
の
寄
生
虫
を
保
有
し
て

い
る
可
能
性
が
あ
り
、
刺
身
な
ど
の
生
食
が
避
け
ら
れ
て
い
る
。
例
外

的
な
食
べ
方
と
し
て
凍
ら
せ
て
か
ら
食
べ
る
ル
イ
ベ
が
あ
る
が
、
こ
れ

は
凍
結
に
よ
っ
て
寄
生
虫
を
排
除
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
方
養
殖「
サ

ケ
」
に
は
そ
の
可
能
性
が
な
い
た
め
、
生
食
が
可
能
で
あ
る
。

�

佐
野
雅
昭
「
北
海
道
に
お
け
る
ア
キ
サ
ケ
輸
出
拡
大
の
内
実
－
輸
出

拡
大
が
も
た
ら
し
た
構
造
変
化
と
そ
の
意
味
－
」『
漁
業
経
済
研
究
』
第

五
三
巻
第
二
号
、
二
〇
〇
八
・
一
〇
、
を
参
照
の
こ
と
。
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編
集
後
記

土
地
改
良
事
業
の
施
行
に
伴
う
償
還
金
等
賦
課
金
の
支
払
い
問

題
が
、
本
号
で
詳
述
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
実
情
に
あ
る
こ
と
を
初

め
て
知
っ
た
。
背
景
は
、
米
価
に
代
表
さ
れ
る
農
産
物
価
格
の
歯

止
め
な
き
下
落
が
農
業
経
営
を
圧
迫
し
て
い
る
か
ら
だ
と
指
摘
さ

れ
て
い
る
。

我
が
国
の
土
地
改
良
事
業
の
原
型
に
つ
い
て
、
本
号
執
筆
の
堀

口
先
生
の
著
書
を
み
る
と
、
明
治
三
二
年
に
成
立
し
た
旧
・
耕
地

整
理
法
に
遡
る
と
い
う
。
こ
れ
は
分
散
・
零
細
農
地
の
集
団
化
、

耕
地
形
状
の
整
理
を
狙
い
と
し
た
も
の
で
、
す
な
わ
ち
、
農
地
の

交
換
・
分
合
、
区
画
形
状
の
変
更
、
道
路
・
畦
畔
や
溝
渠
の
変
更

廃
止
等
を
土
地
所
有
者
が
共
同
し
て
行
う
事
業
と
し
て
耕
地
整
理

法
に
ま
と
め
ら
れ
た
。
そ
の
後
我
が
国
の
場
合
、
生
産
力
向
上
の

た
め
に
は
特
に
か
ん
が
い
排
水
設
備
の
改
良
が
必
要
で
あ
っ
た
た

め
、
こ
れ
が
耕
地
整
理
法
の
目
的
に
加
え
ら
れ
、
同
四
二
年
に
新

・
耕
地
整
理
法
が
制
定
さ
れ
た
。
ま
た
同
法
成
立
と
相
前
後
し
、

工
事
主
体
は
共
同
施
行
か
ら
権
利
義
務
を
持
つ
法
人
と
し
て
の
耕

地
整
理
組
合
と
な
り
、
ま
た
、
そ
れ
ま
で
各
府
県
が
行
っ
て
き
た

調
査
・
設
計
、
工
事
監
督
な
ど
の
必
要
な
経
費
に
初
め
て
国
庫
補

助
制
が
導
入
さ
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

諸
外
国
に
比
し
て
は
る
か
に
急
峻
な
地
形
に
展
開
す
る
我
が
国

の
農
地
は
、
そ
れ
ゆ
え
長
い
間
の
先
人
の
汗
に
よ
っ
て
今
日
が
あ

る
の
だ
が
、
残
念
な
が
ら
整
地
さ
れ
た
区
画
形
状
が
見
え
な
い
程

荒
れ
果
て
た
農
地
が
目
立
っ
て
き
て
い
る
。
流
し
た
汗
の
量
に
遠

く
及
ば
な
い
農
産
物
価
格
に
精
根
尽
き
果
て
リ
タ
イ
ア
し
て
い
く

生
産
者
、
待
っ
て
た
か
の
よ
う
に
「
無
駄
」
の
レ
ッ
テ
ル
を
張
り

土
地
改
良
・
農
村
整
備
事
業
予
算
削
減
に
大
ナ
タ
が
振
ら
れ
る
。

ま
る
で
誰
か
が
描
い
た
ス
ト
ー
リ
ー
の
よ
う
に
。

だ
が
、
消
費
者
に
は
こ
の
こ
と
は
知
っ
て
欲
し
い
。
土
地
改
良

事
業
に
よ
っ
て
生
産
力
の
向
上
や
農
地
利
用
の
高
度
化
が
図
ら

れ
、
こ
れ
が
農
産
物
価
格
に
反
映
さ
れ
消
費
者
負
担
の
軽
減
に
つ

な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
。
健
全
な
農
業
生
産
が
行
わ
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
多
面
的
機
能
が
発
揮
さ
れ
、
そ
の
成
果
は
十
分
国
民
の
皆

さ
ん
に
還
元
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
。

こ
う
し
て
、
農
業
就
業
人
口
は
一
九
九
０
年
の
四
八
二
万
人
か

ら
二
十
年
間
で
ほ
ぼ
半
減
し
た
こ
と
が
、
農
水
省
が
九
月
初
旬
に

公
表
し
た
一
０
年
農
業
セ
ン
サ
ス
の
速
報
値
で
明
ら
か
に
な
っ

た
。
長
い
間
日
本
農
業
の
中
軸
を
担
っ
て
き
た
昭
和
一
桁
世
代
の

引
退
が
本
格
化
し
た
た
め
だ
が
、
販
売
農
家
数
も
０
五
年
に
比
べ

一
七
％
減
と
過
去
最
大
の
下
げ
幅
に
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
で
も
、
減
少
数
を
カ
バ
ー
出
来
る
数
で
は
な
い
に
し
て
も

若
手
の
新
規
就
農
者
や
、
経
営
規
模
の
拡
大
を
指
向
す
る
農
業
者

も
増
え
て
い
る
。
こ
う
い
う
人
た
ち
に
し
っ
か
り
次
代
を
託
し
た

い
。

（
太
田
）

６０


